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岩手県農業研究センター年報の発刊にあたって

岩 手 県 に お き ま し て は 、 農 業 を 取 り 巻 く 新 た な 国 際 環 境 を 視 野 に 入 れ 、 ま

た 、 消 費 者 志 向 な ど 流 通 の 動 き を 十 分 に 見 据 え な が ら 、 農 業 者 が 意 欲 と 希 望

の も て る 収 益 性 の 高 い 農 業 を 構 築 す べ く 、 平 成 ８ 年 ３ 月 に 「 第 ３ 次 ” 新 い わ

て 農 業 確 立 計 画 ” － 後 期 推 進 計 画 － 」 を 策 定 し 、 鋭 意 、 農 業 振 興 に 取 り 組 ん

で い る と こ ろ で あ り ま す 。

そ の 中 に あ っ て 、 農 業 試 験 研 究 は 、 革 新 的 な 技 術 開 発 を 通 じ 、 ２ １ 世 紀 に

向 け て 、 本 県 の 特 徴 を 活 か し つ つ 、 国 際 化 の 波 を 乗 り 越 え る 力 強 い 農 業 と 、

い き い き と し た 農 村 を 築 き 上 げ て い く た め の 大 き な 役 割 と 期 待 が 寄 せ ら れ て

い ま す 。

こ の よ う な 状 況 の も と に 、 平 成 ９ 年 ４ 月 １ 日 、 岩 手 県 農 業 研 究 セ ン タ ー が

発 足 い た し ま し た 。

新 た な 試 験 研 究 ニ ー ズ や 地 域 課 題 へ の 適 切 な 対 応 、 試 験 研 究 の 効 率 化 と と

も に 、 時 代 を 先 取 り し た 試 験 研 究 を 推 進 し 、 県 農 業 を 確 立 し て い く た め の 先

導 的 役 割 を 果 た し て け る よ う 農 業 試 験 場 、 蚕 業 試 験 場 、 園 芸 試 験 場 、 畜 産 試

験 場 の 専 門 別 の 試 験 場 を 統 合 再 編 し 、 試 験 研 究 施 設 の 高 度 化 、 研 究 支 持 体 制

の 整 備 を 図 っ た も の で あ り ま す 。

こ の 年 報 は 、 平 成 ９ 年 度 、 １ 年 間 の 業 務 活 動 の 記 録 で あ り ま す 。

当 セ ン タ ー は 、 開 か れ た 試 験 研 究 機 関 を 目 指 し 、「 農 業 者 に 夢 を 、 消 費 者

に 安 心 を 」 を 統 一 テ ー マ に 掲 げ 、 業 務 推 進 に 努 め て 参 り ま し た 。 県 下 ５ カ 所

に お け る 「 現 地 ふ れ あ い 農 業 研 究 セ ン タ ー 」 の 開 催 、 約 2 0回 に わ た る 公 開 セ

ミ ナ ー 等 の 開 催 な ど を 通 し 、 生 産 者 や 外 部 関 係 者 延 べ 2 , 0 0 0 名 以 上 の 皆 さ ん

と の 意 見 交 換 や 、 1 0 7 件 に 及 ぶ 試 験 成 果 の と り ま と め ・ 公 表 を 行 う な ど 、 発

足 １ 年 目 で あ り ま す が 、 研 究 機 関 と し て の 運 営 が 軌 道 に 乗 っ た と い う 実 感 を

抱 い て お り ま す 。 こ れ は 、 所 員 一 同 の 努 力 も さ る こ と な が ら 、 関 係 各 位 の ご

支 援 の 賜 で あ り ま す 。

今 後 、 年 次 を 増 す と と も に 、 更 に 本 セ ン タ ー の 真 価 を 問 わ れ る も の と 考 え

て お り ま す 。 関 係 各 位 の ご 期 待 に 応 え る た め に も 、 所 員 一 同 鋭 意 努 力 を し て

ま い り ま す の で 、 さ ら な る ご 支 援 を 賜 わ り ま す よ う お 願 い い た し ま す 。

平 成 1 0年 ９ 月

岩 手 県 農 業 研 究 セ ン タ ー

所 長 菊 池 宏 司
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１ 設置経緯及び組織の概要

岩手県農業研究センターは、旧農業試験場、旧蚕業試

験場、旧園芸試験場及び旧畜産試験場を再編整備し、平

成９年４月に設置された。

本センター整備の経緯は以下の通りである。

昭和59年２月：行政改革推進本部（昭和57年11月～昭

和59年３月）が「行政改革大綱」を決定し 「中期的取、

り組みとして、試験研究機関を技術革新に対応できる体

制とするよう見直しを行い、速やかな推進を図る等」の

方策を提示。

昭和62年３月：行政改革推進懇談会（昭和60年４月～

昭和62年３月）より 「今後の行政改革の取り組みに関、

する基本方向」として、先端技術の研究開発に的確に対

応できるよう試験研究体制のあり方等について検討を行

い、その整備を図る必要がある」ことを提言。

昭和62年４月：行政改革推進本部を再設置し、情勢の

変化に対応する体制整備の一環として「試験研究機関の

再編整備」を取り上げる。

昭和62年11月：総務部より 「試験研究機関見直し検、

討資料」を提示。

昭和63年２月：農業試験場を改組し 「総合農業研究、

センター」とする農政部案を総務部に提出。

（昭和63年10月以降、総務部、農政部間で整備の協議

がもたれたが、具体的進展を見なかった。この間、工業

技術センター、林業技術センター、生物工学研究所及び

水産技術センターの整備が先行して実施された ）。

平成３年４月：再編整備に関する農政部内検討を再

開。

平成３年12月：政策会議の議を経て、農業試験研究推

（ 。 「 」 。） 。進懇話会 委員16名 以下 懇話会 という を設置

平成４年２月：政策会議において、農政部の再編整備

に係る考え方を説明。

平成４年３月：懇話会長から農政部長あて、再編整備

に関する意見を提出 （懇話会４回開催）。

平成４年６月：政策会議において、懇話会の意見を受

けた再編整備に関する農政部案を説明。

平成４年７月：政策会議において「農業関係試験研究

機関の再編整備方針について」を決定。

平成４年８月： 農業関係試験研究機関の再編整備方「

針について」知事決裁。

このような経緯を経て、平成４年度下期より、具体的

、 、に施設整備が着手され 平成９年４月に農業試験場本場

園芸試験場本場、同大迫試験地及び蚕業試験場本場を統

合し、北上市にセンター本部を設置した。同時に農業試

験場県南分場及び園芸試験場南部分場を各々銘柄米開発

研究室及び南部園芸研究室と改称した。また、農業試験

場県北分場、園芸試験場高冷地開発センター及び蚕業試

験場一戸分場を統合し、軽米町に県北農業研究所を設置

した。更に、畜産試験場を畜産研究所に改組し、外山分

場及び種山肉用牛改良センターを各々外山畜産研究室及

び種山畜産研究室に改称した。

２ 所在

岩手県農業研究センター

〒024-0003

岩手県北上市成田20-1

℡0197-68-2331 FAX0197-68-2361

岩手県農業研究センター 畜産研究所

〒020-0173

岩手県岩手郡滝沢村滝沢字砂込737-1

℡019-688-4326 FAX019-688-4327

岩手県農業研究センター 県北農業研究所

〒028-6222

岩手県九戸郡軽米町大字山内23-9-1

℡0195-47-1070 FAX0195-49-3011

岩手県農業研究センター 農産部

銘柄米開発研究室

〒023-1131

岩手県江刺市愛宕字八日市69-4

℡0197-35-1411 FAX0197-35-1617

岩手県農業研究センター 園芸畑作部

南部園芸研究室

〒029-2205

岩手県陸前高田市高田町字大隅8-9

℡0192-55-3733 FAX0192-55-3733

岩手県農業研究センター 畜産研究所

外山畜産研究室

〒028-2711

岩手県岩手郡玉山村藪川字大の平40

℡019-681-5011 FAX019-681-5012

岩手県農業研究センター 畜産研究所

種山畜産研究室

〒029-2311

岩手県気仙郡住田町世田米字子飼沢30

℡0197-38-2312 FAX0197-38-2177
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３ 組織機構・職員数

所 長 総 務 部 総 務 課 (6) 人事関連業務、予算・支出事務、文書事務等

管 理 課(13) 財産管理、委託事務、臨時職員任用等

副所長 企画経営情報部 企 画 情 報 室 (6) 研究企画・調整・管理、情報システム運用等

農 業 経 営 研 究 室 (5) 地域営農方式の構築など農業経営に関する研究

ﾏ ｰ ｹ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ研究室 (4) 農畜産物の有利販売に向けたﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに関する研究

農 産 部 水 田 作 研 究 室 (6) 水稲栽培技術の改善に関する研究

水 稲 育 種 研 究 室 (5) 高度耐冷性品種の開発に関する研究

応用生物工学研究室 (4) バイオテクノロジー技術の応用化に関する研究

生 産 工 学 研 究 室 (5) 高性能機械化栽培技術など総合的機械化栽培技術に関する研究

景観形成を考慮した農村整備方法の確立等に関する研究

銘柄米開発研究室 (9) オリジナル銘柄米の開発に関する研究

園 芸 畑 作 部 果 樹 研 究 室 (6) 高品質果樹品種開発及び栽培技術に関する研究

野 菜 畑 作 研 究 室 (6) 高品質野菜栽培技術及び総合的畑地利用に関する研究

花 き 研 究 室 (5) オリジナル花き品種開発に関する研究

蚕 桑 技 術 研 究 室 (4) 低コスト繭生産技術など養蚕に関する研究

南 部 園 芸 研 究 室 (3) 園芸作物の地域適応性試験及び現地実証試験

生 産 環 境 部 環 境 保 全 研 究 室 (5) 環境保全対策及び気象情報活用に関する研究

土壌作物栄養研究室 (5) 土壌管理及び作物栄養に関する研究

病 害 虫 研 究 室 (7) 病害虫防除に関する研究

保鮮流通技術研究室 (4) 作物の品質、鮮度保持、流通技術に関する研究

畜 産 研 究 所 総 務 課(29) 研究所の文書事務、財産管理等

家畜育種作研究室 (5) 家畜・家禽の育種改良に関する研究

次 長 家 畜 飼 養 研 究 室 (4) 家畜の飼養管理技術に関する研究

家 畜 工 学 研 究 室 (4) 受精卵移植技術などの家畜ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰに関する研究

飼 料 生 産 研 究 室 (4) 草地・飼料作物及び畜産環境に関する研究

外 山 畜 産 研 究 室(11) 粗飼料資源を活用した肉用牛の低コスト生産技術に関する研究

種 山 畜 産 研 究 室(10) 黒毛和種種雄牛の選抜と優良凍結精液の供給

県北農業研究所 総 務 課 (5) 研究所の文書事務、財産管理等

営 農 技 術 研 究 室 (4) 県北地域に共通する営農技術の基礎的研究

次 長 産 地 育 成 研 究 室 (5) 県北地域の野菜・花きなどに関する研究

やませ利用研究室 (4) 水稲・畑作物のやませ利用・対応技術に関する研究

本 部 銘柄米開発 南部園芸 畜産研究所 外山畜産 種山畜産 県北農業

研究室 研究室 研究室 研究室 研究所 合 計

（北上市） （江刺市） （陸前高田市） （滝沢村） （玉山村） （住田町） （軽米町）

事務 １２ ４ １ ２ １９

技術 ８２ ７ ３ １９ ６ ５ １５ １３７

労務 ９ ２ ２５ ５ ４ ３ ４８

合計 １０３ ９ ３ ４８ １１ １０ ２０ ２０４

2年報 最終まとめ P
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４ 会議、委員会、部会等の運営

(1) 農業試験研究推進会議等の開催

ア 課題編成

(ｱ) 研究会議

① 企画経営情報部

開催日時 平成９年８月18日 13時～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

② 農産部

開催日時 平成９年８月26日 10時～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

③ 園芸畑作部

開催日時 平成９年８月18日 ９時～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

④ 生産環境部

開催日時 平成９年８月20日 10時～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

⑤ 畜産研究所

開催日時 平成９年８月19日 10時～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

⑥ 県北農業研究所

開催日時 平成９年８月19日 10時30分～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

(ｲ) 専門部会

① 農産部会

開催日時 平成９年９月２日 10時～

参集範囲 農政企画課、農村振興課、農地計画課、農地建設課、農蚕課、生物工学研究所、農業大学

校、病害虫防除所、東北農業試験場、岩手統計情報事務所、盛岡食糧事務所、岩手生物工学

研究センター、岩手県経済農業協同組合、岩手県農産物改良種苗センター、岩手県植物防疫

協会、岩手県農薬卸商業協同組合、岩手県農地管理開発公社、岩手県酒造組合、農業研究セ

ンター

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

・本年度実施課題の中間評価

② 園芸畑作部会

開催日時 平成９年８月29日 10時～

参集範囲 農政企画課、農村振興課、農蚕課、畑作振興課、農業大学校、花きセンター、病害虫防除

所、岩手統計情報事務所、野菜・茶業試験場（盛岡 、岩手生物工学研究ｾﾝﾀｰ、岩手県経済）
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農業協同組合、岩手県農産物改良種苗センター、岩手県果樹協会、農業研究センター

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

③ 畜産部会

開催日時 平成９年８月26日 10時～

参集範囲 農政企画課、農村振興課、畜政課、畜産課、盛岡家畜保健衛生所、農業大学校、東北農業

試験場、岩手統計情報事務所、家畜改良センター岩手牧場、岩手県経済農業協同組合、岩手

県農業共済組合連合会、岩手県肉牛生産公社、家畜改良事業団盛岡種雄牛センター、岩手県

畜産会、小岩井農牧、農業研究センター

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

④ 総合部会

開催日時 平成９年９月８日 10時～

参集範囲 農政企画課、農村振興課、農蚕課、農地計画課、畑作振興課、地域農政推進室、農業大学

校、病害虫防除所、工業技術センター、岩手統計情報事務所、岩手生物工学研究センター、

岩手県農業会議、岩手県経済農業協同組合、岩手県農産物改良種苗センター、岩手県農薬卸

商業協同組合、岩手県植物防疫協会、岩手県食品産業協議会、農業研究センター

協議事項 ・要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

(ｳ) 調整会議

開催日時 平成９年９月１７日 10時～

参集範囲 農政企画課長補佐、農村振興課長補佐、首席専門技術員、農地計画課長補佐、農地建設課長

補佐、農業経済課長補佐、農蚕課長補佐、畑作振興課長補佐、畜政課長補佐、畜産課長補佐、

地域農政推進監補佐、農業大学校教授、盛岡地域農業改良普及センター次長、岩手生物工学研

究センター研究部長、農業研究センター職員

協議事項 ・平成９年度要望課題に対する措置

・平成10年度に実施を予定する新規課題

(ｴ) 推進会議

開催日時 平成９年１０月３日 13時30分～

参集範囲 農政部長、農政部次長、農政企画課長、農村振興課長、首席専門技術員、農地計画課長、総

、 、 、 、 、 、 、合国営対策監 農地建設課長 農業経済課長 農蚕課長 畑作振興課長 畜政課長 畜産課長

全国和牛能力共進会推進室長、地域農政推進監、生物工学研究所長、農業大学校副校長、盛岡

地域農業改良普及センター所長、農業研究センター職員

協議事項 ・平成10年度試験研究課題の選定について

試験研究を要望された課題とその措置及び平成10年度実施予定新規課題

・上半期の主要活動及び今後の活動計画について

・平成９年度の試験研究推進状況について

重点課題の進捗状況

試験研究課題の中間評価

イ 成果検討

(ｱ) 研究会議

① 企画経営情報部

開催日時 平成９年12月11日 10時～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 平成９年度試験研究成果

② 農産部

開催日時 平成９年12月９日 10時～
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参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 平成９年度試験研究成果

③ 園芸畑作部

開催日時 平成９年12月10日 ９時30分～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 平成９年度試験研究成果

④ 生産環境部

開催日時 平成９年12月11日 10時～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 平成９年度試験研究成果

⑤ 畜産研究所

開催日時 平成９年12月９日９時30分～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 平成９年度試験研究成果

⑥ 県北農業研究所

開催日時 平成９年12月12日 10時30分～

参集範囲 農業研究センター職員、専門技術員

協議事項 平成９年度試験研究成果

(ｲ) 専門部会

① 農産部会

開催日時 平成９年12月16日 10時～

参集範囲 農政企画課、農村振興課、農地計画課、農地建設課、農蚕課、生物工学研究所、農業大学

校、工業技術センター、病害虫防除所、岩手統計情報事務所、盛岡食糧事務所、岩手生物工

学研究センター、岩手県経済農業協同組合、岩手県農業共済組合連合会、岩手県農産物改良

種苗センター、岩手県農地管理開発公社、岩手県農業機械協会、岩手県農業機械商業協同組

合、岩手県酒造組合、農業研究センター

協議事項 ・平成９年度試験研究成果

② 園芸畑作部会

開催日時 平成９年12月19日 10時～

参集範囲 農政企画課、農村振興課、農蚕課、畑作振興課、農業大学校、花きセンター、病害虫防除

所、繭検定所、工業技術センター、岩手統計情報事務所、野菜・茶業試験場（盛岡 、岩手）

生物工学研究センター、岩手県経済農業協同組合、岩手県農業共済組合連合会、岩手県農産

物改良種苗センター、岩手県果樹協会、岩手県農業機械協会、農業研究センター

協議事項 ・平成９年度試験研究成果

③ 畜産部会

開催日時 平成９年12月15日 10時～

、 、 、 、 、 、参集範囲 農政企画課 農村振興課 畜政課 畜産課 全国和牛能力共進会推進室 地域農政推進室

農業大学校、盛岡家畜保健衛生所、東北農業試験場、岩手統計情報事務所、家畜改良センタ

ー岩手牧場、岩手県農業会議、岩手県経済農業協同組合、岩手県農業共済組合連合会、家畜

改良事業団盛岡種雄牛センター、岩手県畜産会、小岩井農牧、農業研究センター

協議事項 ・平成９年度試験研究成果

④ 総合部会

開催日時 平成９年12月18日 10時～

参集範囲 農政企画課、農村振興課、農蚕課、畑作振興課、地域農政推進室、農業大学校、病害虫防

、 、 、 、 、除所 東北農業試験場 岩手統計情報事務所 岩手生物工学研究センター 岩手県農業会議

岩手県経済農業協同組合、岩手県農産物改良種苗センター、岩手県農薬卸商業協同組合、岩

手県植物防疫協会、岩手県食品産業協議会、岩手県蚕糸業推進協議会、農業研究センター

協議事項 ・平成９年度試験研究成果
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(ｳ) 調整会議

開催日時 平成10年１月８日 10時～

参集範囲 農政企画課長補佐、農村振興課長補佐、首席専門技術員、農地計画課長補佐、農地建設課長

補佐、農業経済課長補佐、農蚕課長補佐、畑作振興課長補佐、畜政課長補佐、畜産課長補佐、

地域農政推進監補佐、岩手生物工学研究センター研究部長、農業大学校教授、盛岡地域農業改

良普及センター次長、農業研究センター職員

協議事項 平成９年度試験研究成果

(ｴ) 推進会議

開催日時 平成10年３月11日 13時30分～

参集範囲 農政部長、農政部次長、農政企画課長、農村振興課長、首席専門技術員、農地計画課長、総

、 、 、 、 、 、 、合国営対策監 農地建設課長 農業経済課長 農蚕課長 畑作振興課長 畜政課長 畜産課長

全国和牛能力共進会推進室長、地域農政推進監、生物工学研究所長、農業大学校副校長、盛岡

地域農業改良普及センター所長、農業研究センター職員

協議事項 ・下半期の主要活動及び来年度活動計画について

・平成９年度試験研究成果と平成10年度試験研究計画について

重点課題の進捗状況について

試験研究成果について

ウ 設計会議

(ｱ) 企画経営情報部

開催日時 平成９年５月９日 10時～ 平成10年３月10日 10時～

参集範囲 部内職員 部内職員

協議事項 平成９年度試験設計検討 平成10年度試験設計検討

(ｲ) 農産部

開催日時 平成９年５月９日 10時～ 平成10年３月４日 9時30分～

参集範囲 部内職員 部内職員

協議事項 平成９年度試験設計検討 平成10年度試験設計検討

(ｳ) 園芸畑作部

開催日時 平成９年４月８日 10時～ 平成10年３月６日 10時～

参集範囲 部内職員 部内職員

協議事項 平成９年度試験設計検討 平成10年度試験設計検討

(ｴ) 生産環境部

開催日時 平成９年５月９日 13時～ 平成10年３月10日 10時～

参集範囲 部内職員 部内職員

協議事項 平成９年度試験設計検討 平成10年度試験設計検討

(ｵ) 畜産研究所

開催日時 平成９年４月24日、25日 9時30分～ 平成10年３月９日 9時30分～

参集範囲 研究所内職員 研究所内職員

協議事項 平成９年度試験設計検討 平成10年度試験設計検討

(ｶ) 県北農業研究所

開催日時 平成９年５月２日 10時～ 平成10年２月25日 10時30分～

参集範囲 研究所内職員 研究所内職員

協議事項 平成９年度試験設計検討 平成10年度試験設計検討
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(2) 企画運営会議、全体会議の概要

月日（曜） 場 所 内 容

４月８日（火） 大会議室 （第１回全体会議）

○農業研究センター運営上の留意点について

○所内会議について

○研究課題調整等スケジュールについて

○企画情報室事務分担について等

４月23日（水） 大会議室 （第１回企画運営会議、第２回全体会議）

○高生産性農業新技術開発促進研究について

○平成９年度試験研究課題及び予算等について

○平成９年度重点研究課題について

○報告事項

・農業研究センター発足にあたっての農政部長訓辞

・ 〃 研究センター所長訓辞等

５月26日（月） 特別会議室 （第２回企画運営会議）

○農政部長等への業務報告について

○開所式について

○年間主要行事について（参観デー、一日研究センター、研究会議）

○研究成果等の公表について

○報告事項

・試験研究課題について（実施課題、予算、設計書）

・要綱・要領の制定について

・各種協議会等への対応について

６月30日（月） 特別会議室 （第３回企画運営会議）

○開所式について

○参観デーについて

○岩手県試験研究機関場所長会議について

○農政部長への業務報告における課題について

○第４回企画運営会議について

○東北農業試験研究成果発表会事前発表会について

○県単試験研究費の配分について

○９月補正予算関係日程について

○試験研究会議等について

○年間主要行事予定について

７月22日（火） 畜産研究所 （第４回企画運営会議）

○試験研究課題設定会議等について

○平成９年度９月補正予算について

○農業研究センター参観デーについて

○開所記念講演会について

○農業技術功労賞表彰候補者について

○東北農業試験研究推進会議企画部会幹事会について

○組織・職名に係る英名標記について
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月日（曜） 場 所 内 容

８月25日（月） 特別会議室 （第５回企画運営会議）

○開所記念講演会等について

○要望課題等の措置について

○全国農業機械実演展示会対応について

○１日農業研究センターについて

○全国農業関係試験研究場所長会園芸部会現地検討会について

９月29日（月） 特別会議室 （第６回企画運営会議）

○試験研究推進会議について

○現地ふれあい農業研究センターについて

○試験研究成果検討会議等について

○農作物病害虫・雑草防除基準編成会議について

○東北・北海道地区農業試験研究機関事務連絡協議会について

10月28日（火） 県北農業研究所 （第７回企画運営会議）

○現地ふれあい農業研究センターについて

○農業試験研究推進会議（成果検討）について

○２１世紀型農業経営モデル実証試験地について

○平成10年度予算要求原案について

○農作物病害虫・雑草防除基準編成検討結果について

○農業研究センターの運営について

○全国農業関係試験研究機関場所長会への対応について

○セミナー等の開催について

11月25日（火） 特別会議室 （第８回企画運営会議）

○試験研究推進会議（成果検討）について

○平成10年度当初予算要求について

○筑波研究者フォーラムについて

○農業ふれあい公園施設記念植樹について

○知事への業務報告について

12月24日（水） 特別会議室 （第９回企画運営会議）

○試験研究推進会議調整会議の持ち方について

○公開セミナーについて

○研究表彰制度について

○東北農業試験研究推進会議の対応について

１月26日（月） 特別会議室 （第10回企画運営会議）

○試験研究推進会議について

○東北農業試験研究推進会議について

○公開セミナーについて

○試験設計会議について

○研究表彰について

○研究レポートについて

○遺伝資源保存体制について

○備品選定委員会について
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月日（曜） 場 所 内 容

２月23日（月） 特別会議室 （第11回企画運営会議）

○試験研究推進会議

○平成10年度組織体制等について

○平成10年度当初予算について

○知事による個別課題検討について

○センター春季一般公開について

○第３回全体会議について

○今後のセミナーの開催計画について

３月23日（月） 特別会議室 （第12回企画運営会議）

○全体会議について

〃 大会議室 （第３回全体会議）

○平成10年度試験研究新規課題等について

○平成10年度予算について

○平成10年度組織について

(3) 委員会等の運営

ア 圃場管理委員会

日 時 場 所 内 容

4月10日 応接室 (1)農業研究ｾﾝﾀｰほ場管理委員会要領案の検討

(2)技能員の業務分担

(3)日々雇用職員の配置と補充について

(4)作業機械・運搬車等の部配置

(5)ほ場作業の指示・連絡体制の確立

(6)農機具・油庫等の使用ﾙｰﾙの設定

(7)ほ場内ﾄｲﾚの設置について

4月16日 中会議室 (1)農業研究ｾﾝﾀｰ本部ほ場管理委員会要領（案）の検討

(2)運搬車、軽ﾄﾗｯｸ等の配置

(3)各種帳簿・予定表の整備

(4)作物残査等廃棄物置き場について

(5)仮設トイレの設置について

5月13日 中会議室 (1)「岩手県農業研究ｾﾝﾀｰ本部ほ場管理委員会運営要領」確認

(2)専門部会の設置について

(3)センター一斉作業日 「さなぶり」 日の設定及び内容、

(4)試験ほ場案内及びほ場番号表示方法について

(5)物品購入について
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日 時 場 所 内 容

6月13日 特別会議室 (1)ほ場管理に要する需用費等の対応について

(2)ほ場管理日々雇用職員の任期期間について

(3)試験ほ場説明板・ほ場番号標識の作成について

(4)試験ほ場施用堆厩肥の確保と生産される有機物資材の利用方策

(5)ほ場作業委託の追加作業内容

(6)その他

①仮設トイレの利用状況

②トイレ当番

6月25日 特別会議室 (1)ほ場管理に関する需用費の配分について

(2)参観ﾃﾞｰ対応とほ場説明板及びほ場番号標識の設置について

(3)試験ほ場施用堆厩肥の施用について

7月31日 研修室 (1)ほ場内トイレの設置場所について

(2)堆厩肥の一時置き場について

(3)夏期休暇について

9月 9日 研修室 (1)９月補正予算案確定に伴う委託業務内容の見直しについて

(2)平成10年度ほ場利用計画について

(3)平成10年度ほ場管理委託業務内容について

(4)平成９年度予算（賃金）の執行状況と支出（雇用）見込みについ

て

(5)ほ場案内板（看板）の内容と設置位置について

10月 9日 研修室 (1)９月補正予算案確定に伴う委託業務内容の見直しについて

(2)平成10年度ほ場利用計画について

(3)平成10年度ほ場管理委託業務内容について

(4)ほ場管理のための需用費の対応について

(5)稲わら処理方法と需給及び保管方法

(6)収穫祭（10月21日）の準備

10月24日 研修室 (1)平成10年度ほ場利用計画について

(2)平成10年度ほ場管理委託業務内容について

1月14日 研修室 (1)ほ場管理体制について

(2)ほ場利用上の課題について

(3)ほ場管理施設・機具について

(4)研究員・事務担当との業務調整について

(5)委託業務との調整について

2月26日 研修室 (1)平成10年度ほ場利用計画について

(2)平成10年度ほ場管理業務委託内容について

(3)ほ場作業管理業務委託に使用する農機具の対応について

(4)委託業務との調整・連携体制について

(5)季節雇用職員の賃金単価の決定について
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日 時 場 所 内 容

3月27日 研修室 (1)平成10年度ほ場利用について

(2)平成10年度ほ場管理業務委託内容について

(3)平成10年度ほ場管理費の執行計画について

(4)ほ場及び関連施設の管理方法について

(5)試験研究補助業務及び委託業務の指示・連絡調整体制について

イ プロモーションビデオ・パンフレット作成委員会

日 時 場 所 内 容

６月13日 小会議室 (1)全体スケジュールについて

(2)各研究室の撮影等の希望について

(3)パンフレットの作成方針について

(4)プロモーションビデオの作成及び撮影スケジュールについて

９月24日 特別会議室 (1)パンフレットの作成内容について

(2)プロモーションビデオの委託について

11月26日 中会議室 (1)プロモーションビデオの内容・シナリオについて

ウ 図書管理委員会

日 時 場 所 内 容

５月21日 中会議室 (1)図書管理委員会運営要領について

(2)図書購入及び管理調整等について

６月26日 書面協議 (1)センター図書室管理運営規定について

11月14日 図書室 (1)図書情報システム入力方針について

(2)配架及び専門書・雑誌等の保管方針について

３月16日 図書室 (1)センター図書の外部利用について

(2)来年度図書管理方針について

(3)9年度購入図書関連事項について

エ 情報ネットワーク運営委員会

日 時 場 所 内 容

１月19日 書面協議 岩手県農業研究センター情報ネットワーク運営委員会発足

２月４日 特別会議室 (1)ホームページの作成について
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日 時 場 所 内 容

(2)試験研究データベース充実について

(3)ワーキング部会の設置について

２月12日 中会議室 （ワーキング部会）

(1)ホームページの作成について

(2)試験研究データベース充実について

オ 特許審査委員会

日 時 場 所 内 容

１月６日 書面協議 (1)農業研究センター特許審査委員会発足について

２月23日 特別会議室 (1)職務発明審査について

ア 「無菌的蚕の飼育方法」

イ 「天蚕からの抗カビ性物質の抽出法と生理活性」

カ 水田転作営農プロジェクト

日 時 場 所 内 容

１月29日 特別会議室 (1)運営要領の制定について

(2)全体計画・平成１０年度進捗状況検討について

２月25日 研修室 (1)集団転作実施地域における生産実態調査計画について

３月13日 小会議室 (1)集団転作実施地域における生産実態調査計画について

キ 家畜排泄物資源リサイクルプロジェクト

日 時 場 所 内 容

５月 ７日 畜産研究所会議室 (1)試験設計の検討について

(2)プロジェクト研究推進チーム編成要領について

(3)JR－１２０型円形発酵槽の現地視察

５月２０日 研修室 (1)プロジェクト研究計画について

(2)今後の会議の持ち方について

１０月３１日 茨城県十王町他 (1)優良事例調査

ア 十王町有機農業生産組合

イ 茨城県米平公共育成牧場
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日 時 場 所 内 容

２月１３日 畜産研究所会議室 (1)プロジェクト研究開発進捗状況

(2) プロジェクト研究開発研究成果

(3)１０年度活動計画について

ク 農作物病害虫・雑草防除基準編成所内検討会

日 時 場 所 内 容

10月22日 ｾﾝﾀｰ中会議室 雑草防除・成長調整剤部会

(1)要望事項への回答について

(2)雑草防除基準の改訂について

(3)成長調整剤使用基準の改訂について

①水稲

②畑作

③飼料・牧草

④野菜・花き

⑤果樹・桑

10月24日 ｾﾝﾀｰ第１・第２小会 病害虫部会

議室 全体会議

(1)病害虫防除基準編成方針について

(2)病害虫防除基準に係る要望事項について

第１分科会

(1)病害虫防除基準の改訂案について

①畑作物

②鳥獣

③飼料作物、牧草

④稲

第２分科会

(1)病害虫防除基準の改訂案について

①野菜

②花

③桑、蚕

④果樹

⑤土壌病害

全体会議

(1)各分科会の報告
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ケ 参観デー運営委員会

日 時 場 所 内 容

6月17日 ９時 中会議室 参観ﾃﾞｰ開催要領案について

6月27日 10時 特別会議室 (1)参観ﾃﾞｰ会場配置について

(2)各班の準備状況について

7月7日 13時 特別会議室 参観ﾃﾞｰ実施計画について

8月1日 13時 特別会議室 参観ﾃﾞｰ準備進捗状況について

8月27日13時30 特別会議室 参観ﾃﾞｰの運営について

日 時 場 所 内 容

9月25日 15時 ｾﾝﾀｰ特別会議室 (1)平成９年度参観ﾃﾞｰの総括について

(2)平成10年度に向けた改善点等について



 
 
 
 
 
 

II 試験研究の推進 
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１ 研究活動の概要

本年度は、新体制として初年目であるとともに、試験研究の推進指針である「第７次試験研究推進構想 （以下」

「推進構想」と言う ）のスタート年である 「推進構想」は、本県の農業を取り巻く新たな国際環境を視野に入。 。

れ、また、消費者志向など流通の動きを十分見据えながら、農業者が意欲と希望のもてる収益性の高い農業を構築

すべく、平成８年３月に策定した「第３次”新いわて農業確立計画－後期推進計画－」を基本とし、平成９年４月

に策定されたものである。

「推進構想」では、本県の立地特性を生かしながら、新たな国際環境に対応し、持続的な展開が可能となる本県

の農業を構築するため、農業関係試験研究機関は時代を先取りした試験研究を進めることとし、

１ バイオテクノロジー等利用による商品性の高い独自品種の開発と家畜改良の推進

２ 国際化に対応できる超省力・低コスト生産管理技術の開発

３ 自動化、システム化等先端技術利用による革新的生産技術の開発

４ 環境保全に配慮し、生態系を活用した持続型生産管理技術の確立

５ 地域特性を生かした商品価値の高いオリジナル農畜産物の加工技術の開発と有利な流通展開に向けた戦略の

開発

６ 中山間地域の農村資源等を生かした地域活性化手法の開発

７ 農村地域の多面的機能の評価手法の開発とその維持向上に配慮した農業農村基盤の総合的整備管理手法の開

発

８ 総合農業情報システムの活用による栽培・飼養、経営、販売等各種管理システムの開発

を試験研究の基本方向としている。

本センターにおける平成９年度の試験研究は、この「推進構想」に即した試験研究をスムーズに立ち上げること

であり、特に

○ 研究課題の農業計画及び推進構想における位置づけの確認

○ 県農業発展の原動力となる、限界を打ち破る独自技術の開発

○ 研究員、特に若手研究員の能力向上のための研究評価の実施

○ 企画部門の意識的活用による研究の総合性と効率化の追求

を基本方針として試験研究の推進を図ってきた。

２ 研究室の動き

(1) 企画経営情報部

企画情報室

研究に係る企画調整（所内組織間連絡調整、関係機関連絡調整、試験研究課題調整等 、センターに関する広）

報及び情報システムの整備にあたった。

企画調整にあっては、所内諸会議（企画運営会議、全体会議等）や委員会（図書管理委員会等）等の整備、関

係機関（国、県及び関係団体）との連絡体制の調整（推進会議等 、試験研究関係各種様式の整備、研究表彰を）

含む所内研究評価制度の創設、県単試験研究課題の調整・予算配分及び畜産関係県単試験研究費の創設など新

たらしい研究組織の立ち上げに必要な業務を遂行した。

広報関係では、広報誌「トライアングル」の発刊（月刊 、参加デー（本部・畜産・県北 、現地ふれあい農） ）

業研究センター（盛岡、水沢、遠野、大船渡、二戸振興局管内）及び各種セミナー（公開３回、その他17回）

等を実施した。

情報システム整備関係では、所内ＬＡＮや広域ＷＡＮを整備し、総合農業情報システムのコンテンツを継続拡

充（いわて純情ネット等）や新規整備（試験研究データベース、図書データベース、ファックス情報サービス

等）を行ったほか 「岩手県農業研究センター情報ネットワーク運営委員会」を設置し、情報の効率的な利活用、

体制を整備した。

農業経営研究室

稲作及び畑作の大規模経営方式や中山間地域活性化と農業情報化等に関する研究を実施している。

稲作経営に関する研究では、地域の地権者全員による土地利用調整組織と担い手による作業受託組織の連携し

た活動が農地の利用集積を促進し生産性を向上させることを明らかにした。また、湛水直播は移植体系に比べ

低収なため10a当たり所得は減少するが、大幅な春期労働の軽減効果があることから大規模稲作経営や複合経営

農家での導入可能性を明らかにした。
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畑作経営に関する研究では、東北農業試験場で開発された農業経営の分析・設計システム（ＦＡＰＳ）により

軽米町の農家を対象にｱﾏﾗﾝｻｽや大豆、たばこを組み合わせた経営モデルを策定し、気象や価格変動のリスクを

組み入れた設計を行うのに有効であることを実証した。

中山間地域活性化に関する研究では、産直施設には手作り感や新鮮さを重視した農産物の品揃えの充実と調理

法の提示が求められていること、また、農村女性の加工ｸﾞﾙｰﾌﾟの活動規模拡大には加工に従事する労働力の確

保及び加工施設の整備と販路の確保が課題となっていることを明らかにした。

農業情報化に関する研究では、情報ネットワーク形成のうえで、情報提供側がﾊﾟｿｺﾝに関する研修会の開催や

簡単に検索できるシステムの構築、情報の更新を的確に行う必要があることを明らかにした。

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究室

県産農畜産物の販売戦略及び中山間地域活性化戦略の確立を目的に、農畜産物の市場動向分析、都市との交流

による地域活性化方策及び良質堆きゅう肥の流通システム等の研究を行っている。

農畜産物の市場動向分析では、りんどうについて需要関数の計測や市場調査により、６～７月出荷に向けた作

型の前進やアレンジなどの用途拡大のための品種開発の必要性を明らかにした。

都市・農村交流については、川崎市、武蔵野市、八戸市、遠野市、東和町の五市町の3,000人を対象とした意

識調査を行い、農業・農村に対する都市・農村住民意識の共通点・相違点を、また都市住民にとって、主に「農

産物直売所・青空市」が農村との交流接点となっていることなどを明らかにした。

また、堆肥の流通システム研究では、畜産研究所に設置の堆肥化施設（ＪＲ－１２０型円形発酵装置）につい

て、糞尿処理及び堆肥生産コストを試算するとともに、当該施設の普及性について県外導入事例をもとに検討

した。

(2) 農産部

水田作研究室

水稲の品種選定、省力・低コスト栽培技術確立、高品質・良食味米の安定生産技術確立研究、及び原種・原々

種の生産を行っている。

奨励品種予備調査では、主食用うるち米２系統、もち米１系統、酒造好適米３系統を有望と認め、次年度本調

査および現地調査に供試する。

省力技術である農業用無人ヘリコプター利用による水稲用フロアブル除草剤の散布技術、及び水稲プール育苗

技術を普及に移した。さらに、効果の高い水稲除草剤７剤を選定し防除基準に採用するとともに、自己拡散型

除草剤による周縁散布法の大区画圃場への適用性を確認した。また、除草剤成分の分析のための採水法を開発

した。

直播栽培では、発育指数（ＤＶＩ）を用いた湛水直播栽培の作期策定を行い、水田水温の推定にはメッシュ気

象情報利用による手法を確立した。

、 、 、玄米白度は登熟が進むほど向上し 整粒歩合が低く 青未熟粒が多いと低くなることを明らかにするとともに

品質・食味に関する調査・研究結果をとりまとめ 「品質・食味向上の手引き」を作成した。、

比重選別機による水稲種子の精選精度向上技術を確立するとともに、原々種生産ではうるち３品種300kg、原

種生産ではうるち７品種25,440kg、もち１品種1,400kgを生産した。

水稲育種研究室

北上川上流、北部、沿岸地帯に適応する耐冷、良質、安定、良食味品種、超低コスト稲作をめざした直播用品

種、及び酒造好適米、糯米等特殊用途米品種などの水稲品種を育成するため 「いわてオリジナル水稲品種開発、

事業」に取り組んでいる。

主食用米系統では、本年供試した系統の中から次の２系統に地方番号を付し、平成10年度の奨励品種決定調査

用の新配布系統とする。

岩手53号 ハナエチゼン／岩手34号，かけはし 早生、良質、耐冷性強

岩手54号 岩手34号，かけはし／東北141号，こころまち 早生、多収、良食味

、 （ ，酒造好適米系統では 工業技術センターの研究連携で醸造適性の優れる岩手酒52号 秋田酒44号／東北141号

こころまち）を選抜してきた。本系統については、平成10年度も引きつづき奨励品種決定本調査（現地試験含

む）に供試し栽培特性を調査するとともに、醸造適性試験も継続実施する。

糯米系統については次の系統に地方番号を付し、平成10年度の新配布系統とする。
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岩手糯55号 ながのもち／ふ系糯150号，ユキミモチ 早生、耐冷性強、良質

直播適応性のある品種育成のため、直播による生産力検定試験を実施したが、苗立ち性、耐倒伏性等が不充分で

あり、地方番号付与系統は選抜できなかった。

応用生物工学研究室

生物工学研究センターにおいて、キチナーゼ遺伝子を導入した水稲（かけはし）のＴ 個体について、サザン２

解析により導入遺伝子を確認するとともに、Ｔ 種子をハイグロマイシンで選抜した。３

キチナーゼ遺伝子導入りんごの耐病性評価を行うために、斑点落葉病及び褐斑病の接種方法や評価法を開発

した。また、ビアラホス耐性遺伝子導入りんごの薬剤耐性評価法及び培養個体を用いた早期検定法を開発した。

水稲の直播適性等を支配する遺伝子に連鎖するＤＮＡマーカーを利用した育種法を確立するため、苗立ち性を

実験室レベルで検定できる簡易な手法を開発した。

稲の葯培養の効率化を図るため、スターラー利用による葯の摘出法を検討したところ、安定的に大量に葯を得

ることができた。また、カルス化誘導培地および再分化培地の比較検討を行った。

えぞりんどう採種用親系統の葉片培養法による大量増殖法を確立するため、培地のホルモン組成（ＮＡＡ、Ｔ

ＤＺ）を検討したところ、ＮＡＡ濃度が高い組み合わせで増殖可能なカルスが得られた。

新品種「ポラーノブルー （栄養繁殖性）のウイルスフリー株について、ＰＣＲ法等でウイルス検定を行い、」

ウイルスフリー株を選抜した。

生産工学研究室

水稲では、超省力的な技術の開発が主要なテーマとなっており、直播、水耕ロングマット移植、プール育苗な

どの試験を行った。直播研究では表層代かきをしながら芽だし籾を流体播種する播種機を開発し、現地実証を

含めて適応性を調査した。ロングマット水耕苗移植の研究では、補強用不織布や水質などの検討が今後の課題

である。プール育苗技術は、低温時のハウス管理や高温時の苗の伸びすぎに注意すれば、省力的で慣行並の育

苗が可能な技術と認められた。３ｈａ区画ほ場では、ラジコンヘリや乗用管理機による防除、流入施肥など高

性能機械と省力技術を駆使した結果、10ａ当たり作業時間は10.7時間となり、県平均の 1/4程度に低減できた。

水田の基盤研究では、自動水管理施設や暗渠排水の自動計測ほ場などの整備を実施するとともに、大区画ほ場

で問題になっているほ場均平の自動計測法を開発した。

野菜の機械化研究では、キャベツの機械化一貫体系の確立をめざして、大野村とセンター内ほ場で実証試験に

とりくんだ。また、ダイコンの半自動収穫機によるハンドリング向上試験にもとりくんだ。

畑作の機械化研究ではアマランサスを対象に既存汎用コンバインを改良し、収穫可能な機械を開発した。

また、りんどうの液肥潅注、病害虫防除、除草剤散布など多目的に利用できる施肥管理機の開発を行った。

銘柄米開発研究室

北上川中・下流域に適応し、耐病性・耐冷性に優れる極良食味水稲品種の開発、並びに県南地域における産米

の品質・食味向上等栽培技術に関する研究を実施している。

品種育成研究では、特性検定試験や生産力検定試験を経て、粳系統では熟期が早生の中の「岩南16号 、中生」

の晩の｢岩南17号｣、晩生の早の「岩南18号 、糯系統では中生の晩の｢岩南糯19号｣を有望と認め、地方番号を付」

し、新配付系統とした。

奨励品種決定調査では、成熟期が中生の晩に属する「岩南７号」をやや有望と認め継続調査中である。

奨励品種決定予備調査では、｢岩南酒13号｣｢岩南酒15号｣「岩南糯14号」等８系統をやや有望と判定し 「岩南、

酒13号 「岩南酒15号」については県工業技術センターとの連携による大量試験醸造を行っている。」

直播生産力検定では９系統を供試し、苗立ち性・収量性・品質等から「江2 7 7」ほか５系統の直播適応性が良

好と認められた。

糯米のアミログラム測定にエチレンジアミン四酢酸二カリウム塩を用いることにより、安全性が高く効率的作

業が可能であることを明らかにした。

栽培研究では、除草剤・生育調整剤（倒伏軽減剤）の実用性評価、水管理装置による省力管理技術、水稲奨励

品種の主要特性を整理し、研究成果としてとりまとめた。
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(3) 園芸畑作部

果樹研究室

果樹研究室では、りんご、ぶどうに加え、西洋なしやおうとうなど、多岐にわたる品目に係る試験を実施して

いる。

りんごでは、新わい性台木（ＪＭ７等）による新わい化栽培法（小型樹短期生産省力型栽培法等）の検討を重

点として、現地支援研究も併せ取り組んでいるが、大苗（２～３年生）を利用した園地の新改植は、早期高生産

が可能であることを明らかにした。また、機械化省力体系の一環として、果樹園用中耕除草機の作業特性を明ら

かにした。

りんご新品種育成では 「きおう」に続く岩手の地域特性を生かせる、早・中生種を主体とした交配に取り組、

んでおり、現在187交配組み合わせ、11,100個体の中から選抜を実施中である。なお、新品種「きおう」につい

ては、県内に広く植栽を奨めるため県下５ヶ所（二戸、宮古、紫波、江刺、一関）に展示圃を設置、各地域の適

応性等の把握に取り組んでいる。

ぶどうでは、消費動向に対応した寒冷地向きの生食用新品種を主体に、垣根仕立てなど、省力・高品質栽培技

術の開発を、現地試験を通じて取り組んでおり、黒色の大粒種である「ハニーブラック」を有望品種として認め

た。

西洋なしでは、高品質生食用「ラ・フランス」を主体に、わい化栽培法の確立に向けて取り組んでいる。

野菜畑作研究室

野菜では、産地の定着化と生産拡大を図るため、一層の省力・低コスト化及び長期継続出荷の実現が求められ

ている。これまで、育苗の分業化を前提に、きゅうりではロボット接木苗の断根挿しによるセル育苗法及びセル

苗直接定植技術を確立している。本年はこの技術を活用したハウスきゅうりの不耕起連続栽培技術を成果として

まとめた。また、果菜類でも大規模経営を志向する例がみられてきたが、これに対応した省力技術の開発が求め

られている。その一環として本年は、ハウスピーマンの半放任型２本仕立て法を明らかにした。

畑作物は土地利用型野菜の輪作作物として重要であり、これに関連する課題を実施している。

一方、畑作物自体の高品質化の要望も強く、実需者から求められる品質を実現するには品種開発によるところ

が大きく、国等による育成系統の本県における適応性を継続して検討している。

最近の地ビールブームのなかで、地元産の醸造用二条大麦を用いた生産に力を入れる地区が現れてきた。醸造

用二条大麦は耐寒雪性が劣るため、春播きを前提に生産安定技術の確立に取り組み、有用な知見が得られた。

花き研究室

多様な消費動向に対応できる寒冷地型花き生産技術を開発するため、りんどう及びりんどうに次ぐ重点花き品

目の品種育成と長期出荷作型の開発試験を実施している。

りんどうではニュ－タイプ切り花用品種「ポラ－ノブル－ 、鉢物用品種「あおこりん 「ももこりん」を開」 」

発した。さらに、極早生Ｆ 品種の開発を目標に遺伝資源の収集や、両親系統の固定化、組合せ検定を実施中で１

ある。また、ニュ－タイプ切り花用品種「ポラ－ノホワイト」の生育不良株の発生防止対策を確立し、りんどう

の開花予測精度向上技術として早生種「イ－ハト－ヴォ」の側芽発生期、着蕾期からの有効積算温度と到花日数

の関係式から開花期を予測する方法を明かにした。さらに、りんどうのセル成型育苗におけるジベレリン処理法

を検討した。

ゆりでは小球開花性品種の育成、小ぎくでは電照用早生系品種の育成のため遺伝資源の収集や交配組合せによ

り得られた後代の特性調査を実施している。

オリエンタル系ゆりではプレル－ティングのための処理温度、処理期間を解明し、スタ－チス･シヌア－タで

は培養系統の特性検定により有望４系統を選抜した。また、小ぎくでは同一品種を電照により長期出荷する可能

性が見いだされた。

蚕桑技術研究室

新しい繭糸素材の開発、人工飼料育による省力育蚕技術、桑新品種の栽培、蚕病防除に関する試験を実施して

いる。

新しい繭糸素材の開発では、保存蚕品種を利用した交雑種を用い、その性状を明らかにするとともに、12.2～

14.2デニールの５種類の細繊度生糸を製造した。

人工飼料による省力育蚕技術として、簡易調製飼料による１～４齢人工飼料育技術の農家実証試験を行い、従
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来の１～２齢（３齢）人工飼料育に比べ遜色ない成績が得られた。また、ＫIT人工飼料を用いた１～３齢の無菌

飼育法では、現行の１～３齢稚蚕飼育と比べ極めて省力的であることが検証され、飼料素材の自給も可能なこと

から、飼育コストの低減にもつながることが明らかになった。

桑品種の栽培試験では、岩手県での栽培に適当と思われる５桑品種について栽培特性を検討し、各桑品種の適

応地帯、栽培方法を明らかにした。

蚕病防除関連の試験については、春蚕期に異常発生したカイコノウジバエによる蚕繭の被害実態を調査し、異

常発生の原因を推定し今後の対策を示した。

これらのほか、天蚕飼養樹「コウリュウ」の栽培法に関する試験、桑系統適応性検定試験を実施した。

南部園芸研究室

県南部・沿岸地域の恵まれた気象条件を生かした花き等施設利用型園芸確立の研究開発を実施している。

花きの気象条件を生かした作期拡大技術としては、１０月出しトルコギキョウの品質向上を図るため、育苗期

に引き続き定植後３０日間の短日処理が有効であることを明らかにし、その播種期は早生品種で４月中旬、中生

品種で４月上～中旬であることを普及に移しうる成果とした。

スターチスについては、実生由来の変異の多い「ソピア」等から有望個体を選抜し培養苗による特性検定を実

施している。

スターチス二度切り作型における培養苗利用技術については、フラッシュピンクスパーを２月定植し夏季に１

ヶ月間の遮光処理することにより二度切り栽培の方向を見いだした。また、秋冬出し栽培の低コスト育苗法につ

いては、夜冷育苗と同等以上の採花本数が得られる育苗方法として高冷地、自然露地育苗が有望であることが確

認された。

施設野菜の省力、低コスト生産技術としては、雨よけトマトの低段位摘心密植栽培では、半促成＋抑制作型の

不耕起連続栽培法が可能であり、抑制作型の定植方法について植え穴置床及び植え穴耕起区とも全面耕起と同等

の収量を示した。

促成いちごの前進作型では、ポットへの仮植後、約１ヶ月の育苗後６０日間の短日処理を実施することで花芽

分化を促進でき、これまでの暗黒低温処理による収量と比較し同等以上となることを明らかにし普及に移しうる

成果とした。

なばな「はるの輝」の春化処理苗を用いた低コスト生産技術では、催芽種子の１℃６０日間暗黒処理により、

１０月下旬定植で無処理に比較して収穫が１ヶ月早まることが確認された。

(4) 生産環境部

環境保全研究室

水稲や野菜における環境保全型農業の総合組立、天敵微生物等を利用した生態系活用型農業技術の開発、さら

には安全な農産物の生産技術の開発などに関する調査研究を行った。

環境保全型農業の総合組立については、県内のイネいもち病少発地域の気象特性と発生量の評価を行い、少発

地域(玉山村)では、隣接の多発地域(雫石町)に比べ常時風が強く水滴保持時間が短いことを明らかにした。ま

た、侵入環境（気象条件）による発生予測手法（吉野モデル）は地域の発生量評価にも適合性があり、少発地

域の発生量は多発地域の1/10以下と評価された。

野菜については、露地キュウリについて有機農産物ガイドラインに沿った無農薬・無化学肥料栽培試験を行っ

た結果、その収量水準は慣行の約60％、無化学肥料栽培では80～90％であった。

交差抵抗性誘導菌を用いたホウレンソウ萎ちょう病の防除技術については、非病原性フザリウム菌を床土に接

種し、チェーンポット苗移植と併用することで発病抑制に一層効果のあることが認められた。

地域特産物であるホップのフキノメイガ防除薬剤として有望なビフェントリン水和剤の作物残留、防除効果、

薬害試験を実施し、登録適用拡大が図られる見込みとなった。

農薬水質影響調査では、雫石町内の河川について５種類の農薬の残留実態を定期的に調査し、実態を明らかに

した。

農用地土壌汚染対策地域に指定された湯田町下前地区の水田は、今年度もカドミウムによる土壌の再汚染が認

められなかったことから、同指定が解除されることとなった。

土壌作物栄養研究室

農耕地土壌の保全、土壌蓄積養分の有効利用、低投入・高品質生産のための土壌・施肥管理技術、畜産由来資
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源の評価・利用、作物の生育予測・栄養診断に関する研究を実施した。

昭和54年から継続している土壌環境基礎調査定点195地点の土壌環境の調査を行い、20年間の土壌生産環境の

変化を明らかにした。また、県中南部りんどう畑の土壌環境実態調査で、著しい土壌pHの低下、石灰不足、排

水不良等が生産阻害の要因であることを明らかした。

土壌蓄積養分の有効利用では、土壌窒素簡易評価法について検討を開始し、水田の土壌蓄積リン酸を利用した

栽培実証から、可給態リン酸（ﾄﾙｵｰｸﾞ）20mg以上で無リン酸栽培できることを明らかにした。

畜産由来資源の利用として、円形発酵槽で堆肥化処理をした牛糞オガクズ堆肥の成分特性に関する検討を開始

し、わい化りんごの有機物施用基準を示した。品質を低下させないわい化りんごの有機物上限は、10ａ当たり

２ﾄﾝ、秋施用であった。

作物の生育・栄養診断では、水稲の分光反射特性を利用した近接リモセンによる生育・栄養診断手法について

継続検討し、りんどう、わい化りんごの生育・栄養診断法に関する試験も開始した。

このほか、低投入・省力施肥技術やリモートセンシング等によるメッシュ生産環境情報の高度化に取り組み、

初期溶出抑制肥効調節肥料による水稲の全量育苗箱施肥技術の利用と問題点を明らかにし、メッシュ土壌情報

による適地適作図の試作と適合性の検討をした。

病害虫研究室

生態系活用型病害虫防除技術の素材開発研究として、寄生蜂、昆虫寄生性糸状菌及び性フェロモンなどの防除

効果について検討し、それぞれの有用性を確認した。また、ホウレンソウ萎ちょう病に対するカニ殻資材の防

除効果と効果的な使用法を明らかにし、研究成果として公表した。

高品質・安定生産を図りながら病害虫を総合管理して、低投入防除技術を組み立てるため、病害虫発生予察の

精度向上や省力調査技術、各種病害虫の発生生態と省力防除法、薬剤耐性（抵抗性）病害虫の検定、新農薬の

効果検定および品種の病害虫抵抗性検定を実施した。また、施設栽培での温湿度コントロールによる物理的病

害虫防除法の検討を開始した。

、 、 、これらの中から りんどう病害虫発生予察調査基準 アブラムシ忌避資材によるリンドウモザイク病の防除法

農薬の選定と展着剤の加用によるりんごの防除回数削減、新農薬による各種作物の病害虫防除法について成果

公表した。

なお、普及現場からの診断依頼が多いことから、県内の病害虫発生動向把握の手段と位置づけ、依頼事項を取

りまとめ公表した。

保鮮流通技術研究室

農産物の品質評価技術、高鮮度流通技術及び地域特産加工食品開発の研究を行った。

品質評価技術では、雨よけほうれんそうハウスの土壌無機態窒素の増加は体内硝酸含量の最低ラインを押し上

げる傾向があること、秋作ほうれんそうでは土壌水分が多いほど株重や乾物率が下がる傾向があることを明ら

かにした。また、りんご「王林」では緩効性肥料(LPSS)を春または秋１回施用により施肥の省力化が可能であ

ることを明らかにした。

高鮮度流通技術では、りんご「さんさ」は冷温高湿庫(-2℃)では約40日の商品性保持が可能であること、さら

に、 包装段ボール箱を使用することにより商品性は50～60日間に延長されることを明らかにした。MA
、 。さやえんどうの出荷箱として 消費地での廃棄も容易な 包装段ボール箱が適していることを明らかにしたMA

りんどうは水入りバケツに立てて貯蔵する場合、現地予冷庫（４℃）では４日間、冷温高湿庫（１℃）では10

日間の出荷延長が可能であった。この他、西洋なし「ラ・フランス 、ぶどう大粒種「紅伊豆」の長期貯蔵試験」

にも取り組んだ。

地域特産加工食品の開発では、浅漬け用特産野菜として「金芭蕉」が春まき・秋まきとも品質が安定し周年栽

培に適していることを明らかにした。わさび加工品の貯蔵では、冷凍処理（-40℃）が良好であり、次いで氷温

貯蔵（－２℃）が優れていることが判明した。この他、高品質リンゴジュースの試作を行った。

(5) 畜産研究所

家畜育種研究室

本県の気候・風土に適し、高品質・低コスト生産が可能となる優良種畜作出（造成）の課題に取り組み次の成

果を得た。

日本短角種の産肉能力検定：直接検定の一日当たり増体量（ＤＧ）は1.29kg（選抜牛1.34ｋｇ）であり､17頭
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（ ） 。 、 （ ） （ ）を選抜 選抜率50％ した 間接検定は５種雄牛について実施し 増体 ＤＧ1.2ｋｇ と肉質 脂肪交雑1.04

に優れた「松錦」を人工授精用種雄牛として、精液の供給を行う。

種畜評価技術の確立：日本短角種間接検定成績から遺伝的産肉能力を推定し、種雄牛の能力（育種価）を明ら

かにした。ＤＧは91年までは高い値を示したが、その後は平均的な能力になっており、ロ－ス芯面積はほとんど

変わらず、脂肪交雑は僅かに向上している。また、脂肪交雑に優れた能力を持った種雄牛は敏富、若花等であっ

た。

ランドレ－ス種の系統造成：従来の産肉性を中心とした選抜形質に加えて、肢蹄の強健性もとり入れた「飼い

やすい」豚の系統造成中であり、本年度は第４世代の能力調査、選抜及び第５世代生産のための計画交配を実施

した。調査豚の１日当たり増体量は雄1.04ｋｇ、雌0.95ｋｇであった。

高品質肉用鶏の作出：軍鶏×（有色コ－ニッシュ×岩手地鶏）により改良基礎群を作出し、第１世代の生産と

能力調査を実施した結果、初期・中期の発育が優れ､発生後１４週齢までは雄・雌ともに順調に体重が増加した

が、以降の発育が軍鶏に比較して劣った。

家畜飼養研究室

岩手県内でも、10,000㎏以上の泌乳能力を有する高能力乳牛への改良は進んでいるものの、能力を十分に発揮

させるための飼養管理技術は定着されていない。当研究室においても繋養牛群を高能力牛群に変換し、家畜行動

や生理機能を考慮した、高能力牛の飼養管理技術を確立するための試験研究に取り組んでいる。そのなかで平成

４年から取り組んでいるフリ－スト－ル牛舎による群管理技術は、途中経過であるが導入マニュアルとしてまと

めた（ フリーストール牛舎の手引き」Ｈ８ 。「 ）

本年度は省力管理の技術の１つとして、搾乳時間に搾乳刺激を報酬とし、音声（育成者の声）を流して集畜を

試みたが、搾乳刺激は牛の搾乳室への移動の為の動機付けとしては充分な効果が期待出来ないことを確認した。

また、酪農経営における労働は加重となっていることから、酪農家を重労働から解放して「ゆとり」のある経

、 （ ） 、営を実現するため 平成９年度に事業で自動 ロボット 搾乳機と付帯施設として休息棟が導入されたことから

国内の実態調査と施設の低コスト化に取り組みフリ－スト－ル牛舎部分は小規模施設にも関わらず、既存フリ－

スト－ル牛舎より安い㎡当たり単価５２千円の低コスト施設を設置出来た。平成10年度には自動給餌機および、

自動糞尿処理施設の整備を予定している。

さらに、２１世紀に向けた省資源・環境保全型酪農経営を目指して、酪農家が容易に導入出来る安価な酪農汚

水処理施設として簡易汚水浄化槽の開発に取り組んでいる。本年度は平成８年に設置した施設が、年間を通じ最

終処理水のＢＯＤ、ＳＳ等各項目が排水基準以下に処理出来ることを確認した。

家畜工学研究室

受精卵移植技術関連では、移植の利用を高め改良速度および生産性の向上に結びつけるには移植可能胚の安定

的生産が重要であるため、供胚牛への給与飼料の粗蛋白と可消化養分総量の割合の違いによる卵巣機能および胚

の回収成績に及ぼす影響について実施した。

また、過排卵処理技術の効率化を図るため、卵巣中の主席卵胞を含めた大型卵胞の無作為な吸引除去がその後

の採卵成績に及ぼす影響について検討した。胚の回収成績は、吸引時期に個体毎のバラツキがあり特筆する傾向

は認めなかった。

性判別の技術普及には凍結保存、特にダイレクト法での高い受胎率を確保する必要があることからバイオプシ

ー後の受胎性との関係についての検討では、性判別率は８７．３％、受胎成績は２５％であった。また、性判別

不明率の低減につながる高感度のプライマーの利用およびＰＣＲ条件の検討では、共同研究で得たＹ染色体特異

配列を増幅するプライマーにより精製genomic DNA 0.5pg 以上、細胞培養で得た１個以上で雌雄の判別が可能で

あった。

肉用牛の産肉能力とＤＮＡとの関連の解析は、種雄牛８頭の間接検定牛６１頭について、２２グループ２２３

マーカーによる検討を行った。多型の見られなかったものは４マーカーで、ＰＣＲで増幅されなかったなど対立

遺伝子が判定できなかったものが２５マーカーあった。

飼料生産研究室

本県の畜産を安定的に推進するためには、自給飼料の効率的な生産と家畜糞尿処理技術の開発が重要な課題で

あり、当研究室はこれらの課題を解決するための試験に取り組んでいる。

とうもろこしの品種選定では、国公立研究機関で育成した系統と市販品種について検討し、ナスホマレを優良
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品種として選定した。

採草用マメ科牧草の品種では、アカクロ－バのマキミドリが、多収で、ウドンコ病に強く、永続性に優れてい

。 、 （ ）、 （ 、 ）、ることを明らかにした アルファルファの品種については 平坦地 金ヶ崎町 中標高地 花平 畜産研究所

高標高地（外山）で検討中である。

採草用イネ科牧草の品種では、リ－ドカナリ－グラスの低アルカロイド品種のベンチャ－、パラトンの有望性

と栽培利用法を明らかにした。オ－チャ－ドグラス、チモシ－についても検討を開始した。

粗飼料調製では、ロ－ルラップサイレ－ジの円滑な流通を図るために、調製条件と品質の関連について検討し

簡易評価法の確立に向けて取り組んでいる。

家畜糞尿処理では、オガクズ入り良質堆肥生産技術を明らかにすると共に、臭気をロックウ－ルやオガクズの

脱臭槽を通すことにより高い脱臭効果が得られることを明らかにした。

外山畜産研究室

中山間地における大規模草地を中心にした粗飼料の生産体系、肉用牛の放牧管理技術の確立による畜産経営の

安定化を推進する。

今日的課題として農畜産物の輸入攻勢に対し、品質の向上と一層の低コスト化の推進、また、環境問題に対す

る意識の高揚・美的景観の形成をも考慮した中山間地域の開発が求められている。そこで自然・安全・健康を旗

印に、畜産・林業等の複合による経営の安定化のために技術開発試験を実施している。

黒毛和種繁殖牛の放牧促進とそれに伴う放牧子牛の発育向上をねらいとした、黒毛和種放牧牛の集団繁殖・子

牛育成技術の開発試験では、①音声による省力的な集畜誘導率は30頭規模の実験では94.6％、80頭規模の現地実

証では85.6％②放牧子牛の発育に対する子牛専用草地と補助飼料給与の効果を日増体量で見ると、30頭規模の実

験では0.8ｋｇ（対照0.6ｋｇ 、80頭規模の現地実証では0.75ｋｇ（対照0.68ｋｇ）であり、大規模現地実証の）

場合は、小規模実験の成果よりも集畜誘導率・子牛の発育共に減少が見られた。

また、放牧適性や哺育能力に優れた日本短角種等を受胚牛に黒毛和種の胚を移植し、低コストで市場価格の高

い新たな子牛生産システムを夏山冬里方式での日本短角種繁殖経営実証をスタ－トした。

種山畜産研究室

黒毛和種牛群育種改良推進事業の一環として、本県産黒毛和種種雄牛候補24頭を選定し直接検定を実施、年度

、 、 、 、 、内に10頭終了 残り14頭については検定中で平成１０年６月に終了する 全頭終了により検定成績 血統 体型

母牛の育種価等総合的に検討し間接検定候補牛を選抜する。

また、平成５年度の直接検定により選抜された「平茂福 「福花田 「第７菊桜 「福美金 「菊茂徳」の５頭」 」 」 」

について間接検定を実施し以下の成績が得られた。

． （ ） （ ） 、 （ ） （ ） （ ）ア １日当たり増体量 ｋｇ ：平茂福 1.07 ＞菊茂徳 第７菊桜 0.94 ＞福美金 0.90 福花田 0.89

イ．ロ－ス芯断面積（ｃ㎡ ：第７菊桜（52.1）＞福花田（49.5）＞菊茂徳（47.1）＞平茂徳（46.5）＞福美）

金（43.7）

ウ．脂肪交雑（ＢＭＳ ：菊茂徳（2.3）＞平茂徳（2.1）＞福花田、第７菊桜（2.0）＞福美金（1.6））

エ．肉質等級４以上の割合（％ ：菊茂徳、平茂徳（85）＞第７菊桜（75）＞福花田、福美金（50））

さらに、平成９年度検定済み種雄牛８頭の凍結精液生産本数は27,178本、譲渡本数26,121本で、間接検定試験

交配用８頭から3,972本、待機牛の内９頭から保存用として6,382本、日本短角種間接検定交配用５頭から1,279

、 。 、 、 （ ）、本 合計38,811本を生産した なお 平成９年度における民間牛馬の寄託放牧頭数は 牛307頭 内子付き66頭

馬５頭であり、入牧から８月までの牛の人工授精による受胎率は、52.4％（授精頭数124頭、不明56、受胎頭数6

5 、放牧期間の子牛のＤＧは♂0.66ｋｇ、♀0.69ｋｇであった。）

(6) 県北農業研究所

営農技術研究室

土壌肥料、病害虫、農業機械の共通部門を担当し、水稲、畑作物、野菜、花きの安定生産・低コスト省力栽培

法を目指し、作物担当研究室と連携した研究を実施している。

水田関係では、かけはし等地域品種の高品質・安定化のための栄養診断法、肥培管理確立に取り組み、ユメコ

ガネの生育・栄養診断基準と栽培法を普及に移した。また、県北地域における環境保全型農業技術確立の一環

として、水田蓄積リン酸の有効利用による施肥リン酸減肥実証に取り組むほか、県北地域に多い畜産由来有機

質資源の水田での利用技術の研究に着手した。
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畑作における高収益輪作体系確立研究としては、新需要穀類の機械化体系に取り組み、特にアマランサスの収

穫調製法について、現地農家実証を行いながら実施し、成果を普及に移した。また、場内に新設した傾斜畑を

活用して、汎用性ある作業管理機械の改良に取り組んだ。

野菜については、地域における病害虫の発生状況の把握と予察法による効率防除、環境保全型防除技術確立を

目指した研究に取り組むとともに、省力機械化栽培法確立のため、現地試験を併用しながら、機械移植、中間

管理（防除・培土等 ・機械収穫などの実用化に向けた研究に取り組んだ。）

産地育成研究室

県北地域における野菜、花き及び養蚕の地域適応性技術の確立と実証並びに開発技術の現地移転実証に関する

研究を実施している。

、 、 、 、 、 、野菜の優良品種選定試験は スイートコーン レタス キャベツ ほうれんそう だいこんの５品目で実施し

平成９年度はスイートコーン及びレタス各１品種を「推奨品種」として普及に移した。

野菜の現地実証試験として、大野村で「野菜の省力機械化体系を基幹とした大規模畑輪作技術」の課題の中で

キャベツの生育の斉一化及び緑肥を導入した輪作体系の実証を行った。また、九戸村でねぎの長期出荷のため

の前進作型を開発するため、品種及び播種時期の検討を行った。

花きでは、デルフィニウムの品種選定と摘心処理法の検討、つるうめもどき等特産花木の仕立て法の検討を行

ったほか、法面保護及び景観形成のための有望品目を収集し３３品種について特性調査を行った。

花きの現地実証試験として、やませ地帯に適応した花き品目の省力安定生産技術の確立を目指し、久慈市でト

ルコぎきょうの１０月採花作型、小ぎくのお盆出荷作型、ちどりそうの５月採花作型について、それぞれ実証

したほか、九戸村でスプレーぎくの省力育苗法と物日需要に対応した作型の実証を行った。

養蚕については、県北地域に適応する桑６品種を植栽し、１年目の生育量調査を行った。

やませ利用研究室

県北地域を対象とした水稲、普通作物（小麦、大豆等 、新需要穀類の栽培法と品種の選定及び葉たばこの省）

力化に関する研究を実施している。

、 「 」 、水稲では 良食味・耐冷性に優れた かけはし を用いた県北部における稚苗移植栽培を普及に移すとともに

営農技術研究室と共同で「ユメコガネ」の生育・栄養診断基準と栽培法を普及に移した。また、品質向上対策

として、苗質、移植時期、栽植密度、施肥量及び追肥時期について検討するとともに、本センター育成の交配

系統の早期世代を素材に 「たかねみのり」並熟期の良質耐冷早生品種の選抜、育成を実施した。、

小麦、大豆等の普通畑作物では、国や北海道農試で育成された数系統について県北地域に適応した多収・良品

質品種の選抜・育成に取り組むとともに、新需要穀類のうち、あわ、ひえ、きびについては優良品種・系統を

選抜し普及に移した。

専技室

、 。野菜及び花き担当の専門技術員２名が配置され 県北畑作地帯の園芸振興を中心とした活動に取り組んでいる

一般活動としては専門項目の改良普及員に対する指導、県北農業研究所を中心とした試験研究機関との連携、

担当地域（久慈、軽米、二戸）の普及センターとの連携 「花と野菜の郷づくり産地育成事業 、土地改良事業、 」

営農対策の指導などを本庁配置専技と連携をとりながら活動を行っているほか、野菜と花きに関する調査研究

を行った。

「花と野菜の郷づくり産地育成事業」では営農技術研究室、産地育成研究室及び地元の普及センター（盛岡、

久慈、軽米）との協力分担の中でキャベツの機械化一貫体系（西根町 、やませ地帯での花き類の安定生産（久）

慈市 、ねぎ及び花き類の省力・高品質生産技術等（九戸村）の課題に取り組んだ。）

調査研究では土地利用型野菜の機械化・省力化生産体系の確立、グランドカバープランツ等における景観形成

手法の開発に取り組んだ。
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３ 平成９年度試験研究課題

(1) 細目課題分類

農 農 応 家 水 生 畑 果 野 花 蚕 生 畜 保 乳 肉 中 草 合

研究部門 業 業 用 畜 田 産 地 樹 菜 き 糸 産 産 鮮 用 用 小 地 計

構 農 バ バ 利 シ 利 昆 環 環 流 牛 牛 家 飼

造 村 イ イ 用 ス 用 虫 境 境 通 畜 料

担当部署 整 テ テ テ

備 ク ク ム

45企画経営情報部

農業経営研究室 13 3 16

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究室 23 3 29

135農産部

水田作研究室 33 33

水稲育種研究室 29 29

応用生物工学研究室 10 10

生産工学研究室 8 10 1 19

銘柄米開発研究室 44 44

99園芸畑作部

果樹研究室 19 19

野菜畑作研究室 16 12 28

花き研究室 24 24

蚕桑技術研究室 12 12

南部園芸研究室 7 9 16

133生産環境部

環境保全研究室 25 25

土壌作物栄養研究室 35 35

病害虫研究室 55 53

保鮮流通技術研究室 20 20

57畜産研究所

家畜育種研究室 7 3 10

家畜飼養研究室 7 7

家畜工学研究室 5 5

飼料生産研究室 3 18 21

外山畜産研究室 2 3 7 12

種山畜産研究室 2 2

66県北農業研究所

営農技術研究室 4 1 13 18

産地育成研究室 8 12 1 21

やませ利用研究室 12 15 27

合 計 39 6 10 7 126 10 36 19 28 45 13 126 3 20 7 12 3 25 535

※ ﾊﾞｲﾃｸ: ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、 ﾊﾞｲﾃｸ: ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ応用 応用的 家畜 家畜
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(2) 試験研究課題一覧

主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

〔情報システム〕

１ 経営管理方式の確立

(1) 大規模経営体における経営管理指標 ア 企業的経営体の展開条件と支援方策 9～11 農業経営

値の策定と活用方策

２ 地域経営管理手法の開発

(1) 地域農業計画診断システムの開発 ア 地域農業計画診断システムの開発に関す 9～11 農業経営

る研究

３ 生産・流通情報受発信のシステム化

(1) 園芸品目産地・市場情報データベー ア 農畜産物の市場動向分析 9～12 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

スを活用した動向把握 (ｱ) 米

(ｲ) 野菜

(ｳ) 花き

(ｴ) 畜産

〔農業構造１〕

１ 技術開発方式の確立

(1) 新技術の導入効果予測 ア 大区画湛水直播による低コスト水稲技術

の開発

(ｱ) 直播栽培を導入した大規模稲作技術体

系の総合実証

a 実証技術の経営評価 6～10 農業経営

イ 北上山系地域における新規導入作物を組

み入れた高品質機械化輪作体系技術の実証

(ｱ) 高収益作物と小麦・そば・新規導入作

物の高品質機械化輪作体系の実証

a 畑地における輪作、高性能機械化体 7～9 農業経営

系の効果予測

ウ 岩手県北部山麓地帯における露地野菜を

中心とした機械化畑輪作体系の確立

(ｱ) 機械化畑輪作体系の成立条件と導入対

策

a 輪作作物の高収益条件の解明 9～11 農業経営

(ｲ) 機械化輪作体系の実証と評価

a 経営及び地域に対する経済性の評価 9～13 農業経営

オ 大規模果樹リンゴ経営における省力、低

コスト生産技術

（現地支援研究：果樹園大規模化の方策）

(ｱ) 省力技術の効果予測 7～10 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

(2) 技術の体系化方策 ア 大区画湛水直播による低コスト水稲技術

の開発

(ｱ) 岩手県における直播導入地域の実態把

握と新技術定着方策の確立

a 新技術の定着条件の解明とその方策 6～10 農業経営

イ 北上山系地域における新規導入作物を組

み入れた高品質機械化輪作体系技術の実証
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｱ) 高収益作物と小麦・そば・新規導入作

物の高品質機械化輪作体系の実証

a 実証技術の経営評価と定着方策 7～11 農業経営

ウ 岩手県北部山麓地帯における露地野菜を

中心とした機械化畑輪作体系の確立

(ｱ) 機械化畑輪作体系の成立条件と導入対

策

a 露地野菜の省力機械化技術の適用条 9～12 農業経営

件の解明

２ 効率的な農業生産方式の確立

(1) 新技術の定着化方策 ア 大規模果樹リンゴ経営における省力、低

コスト生産技術

（体系化総合試験：大規模リンゴ園における

機械化作業体系の現地実証と経営評価）

(ｱ) 実証技術の経営評価 6～10 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

イ 北上山地における公共草地の高度利用の

ための貯蔵粗飼料生産・供給システムの確

立

(ｱ) 北上山地における貯蔵粗飼料生産・調

製・供給システムの構築

a 玉山地域における粗飼料生産・利用 9～11 農業経営

の実態調査と今後の展開方向の解明

ウ 北部沿岸における大規模野菜作輪作経営 7～9 農業経営

の実証と持続型産地の育成

(2) 効率的生産システムの確立方策 ア 北上山地における大規模草地の高度利用

による黒毛和種放牧牛の集団繁殖･育成管

理技術の確立

（体系化総合試験：北上山地における黒毛

和種繁殖経営の体系化現地実証）

(ｱ) 黒毛和種放牧牛群の省力管理及び低コ 6～10 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

スト草地管理技術の現地実証と経営経済

的評価

(ｲ) 黒毛和種繁殖牛の放牧を基幹とした複 8～10 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

合経営農家の経営経済評価

イ 施設ピーマンを中心とした大規模経営構

築のための技術開発実証

(ｱ) ピーマン大規模経営モデルの作成 7～9 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

エ 革新的農業技術・経営実証モデル事業 5～9 農業経営

（水田作モデル）

〔農業構造２〕

１ 農業構造の分析と予測方式の確立 ア 地域農業計画診断システムの開発に関す 9～11 農業経営

２ 担い手の確保・育成方策の確立

(1) 主業型農家の育成方策 ア 担い手農業者育成・経営発展のための農 8～9 農業経営

業情報需要の分析

３ 地域農業マネジメントの手法の確立
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(3) 地域農業を支援する組織機能の整備 ア 作業外部化等による畜産生産方式の解明

手法 (ｱ) コントラクター等作業外部化の動向及 9～11 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

び特徴の把握

(ｲ) 中山間地域における労働力補完組織の 9～11 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

成立条件の解明

(ｳ) 労働力補完組織を軸とした地域畜産生 9～11 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

産方式の解明

イ 家畜排泄物のリサイクル技術の開発

(ｱ) 良質堆きゅう肥の流通システムの開発 9～11 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

〔農業構造３〕

１ 経営管理方式の確立

(1) 経営管理手法 ア 企業的経営体の展開条件と支援方策 9～11 農業経営

(3) 経営形態別の経営管理方式 イ 花き専作経営成立条件と経営管理方式

(ｱ) 花き専作経営実態の把握 9～11 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

(ｲ) 露地と施設を組み合わせた花き専作経 9～11 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

営の方向

(ｳ) 施設化による花き専作経営の方向 9～11 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

〔農業構造４〕

１ 農産物需給の分析と予測方式の確立

(1) 農畜産物市場、流通動向の実態分析 ア 農畜産物の市場動向分析 9～12 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

(ｱ) 米

(ｲ) 野菜

(ｳ) 花き

(ｴ) 畜産

２ いわてブランドの確立方策と産地対応

方策の解明

(4) 長期安定生産出荷方策 ア オリジナル水稲品種の銘柄確立に向けた

生産販売方策の解明

(ｱ) 稲作の生産構造の把握と適正な品種配 8～10 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

置の手順

(ｲ) オリジナル水稲品種に係る市場評価調 8～10 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

査

〔農業農村整備３〕

２ 農村活性化方策の確立

(1) 中山間地域の類型化と展開方向の解 ア 中山間地域活性化戦略の確立に関する研

明 究

(ｱ) 地域特性を生かした高付加価値農業の

展開条件の解明

a 新しい需要動向に対応した農業生産 9～10 農業経営

の高付加価値化

d 農業生産の川下進出による高付加価 9～10 農業経営

値化の展開条件

(2) 地域資源を活用した起業の成立条件 ア 中山間地域活性化戦略の確立に関する研
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

の解明 究

(ｱ) 地域資源の多面的活用による起業の成 9～10 農業経営

立条件の解明

a 地域資源の利活用による企業化方策

の解明

(4) グリーン・ツーリズムの成立条件の ア 都市との交流による地域活性化方策の解

解明 明

(ｲ) グリーン・ツーリズムの成立条件と推 9～12 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

進方策の解明

(5) 農山村の価値に立脚した農村・都市 ア 都市との交流による地域活性化方策の解

交流の展開条件の解明 明

(ｱ) 都市・農村ネットワークの効果と評価 9～12 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

〔応用バイオテクノロジー１〕

１ 生工研等で開発された高度・先端的な

基礎バイオテクノロジー研究成果の作物

育種栽培、微生物利用への応用技術の開

発

(1) 各種抵抗性等優良形質の導入系統の ア 耐病性関連遺伝子導入稲の特性評価 9～13 応用生物工学

有用性、諸特性の評価 イ キチナーゼ遺伝子導入りんごの耐病性評 9～13 応用生物工学

価

ウ bａr遺伝子導入りんごの薬剤耐性評価 9～13 応用生物工学

２ 生物工学的育種法の効率的研究技術の ア ＤＮＡマーカー利用による稲優良形質の 9～13 応用生物工学

確立 探索及び選抜法の確立

(1) 生物工学的手法による効率的な育種 イ プロトプラスト培養による稲育種技術の 9～13 応用生物工学

法開発 開発

ウ 稲の葯培養を利用した育苗技術の効率化 9～13 応用生物工学

〔応用バイオテクノロジー２〕

１ 生物工学的手法を駆使した遺伝子資源

等利用活用技術の確立

(4) 優良原々種等の効率的な維持、増殖 ア りんどう採種用親系統の維持・増殖技術

保存技術の開発 の確立

(ｱ) えぞりんどうの葉片培養による大量増 9～13 応用生物工学

殖法の確立

(ｲ) えぞりんどうの茎頂培養による大量増 9～13 応用生物工学

殖法の確立

(ｳ) りんどうのウイルスフリー化技術の確 9～13 応用生物工学

立

イ りんごのウイルスフリー樹の作出及び検 9～13 応用生物工学

定法の確立
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

〔家畜バイオテクノロジ－１〕

１ 胚移植技術実用化の確立

(1) 良質胚大量確保技術の開発 ア 大型卵胞除去が過剰排卵処理に与える影 59～13 家畜工学

響 種山畜産

イ 受精卵移植技術実用化確立試験 9～13 家畜工学

(2) 受胎率向上技術の開発 ア 胚移植技術を取り入れた効率的な繁殖経 9～13 外山畜産

営の実証

(4) 分割２胚移植による双子生産技術の ア 分割胚由来一卵性双子を用いた優良種畜 9～13 家畜工学

確立 作出システムの確立 外山畜産

４ 畜産物生産の効率化のための性判別

技術の開発

(2) ウシ胚性判別のためのＰＣＲ技術の ア 家畜雌雄生み分け技術利用促進 6～13 家畜工学

確立

〔家畜バイオテクノロジ－２〕

１ ＤＮＡマ-カ-利用による新しい育種

手法の開発

(1) 牛の経済形質とＤＮＡマ-カ-との連 ア ＤＮＡマ-カ-を指標とした牛の育種手法 7～12 家畜工学

鎖解析 の開発

(4) ＤＮＡマ-カ-を指標とした豚の育種 ア 家畜のＤＮＡマ－カ－による選抜技術の 6～10 家畜工学

手法の検討 開発

〔水田利用１〕

１ 環境に負荷の少ない良質・良食味・耐

病性・安定生産オリジナル水稲新品種の

開発

(1) 耐冷性、耐病性に優れる良質、極良 ア 品種特性調査 2～12 銘柄米開発

食味品種の育成・開発 イ 交配 2～12 銘柄米開発

（北上川中・下流域に適応する耐病性・ ウ 初期世代養成 2～12 銘柄米開発

耐冷性に優れる極良食味品種の開発） エ 世代促進 2～12 銘柄米開発

オ 個体選抜 2～12 銘柄米開発

カ 系統選抜 2～12 銘柄米開発

キ 特性検定調査 2～12 銘柄米開発

(ｱ) いもち病真性抵抗性検定

(ｲ) 葉いもち圃場抵抗性検定

(ｳ) 穂いもち圃場抵抗性検定

(ｴ) 穂発芽性検定

(ｵ) 食味官能試験

(ｶ) 食味成分分析

ク 生産力検定調査 2～12 銘柄米開発

(ｱ) 生産力検定予備試験

(ｲ) 生産力検定本試験（粳・酒）

(ｳ) 生産力検定本試験（糯）

ケ 系統適応性検定試験 39～13 銘柄米開発
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(2) 少照条件下で登熟性に優れる品種・ ア 登熟性に優れる品種・系統の探索 2～12 銘柄米開発

系統の育成・開発 イ 少照条件下で登熟性に優れる新系統・品 2～12 銘柄米開発

種の育成

(3) 耐病性に優れる品種・系統の育成・ ア いもち病抵抗性極強系統の育成 2～12 銘柄米開発

開発 イ 高度耐病性集積系統の育成 2～12 銘柄米開発

(4) 超多収品種・系統の育成・開発 ア 超多収系統育成組合せ親の特性調査 2～12 銘柄米開発

イ 中晩成熟期の超多収系統の育成

(ｱ) 育成系統の施肥反応試験 2～12 銘柄米開発

(5) 奨励品種決定調査（予備、本調査、 ア 奨励品種決定予備調査 29～13 銘柄米開発

現地調査） イ 奨励品種決定本調査 29～13 銘柄米開発

ウ 奨励品種決定現地調査 29～13 銘柄米開発

２ 気象変動に耐えうる良質・良食味・耐

冷性・安定生産オリジナル水稲新品種の

開発

(1) 耐冷性・低温登熟性に優れる良質・ ア 品種特性調査

良食味早生品種の育成・開発 (ｱ) 東北地域の奨励品種比較試験 7～12 水稲育種

(ｲ) 品種保存用品種・系統の展示及び交配 59～12 水稲育種

母本の養成

イ 交配 59～12 水稲育種

ウ 初期世代養成 59～12 水稲育種

エ 世代促進 59～12 水稲育種

オ 個体選抜 62～12 水稲育種

カ 単独系統 62～12 水稲育種

キ 特性検定調査

(ｱ) いもち病真性抵抗性遺伝子型の推定 1～12 水稲育種

(ｲ) 葉いもち圃場抵抗性検定 48～12 水稲育種

(ｳ) 穂いもち圃場抵抗性検定 62～12 水稲育種

(ｴ) 障害型耐冷性検定 59～12 水稲育種

(ｵ) 食味官能試験 60～12 水稲育種

(ｶ) 食味成分分析 3～12 水稲育種

(ｷ) 穂発芽性検定 62～12 水稲育種

ク 生産力検定調査

(ｱ) 生産力検定予備調査 58～12 水稲育種

(ｲ) 生産力検定予備試験系統群 58～12 水稲育種

(ｳ) 生産力検定本試験 58～12 水稲育種

やませ利用

(ｴ) 生産力検定本試験系統群 58～12 水稲育種

ケ 水稲系統適応性検定試験 52～12 水稲育種

やませ利用

コ 不良環境地帯向け品種の育成 59～12 水稲育種

(2) 高度耐冷性を有する品種系統の育成 ア 高度耐冷性を有する系統の検索 2～12 水稲育種

・開発 イ 高度耐冷性集積系統の育成 2～12 水稲育種

(3) 低温登熟性に優れる品種・系統の育 ア 低温登熟性に優れる品種系統の探索 2～12 水稲育種

成・開発 イ 低温登熟性に優れる品種系統の育成 2～12 水稲育種

(5) 奨励品種決定調査（予備、本調査、 ア 奨励品種決定予備調査 29～13 水田作

現地調査） やませ利用
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イ 奨励品種決定本調査 29～13 水田作

やませ利用

ウ 奨励品種決定現地調査 29～13 水田作

やませ利用

エ 良食味で耐冷性の強い多収品種の育成

(ｱ) 系統適応性検定試験 9～13 やませ利用

(ｲ) 生産力検定本調査 9～13 やませ利用

３ 新栽培技術、新規需要・用途に対応し

たオリジナル水稲新品種の開発

(1) 新栽培技術（直播、不耕起等）適応 ア 直播適応性品種の育成開発

品種の育成・開発 (ｱ) 超低コスト適応品種（直播用）組合せ 2～12 水稲育種

親の特性調査 銘柄米開発

(ｲ) 超低コスト適応品種の育成

a 直播生産力検定試験 3～12 水稲育種

(2) 新規需要等対応品種の育成・開発 ア 新規需要対応品種の育成 銘柄米開発

(ｱ) 新規需要対応品種組合せ親の特性調査

a 外国稲の特性調査 2～12 水稲育種

b 変異源処理による有用変異の探索 銘柄米開発

(ｲ) 新規需要対応品種の育成 2～12 水稲育種

銘柄米開発

(ｳ) 酒造好適米品種開発に係わる加工適性 8～12 水稲育種

試験 銘柄米開発

〔水田利用２〕

１ 大区画圃場における超低コスト・効率

生産技術の開発

(1) 育苗・移植作業の超省力化技術の開 ア 水稲ロングマット水耕苗の育苗・移植技 7～13 水田作

発 術の確立

イ 水稲プール育苗技術の確立 8～9 水田作

(2) 規模拡大に対応した超省力・低コス ア 大区画湛水直播による低コスト稲作技術

ト栽培技術の開発（直播等） 術の確立

(ｲ) 寒冷地直播における出芽・苗立ち安定

化と栽培技術体系

a 出芽・苗立ち安定化要因の解明と対 6～10 水田作

応技術

c 寒冷地直播栽培における作期策定 6～10 水田作

d 大区画直播栽培における栽培管理技 7～10 水田作

術

(ｳ) 直播栽培を導入した大規模稲作技術体

系の総合実証

a 大規模稲作技術体系の現地実証 6～10 水田作

(ｴ) 農業キーテクノロジー等確立実証 9～11 水田作

２ 環境に負荷の少ない低コスト・省力生

産技術の開発

(1) 環境に負荷の少ない省力・省資材生 ア 新資材の効果の解明 1～13 水田作
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生産技術の開発 イ 新肥料の肥効と施肥技術の確立 59～9 銘柄米開発

(ｱ) シグモイド型肥効調節型肥料を使用し

た基肥全層育苗箱施用

(ｲ) 有機質肥料の肥効確認

(2) 水田雑草の発生生態の解明と効率的 ア 新除草剤の効果の解明

防除技術の確立 (ｱ) 雑草防除大規模試験 9 水田作

(ｲ) 無人ヘリ散布による水田除草剤（NC35 9 水田作

5顆粒水和剤）の実用性

イ 多年生雑草の生態と防除法 48～9 銘柄米開発

ウ 水田雑草の発生分布および生態調査 34～13 水田作

(5) 自然環境に配慮した水田機能の維持 ア 調整水田の管理技術 9～11 水田作

管理技術

３ 水稲の生理・生態に即応した耐冷・多

収・品質・食味向上安定生産技術の確立

(2) 産米品質の評価と良質・良食味米生 ア 岩手県産米の品質・食味向上要因の評価

産技術の確立 技術の開発に関する研究

(ｱ) 玄米白度決定要因調査 9～13 水田作

銘柄米開発

(ｲ) 品質および食味関連成分の地域別・年 9～13 水田作

年次別変動要因調査 銘柄米開発

(ｳ) 主要な品質判定機および食味分析機器 9～13 水田作

の特徴調査 銘柄米開発

(3) 気象変動下における安定生産のため ア 水稲低温時における気象生態反応の解明

の水稲生理・生態の解明 (ｱ) 既存の生育・作柄診断ﾓﾃﾞﾙの適応性検 63～13 水田作

定 銘柄米開発

イ 低温年における障害不稔発生のモデル化

(ｱ) 危険期判定手法の開発 1～11 水田作

(ｲ) 不稔発生のモデル化 8～11 水田作

(4) 気象変動に対応した良質・良食味安 ア 良質・良食味米生産技術の実証 58～13 水田作

定栽培技術の確立 イ やませ利用型稲作、畑作農業技術の確立

(ｱ) やませ気象条件下における作物の気象 7～ やませ利用

反応と安定生育相の解明

a 地域別生産力向上要因の解明

(a) 良質、良食味品種の安定多収現地

実証

(ｲ) 県北型高品質米生産技術の確立

a 「かけはし」の栽培法 4～ やませ利用

(a) 苗作期

(b) 施肥法

b 「ユメコガネ」の栽培法 8～ やませ利用

(a) 場内試験

(b) 現地試験

(ｳ) 耐冷性安定栽培法の確立 9～ やませ利用

a 水稲冷害回避技術の実証

４ 水稲生育及び環境情報の活用による生

育診断・制御技術の開発
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(1) 気象・土壌と水稲生育の解析 ア 水稲作況調査と水稲作柄成立要因の解析 34～13 水田作

銘柄米開発

やませ利用

イ 優良品種の気象反応試験 34～13 水田作

銘柄米開発

やませ利用

ウ 土壌・施肥管理と水稲の生育反応 34～13 水田作

銘柄米開発

やませ利用

(3) 高度診断技術の応用による栽培管理 ア 高度な診断技術・栽培管理知識の集約し 9～13 水田作

エキスパートシステムの開発 た「担い手の農家技術支援エキスパートシ 生産工学

ステム」の開発

(4) リモートセンシング等手法を用いた ア 広域水温のモニタリング 8～11 水田作

水稲生育の広域診断技術の確立 銘柄米開発

(5) 生育診断予測と生育制御技術の確立 ア 生育診断、予測法に基づく対応技術の確 60～ やませ利用

立

(ｱ) 生育診断予測と対応技術

〔水田利用３〕

１ 大区画ほ場基盤整備技術の確立

(2)高精度均平化技術の確立 ア 均平化の経年変化測定 8～12 生産工学

(3)ほ場条件に対応した水管理ｼｽﾃﾑの ア 地下かんがい、地下排水方式の確立 9～13 生産工学

確立 イ 用排水の自動化と水循環方式による水 9～13 生産工学

利用方式の確立

ウ 暗渠排水の最適被覆材の選定 9～13 生産工学

２ 高生産性水田整備・管理技術の確立

(1) 大規模・大区画ほ場における生産 ア 農道ターン方式の確立 9～13 生産工学

管理のシステム化 イ 畦畔被覆資材・方法の確立 9～13 生産工学

３ 水田高度利用技術の確立

(2) 大区画圃場整備に対応した低コスト ア 大区画圃場営農に対応した低コスト・省

・省力技術体系の確立 力技術体系の確立

(ｱ) 大規模圃場における知識集約型機械の 9～13 水田作

利用技術の開発

イ 新省力技術

(ｱ) 新育苗資材の実用化と新機械の利用性

能の解明

a 水稲プール育苗技術の確立 8～ やませ利用

b 新調節剤、新除草剤の効果の解明 9～ やませ利用

〔水田利用４〕

１ 革新技術導入や農地利用集積等多様な

担い手の組織化による効率の高い地域営

農方式の確立

(1) 栽培管理作業の自動化・高度機械化 ア 灌排水操作自動制御システムの確立

省力管理技術の確立 (ｱ) 大規模稲作経営肥培管理自動制御シス 7～11 水田作

テムの実用化
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｲ) 大型区画圃場における水稲安定生産の 7～9 銘柄米開発

ための省力水管理技術の確立

(3) 革新的農業技術の組立実証 ア 革新的技術の実証と評価

(ｱ) 低コスト省力化生産技術実証試験 5～9 水田作

〔研究的業務〕

水稲の優良種子生産技術 ア 水稲原々種生産 29～13 水田作

イ 水稲原種生産 29～13 水田作

ウ 採種圃産種子の精選精度向上技術 8～9 水田作

〔生産システム１〕

１ 大区画ほ場に対応した高性能機械化技

術の開発

(1) 大区画水田ほ場に適応した利用技術 ア 大区画ほ場における知識集約型機械の開

の開発 発と利用技術の開発

(ｱ) ほ場均平度自動測定システムの開発・ 9～13 生産工学

改良

(ｲ) ﾚｰｻﾞｰﾌﾞﾙ利用高精度・高能率均平技術 8～12 生産工学

の開発

(ｳ) ラジコンヘリ利用による水稲栽培技術

の開発

a 水稲栽培汎用管理技術の確立 9～13 生産工学

２ 省力・大規模生産に対応した高性能機

械化技術の開発

(1) 水田農業の総合的な機械化栽培技術 ア 水稲ロングマット水耕苗の育苗・移植技 7～13 生産工学

の確立 術の確立

イ 水稲プール育苗技術の確立 8～9 生産工学

ウ 無代かき移植栽培における機械適応性と 6～9 生産工学

土壌の特性

(2) 新需要穀類に適応した省力機械化技 ア 収穫調製機の開発・改良 7～9 生産工学

術の開発 （ｱﾏﾗﾝｻｽ､ｲﾅｷﾋﾞ）

イ 畑作物の高品質生産技術技術の確立 7～11 営農技術

(ｱ) 新需要穀類に適応した機械化作業体系

の確立

a アマランサス等の収穫機等開発試験

(a) 収穫機の開発改良

(b) 選別機の開発改良

(3) 野菜・花き等機械化技術の開発 ア 未利用資源の活用技術開発

(ｱ) 山村地域活性化のための技術開発

a 土地利用型野菜における省力機械化 7～10 営農技術

体系の確立（西根町）

(a) 野菜移植機に対応した栽培体系と

傾斜地適応性確立

(b) 野菜収穫機（キャベツ等）の現地

適応性確立

(c) 連作障害回避のための短期輪作体

系
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

a 野菜栽培管理ﾋﾞｰｸﾙの開発 7～9 営農技術

b 歩行型全自動野菜移植機の傾斜地適 7～10 営農技術

応性の確立

c りんどう施肥機の開発・改良 7～9 生産工学

d だいこん収穫機の開発・改良 6～9 生産工学

(ｳ) 作業機械、新資材の利用技術の確立 7～10 営農技術

３ 低コスト生産に対応した高度農業機械

化技術の開発

(4) 作業環境改善及び労働強化低減技術 ア 労働強度・機械作業安全性の解析と改善 9～13 生産工学

の確立 技術の確立

〔畑地利用１〕

１ 高収益作物を組み入れた作目の再編に

よる輪作技術・機械化栽培体系の確立

(2) 革新的農業技術・経営実証（大規模 ア 革新的農業技術・経営実証 7～ やませ利用

営農における作付方式の合理化）

(4) 新規導入作物を組み入れた高品質機 ア 高収益作物・新規導入作物・普通畑作物

械化輪作技術の実証 等による機械化輪作栽培と高品質、安定生

産技術

(ｱ) 高品質途大豆を組み入れた作付け体系 7～11 野菜畑作

の安定生産技術

イ 地域に対応した作目再編方策の確立

(ｱ) 新規導入作物の定着条件の把握と展開 7～10 やませ利用

方策

a 土地利用の実態と展開方向

(ｲ) 新規導入作物等の作付体系と連作障 7～10 営農技術

害の被害軽減実態調査

(ｳ) 機械化輪作栽培体系と高品質、安定生 7～10 やませ利用

産技術の確立

a 高品質機械化栽培体系の確立

b アマランサス、そばを組み入れた作

付体系の安定生産技術の実証

c 新規導入作物の利活用技術拡大と評

価

d 機械化輪作体系の現地実証

(5) 北部沿岸農地開発地域における大規 ア 北部沿岸大規模野菜専作経営の実証と持 7～ やませ利用

模野菜作経営の実証 続型産地の育成

(ｱ) 新技術の総合実証展示

(ｲ) 新技術定着条件整備

〔畑地利用２〕

２ 普通作物等の高品質・安定多収生産技

術の開発

(2) 露地野菜等の機械化輪作栽培技術の ア 輪作作物の機械化栽培技術の確立 9～13 野菜畑作

確立

(5) 工芸作物の省力低コスト栽培技術体 ア たばこ作低コスト超省力機械化体系現地 7～ やませ利用
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

実証

４ 畑作物（園芸作物及び普通畑作物）の

生育情報及び生育環境情報の活用による

生育診断・制御技術の開発

(1) 生育環境条件と生育情報の解析 ア 畑作物の生育相及び気象反応の解明

(ｱ) 小麦作況調査 49～13 野菜畑作

(ｲ) 大豆作況調査 49～13 やませ利用

(3) 植物生育調節剤等の実用化 ア 新資材の実用化 29～13 野菜畑作

やませ利用

〔畑地利用３〕

１ 中山間地域等地域適応性の優れた特産

作物の新品種育成と選定

(1) 中山間地域の多様な気象条件の適し ア 普通作物等の多収良質品種の育成

安定品目の探索と品種選定 (ｱ) 小麦奨励品種決定調査 56～ やませ利用

(ｲ) 大豆奨励品種決定調査 29～

(ｳ) 大豆系統適応性検定試験 45～

(ｴ) 岩手県で育成導入したえだまめ品種系 3～

統の選抜

(2) 環境負荷の少ない低投入型農法に適 ア 麦類の奨励品種決定調査 29～13 野菜畑作

した耐病害虫、耐環境特性の改良 イ 豆類の奨励品種決定調査 29～13 野菜畑作

ウ 岩手ブランド新需要穀類の品種育成と評 7～12 やませ利用

価

(3) オリジナリティの高い地域特産作物 ア 地ビール醸造用二条大麦の品種選定 7～12 野菜畑作

の品質検定と改良・育成 (ｱ) 地ビール産地に適した優良品種の選定

(ｲ) 地ビール醸造用二条大麦の栽培体系の

確立

イ やませ利用型稲作、畑作農業技術の確立

(ｱ) やませ気象に適応した畑作物安定品目 9～ やませ利用

の検索と作型開発

a 大豆無培土試験

b 新需要穀類の栽培展示

(5) 各種作物の検定調査 ア 麦類耐寒雪性特性検定試験 29～13 野菜畑作

イ 大豆立枯性病害抵抗性特性検定試験 62～13 野菜畑作

ウ ばれいしょｳｲﾙｽ病抵抗性特性検定試験 28～13 野菜畑作

(ｳ) 新作物の導入と有用野生植物の栽培化 5～ やませ利用

技術

a 新作物の探索と特殊作物の保存

(a) 地域振興作物の特性評価

３ 輪作・機械化に適した新品種の育成と

選定

(1) 品種・系統の地域輪作への適応性検 ア ばれいしょ系統適応性検定試験 47～13 野菜畑作

定試験 イ あずき系統適応性検定試験 40～13 野菜畑作

(2) 機械化適応性の実証評価 ア 大規模機械化栽培に適したダイズ新品種 7～12 野菜畑作

の選定及び栽培実証

(3)機械化輪作に適した新品種の選定 ア 主産国に負けない高い製パン・製めん特 7～12 野菜畑作
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

性を持った小麦品種の選定と評価 7～12

〔研究的業務〕

一般畑作物の原種・原々種生産 29～13 野菜畑作

〔果樹１〕

１ 革新的技術開発による超省力・多収・

高品質果実生産技術の確立

(1) りんごの新わい性台木利用によるシ ア 大規模りんご栽培地帯における省力・低 6～10 果樹

ョートサイクル栽培技術の確立 コスト・高品質果実の生産技術

〔現地支援研究〕

(ｱ) 果樹園大規模化の方策

a 大規模りんご経営の実態と展開方向

b 省力技術体系の効果予測

〔技術開発試験〕

(ｲ) 栽培技術の革新による超省力、低コス

ト、高品質生産技術の開発

a 盛岡系わい性台木等の利用による革

新的省力栽培技術開発

b 大規模りんご園の新・改植にともな

う早期成園化技術の開発

ｃ 誘導ケーブル式無人防除機利用によ

る臨機防除体系及び各種果樹用機械の

体系化

d わい性樹園の新、改植にともなう障

害回避法の開発

〔体系化総合試験〕

(ｳ) 大規模りんご園における機械化等作業

体系の現地実証と経営評価

a 低樹高栽培による超省力、低コス

ト、良品生産体系化現地実証

b 実証技術の定着条件の解明

イ 果樹類の低樹高品種の育成等による省力

・軽作業栽培技術の開発

(ｱ) りんごのカラムナータイプ等に適合す 9～12 果樹

る新栽培方式・防除法の開発

(ｲ) りんごスパータイプ等特殊形質樹利用 9～13 果樹

による低コスト、超省力、高品質生産技

術の解明

(3) ぶどう大粒種等の省力・低コスト栽 ア ぶどう新品種による高品質・安定性産・ 7～9 果樹

培技術の確立 省力栽培法の実証

(ｱ) 新品種の栽培実証

(ｲ) 新仕立法による省力栽培

(ｳ) 着粒安定技術の実証

〔果樹２〕

１ 岩手オリジナル高品質果樹品種の開発



- 38 -

主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(1) ジョナゴールド、ふじ等に優るりん ア ジョナゴールド、ふじ等に優るりんご中 1～13 果樹

ご中・晩生種の開発 ・晩生種の開発

(ｱ) 国育成系統適応性(48-52 ､ 1-10 )号 台木 号

(ｲ) 国内外導入品種の選抜

(ｳ) いわて特産中～晩生種の交配育成

イ 先端技術応用による優良品種の開発育成 57～13 果樹

(ｱ) 良品質・高生産を目的としたウイルス

フリー樹の作出

(2) キャンベル、紅伊豆等に優る耐寒性 ア キャンベル、紅伊豆にかわる耐寒性大衆

中・大粒早熟性ぶどう品種の開発 し好品種の育成及び選抜

(ｱ) 寒冷地向きぶどうの系統適応性試験 4～13 果樹

（第６～８回ぶどう系統適応性試験）

(ｲ) 国内外育成の寒冷地向き品種の選抜 1～13 果樹

（生食用、醸造、兼用種等品種の選抜）

(ｳ) 耐寒性中・大粒種ぶどうの交配育成 1～13 果樹

〔果樹３〕

１ 樹体生理に即応した安定生産技術の確

立

(2) 高品質、多収のための生育調節技術 ア りんごの植調剤 1～13 果樹

の開発 (ｱ) りんごの摘花（果）剤の選抜と実用化

(ｲ) 除草剤の効果的使用法

(ｳ) 摘葉剤の選抜

イ ぶどうその他果樹に対する植調剤 1～13 果樹

(ｱ) ぶどうの結実促進

(ｲ) ぶどう園等除草剤の効果的使用法

〔野菜１〕

１ 省力生産システムの開発

(1) 省力・低コスト大量苗生産システム ア 園芸作物におけるセル成型苗等の機械化

の確立 生産技術の開発

(ｱ) 接ぎ木作業全自動化システムの実用化 9 野菜畑作

(ｲ) 新接ぎ木法に対応した養生・順化技術 9～13 野菜畑作

の確立

(2) 作業技術と栽培法の改善による省力 ア 園芸作物の経営基盤を強固にする省力・

化 低コスト生産技術の開発

(ｱ) セル成型苗等省力・低コスト生産技術

の開発

a ﾊｳｽｷｭｳﾘの省力・低コスト栽培技術 9～13 野菜畑作

b 雨よけﾄﾏﾄの省力・低コスト栽培技術 9～13 野菜畑作

南部園芸

c ﾊｳｽﾋﾟｰﾏﾝにおける省力・低コスト栽 9～13 野菜畑作

培技術

d いちご苗の小型化に対応した省力育 9～13 南部園芸

苗・栽培法の確立
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｲ) 大規模野菜生産技術の確立

a 夏秋ｷｭｳﾘの大規模生産技術の確立 9～13 野菜畑作

b 雨よけﾄﾏﾄの大規模生産技術の確立 9～13 野菜畑作

c ﾋﾟｰﾏﾝの省力型品種の選抜 9～13 野菜畑作

イ 施設ピーマンを中心とした大規模経営構 7～9 野菜畑作

築のための技術開発実証

ウ 野菜機械化緊急対策 6～9 野菜畑作

(3) 機械化生産システム確立とそのため ア 作業機械等に対応した栽培法改善技術の 9～13 産地育成

の栽培管理の改善 開発

(ｱ) 定植機、収穫機等に対応したキャベツ

の栽培法の確立

a 定植苗の斉一化

b 本畑での生育の斉一化

イ 野菜の省力機械化技術を基幹とした大規 9～13 生産工学

模畑輪作技術 産地育成

(ｱ) 機械化輪作体系の成立条件と導入対策

a 路地野菜の省力機械化技術の適用条

件の解明

(ｲ) 省力機械化体系に適した栽培技術の開

発

a 定植機、収穫機等に対応したキャベ

ツの栽培法の確立

(ｳ) 機械化畑輪作体系の作物生産に対する

評価

a 機械化輪作体系の作物生産に対する

評価

(4) 新資材等活用による低コスト・安定 ア 新資材、新肥料、除草剤の実用化

生産技術の開発 (ｱ) 新肥料の肥効試験 59～ 産地育成

２ 大規模野菜生産技術の確立

(3) 大規模野菜生産技術の確立 ア ホウレンソウの省力低コスト技術の体系 9～13 産地育成

化

(ｱ) 生育の斉一化

〔野菜２〕

１ 市場競争力のある特徴的品種・品目の

育成

(1) バイテク技術対応によるオリジナル ア 野菜の優良栄養繁殖系品種の育成 1～13 野菜畑作

品種の育成 イ 市場性の高い岩手銘柄えだまめ品種の育 58～13 野菜畑作

成

ウ えだまめ等オリジナル品種優良種苗の維 8～13 野菜畑作

持・増殖

エ ニューなばな「春の輝」の前進作型の開 7～13 南部園芸

発

(3) 主要品目の地域適応性の高い優良品 ア 地域適応性に優れた品種の選定

種の選定 (ｱ) スイートコーン 1～ 産地育成

(ｲ) レタス 63～ 産地育成
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｳ) キャベツ 63～ 産地育成

(ｴ) ホウレンソウ 62～ 産地育成

(ｵ) ダイコン 62～ 産地育成

〔野菜３〕

１ 周年生産技術の確立

(1) 新作型、栽培法確立による出荷期間

延長技術 ア 園芸作物におけるセル成型苗等の機械化

生産技術の確立

(ｱ) 低温処理等による付加価値型苗生産技

術の開発

a 短日処理によるいちご促成作型の開 9～13 南部園芸

発

b アスパラガスの冬春どり作型の開発 9～13 南部園芸

c なばなの春化処理苗の低コスト生産 7～ 南部園芸

技術の開発

２ 地域環境資源を活用した栽培技術の確

立

(2) 沿岸部秋冬期気象活用技術の確立 ア 三陸なばな長期継続出荷による産地定着 7～9 南部園芸

(新品目､新作型による特色ある産地実証)

(4) 中山間地帯資源活用、新品目の導入 ア 県北中山間地域に置ける園芸品目の省力 7～10 産地育成

、栽培技術の開発 高品質生産技術の確立（九戸村）

(ｱ) ネギの省力、高品質生産技術の確立

a セル成型苗の機械移植に対応した栽

培法

b 長期出荷のための前進作型の開発

(5) 気象変動に対応した栽培技術、生育 ア 野菜における生育ステージ別気象要因と 9～13 産地育成

予測技術の確立 生育特性の解明

(ｱ) ダイコン抽苔回避温度調査

〔研究的業務〕

一般畑作物の原種・原々種生産 29～ 野菜畑作

〔花き１〕

１ 花きオリジナル品種の育成

(1) バイテク等先端技術を応用した育種 ア 園芸作物優良形質遺伝子導入系統の有用 8～13 花き

法の開発 性及び特性の評価・調査 南部園芸

(ｱ) スタ－チス・シヌア－タの優良培養系

統の特性検定

(2) 交雑育種法等による新品種育成 ア 重点品目の品種開発

(ｱ) りんどうの品種育成 49～13 花き

(ｲ) ニュ－タイプ小ぎくの品種育成 1～13 花き

(ｳ) ゆりの品種育成 5～13 花き

イ りんどう種子生産対策事業 花き

２ 寒冷地適応新商材の開発と主要切花品
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

の銘柄化技術 ]

(1) 地帯別銘柄花きの定着化 ア やませ地帯に適応した花き品目の省力安 7～10 産地育成

定生産技術の開発（久慈市）

(ｱ) トルコギキョウの長期収穫体系の確立

(ｲ) 需要期に対応した小ギク栽培技術の開

発

(ｳ) チドリソウのセル成型育苗法と作期開

発

(3) 新花き品目の寒冷地適応生産技術の ア 県北中山間地域における園芸品目の省力 7～10 産地育成

確立 高品質生産技術の開発（九戸村）

(ｱ) 花きの省力、高品質生産技術と省力的

花き品目の開発・実証

a スプレーギクの省力育苗法

b スプレーギクの品種選定と高品質生

産技術の開発

c 切枝花木の省力生産技術の開発・実

証

(4) 切花主要品目の寒冷地適応優良品種 ア 新規地域特産作物等の大量増殖、農地に 7～11 産地育成

の選抜 おける斜面の整備・多目的利用技術の開発

(ｱ) 有望品目の選定及び優良系統の収集

(ｲ) 地域特産品目の省力、低コスト、高品

質生産技術の確立

(ｳ) 景観に配慮した斜面、法面保護技術の

確立

(5) 法面等の省力的管理及び景観形成に ア 寒冷地における法面の省力的管理・景観 7～11 産地育成

適応する品目、品種の選定 形成に関する植物種の選定

〔花き２〕

２ 高品質、低コスト安定生産技術の確立 ア 花き育苗施設の広域利用による産地拡大 7～9 南部園芸

(3) 高品質安定生産のための栽培管理技 (ｱ) ｽﾀｰﾁｽｼﾇｱｰﾀの秋冬どり作型の実証

術の確立 (ｲ) 小ｷﾞｸの加温・電照による良苗生産と

８月上旬出荷の実証

(ｳ) りんどうの挿し芽苗育苗による良苗生

産の実証

(ｴ) りんどうの早生種半促成栽培による６

月出荷の実証

イ 施設花き複合経営モデルの実証 9～13 南部園芸

(ｱ) りんどうの長期継続出荷体系技術

(ｲ) 施設の高度利用による花き周年生産技

術

〔花き３〕

１ 需要期に供給できる開花調節技術の確

立と新作型開発

(1) 生理、生態特性解明による主要切り ア 生理、生態特性による主要品種、切り花

花品目の開花調節技術の確立 品目の開花調節機能の解明
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｱ) りんどうの生育､開花制御要因の解明 9～13 花き

(ｲ) りんどうのセル成型育苗の管理指標策 7～13 花き

定

(ｳ) りんどうの作況調査 58～13 花き

(ｴ) トルコギキョウの生育､開花制御要因 9～13 花き

の解明

イ 地域資源の高度活用技術の開発 9～11 花き

(ｱ) りんどうの効率的増殖育苗技術の開発

ウ 花き銘柄産地構築のための長期継続出荷

技術の開発研究

(ｱ) りんどうの高品質安定生産技術の開発 6～13 花き

a りんどうの株養成期間短縮栽培

b りんどうの栄養系品種の高品質安定

生産及び不時出荷の技術の開発

(ｲ) きく類の長期出荷技術の開発 9～13 南部園芸

a 小ｷﾞｸ､ｽﾌﾟﾚｰｷﾞｸの作期拡大技術の確

立

(ｳ) 地帯別気象特性を生かした花き生産の

長期化技術

a ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの冷涼気象要因と地帯別生 9～13 南部園芸

育特性の解明及び秋出し高品質生産技

術の確立

b ｽﾀｰﾁｽの冷涼気象要因と地帯別生育 9～13 花き

特性の解明及び秋出し高品質生産技術

の確立

２ 周年生産技術の確立

(1) 地帯別気象特性を活用した周年生産 ア 寒冷地施設利用花き生産のスリ－シ－ズ

技術の開発 ン化に向けた、高品質安定生産技術の確立

(ｱ) 気象条件を利用した作期拡大技術 9～11 花き

a スタ－チスの秋冬切り栽培法の確立 南部園芸

b トルコギキョウの春切り作型の確立

(ｲ) 不良環境下における品質向上技術 9～11 花き

a 秋冬切りストックの品質向上技術

b プレル－ティングによる抑制ユリの

品質向上技術の開発

イ 岩手、沖縄両県の気象特性を生かした小 8～10 花き

ぎく、りんどうの連携長期出荷技術

(ｱ) 沖縄育成小ぎく品種の栽培法

(ｲ) りんどう新需要創出作型開発

ウ 花き銘柄産地構築のための長期継続出荷 9～13 南部園芸

技術の開発研究

(ｱ) 施設の高度利用技術による花き周年生

産化技術

a ラ－クスパ－等の越冬、抑制作型に

おける良品生産技術の確立

b スタ－チスの二度切り作型における
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

培養苗利用技術の確立

c フリ－ジア球根冷蔵による促成作型

の確立

エ 地帯別気象特性を生かした花き生産の長

期化技術

(ｱ) トルコギキョウの秋冬出し高品質生 9～13 南部園芸

産技術の確立

(ｲ) デルフィニュムの品種選定と栽培技術 9～13 産地育成

の確立

a 品種選定試験

b ベラドンナ系の摘心処理法の検討

(3) 新資材等を活用した周年生産技術の ア 新資材、新肥料、除草剤の実用化

開発 (ｱ) 新肥料の肥効試験（トルコギキョウ有 59～ 産地育成

機石灰、花き有機肥料）

(ｲ) 除草剤試験(きく) 59～ 花き

(4) 露地と施設の組合せによる周年生産 ア ２１世紀型農業経営モデル実証試験

術の確立 (ｱ) 県北中山間地域における花き品目（り 9～14 産地育成

んどう等）導入による農業経営の確立実

実証（一戸町小友地区）

〔蚕糸・昆虫１〕

１ 地場産業向け加工用素材生産技術と利

用法確立

(3) 新素材繭の効率的生産技術 ア 需要動向を見極めた高く売れる特殊用途

繭糸の生産・加工技術開発

(ｱ) 高価格絹糸の需要動向調査、特徴ある 9～10 蚕桑技術

蚕品種の収集及び特殊用途繭糸の試作

〔蚕糸・昆虫２〕

２ 昆虫機能活用研究

(3) 蚕を活用した環境評価法 ア 蚕による農薬・生理活性物質のモニタリ

ング手法の開発

(ｱ) 新薬剤の蚕への残留毒性 57～13 蚕桑技術

イ 捕食性天敵昆虫の大量増殖と利用技術

(ｱ) カイコを飼料素材としたテントウムの 9～10 蚕桑技術

人工飼育

〔蚕糸・昆虫３〕

１ 多回育養蚕技術の開発

(1) １～４齢人工飼料簡易飼育技術の開 ア いわて型養蚕の実証 7～9 蚕桑技術

発と総合組立実証

(2) 無菌人工飼料育技術 ア 無菌人工飼料育技術の実用化

(ｱ) 無菌人工飼料育技術の確立 7～9 蚕桑技術

イ 既存施設を利用した無菌大量飼育技術

(ｱ) 既存施設の無菌化と除菌方法 7～9 蚕桑技術
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｲ) 人工飼料の低コスト化 7～9 蚕桑技術

２ 桑の省力安定生産技術確立

(3) 地域適応性品種選定と用途別桑の栽 ア 系統適応性検定試験 44～13 蚕桑技術

培法確立 イ 地域適応性品種選抜と栽培法確立 6～11 蚕桑技術

ウ 地域適応性桑品種の育成と短期選抜 9～13 産地育成

〔生産環境１〕

１ 生産環境の保全、安全管理技術の開発

(1) 肥料の動態の把握と環境負荷を低減 ア 施肥窒素溶脱抑制技術の確立 3～11 環境保全

する施肥技術の開発 (ｱ) ライシメータ試験

(ｲ) 場内圃場試験

イ 農業環境収支適正化確立事業 9～ 営農技術

ウ 肥効調節型肥料の導入技術の確立

(ｱ) 水稲全量育苗箱施肥技術の確立と環境 8～9 土壌作物栄養

に対する影響調査

エ 施肥量低減のための新肥料の開発と施肥

技術

(ｱ) 新肥料の肥効と施肥技術の確立 59～ 営農技術

(2) 農薬の環境動態の把握と環境汚染防 イ 農薬水質影響調査 5～9 環境保全

止対策技術の開発 (ｱ) 水系における農薬動態調査

(ｲ) 水質影響低減技術の開発

(3) 健全食品生産技術の開発（農薬残留 ア 農薬残留対策調査（作物残留） 46～ 環境保全

対策） イ 農薬安全使用等啓発事業 6～11 環境保全

(ｱ) 防除農薬散布暦の安全性確認調査

ウ 土壌汚染防止対策技術の確立 62～ 環境保全

エ 地域特産物に対する農薬の適用性の確立 9～ 環境保全

(4) 生物環境保全技術の開発 ア 水質汚染防止対策技術の確立 1～ 環境保全

イ 水生昆虫等農薬影響調査 5～9 環境保全

(5) 環境保全型農業の総合組立 ア 水稲における環境保全型農業の総合組立

(ｱ) 実践マニュアルの作成 7～9 環境保全

(ｲ) いもち病軽減をねらいとした土壌施肥 7～9 環境保全

管理法の検討

イ 野菜における環境保全型農業の総合組立

(ｱ) キュウリにおける有機栽培技術 8～9 環境保全

ウ 作型を利用したレタスの無農薬栽培技術 9～ 営農技術

２ 農業のもつ多面的機能の維持・向上技

術の開発

(1) 土壌環境評価利用技術の開発（土壌 ア 土壌環境・地力変化基礎調査

環境基礎調査） (ｱ) 定点土壌実態調査 54～ 土壌作物栄養

(ｲ) 定点土壌管理実態調査 54～ 土壌作物栄養

(ｳ) 定圃場調査 51～ 土壌作物栄養

営農技術

(ｴ) 精密圃場調査 59～ 土壌作物栄養

(ｵ) 環境保全型栽培基準設定調査 57～ 営農技術

(2) 生産環境情報システムの開発と実用 ア メッシュ土壌情報の高度化と稲作環境評

化 価技術の開発
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｱ) リモセン技術等によるメッシュ生産環 8～11 土壌作物栄養

境情報の高度化

イ 農業環境情報のシステム化

(ｱ) 土壌情報等の加工・応用情報シムテム 6～9 土壌作物栄養

の開発

３ 気象資源の評価・利用技術および気象

災害回避技術の開発

(3) 農業気象情報の管理と活用技術の開 ア 農業気象観測とﾒｯｼｭ気象図の活用方策の 9～ 環境保全

発 確立

(ｱ) 農業気象観測

(ｲ) ｱﾒﾀﾞｽによる地域別気象特性評価

イ 気象情報データーベースの作成・管理 9～ 環境保全

ウ メッシュ気象情報を活用した作物栽培管 9～ 営農技術

理技術

エ 農産物の栄養成分に寄与する栽培条件の 7～9 営農技術

解明

〔生産環境２〕

１ 土壌生態系を活用した土壌管理技術の

開発

(2) 土壌生態を指標とする土壌診断技術 ア 土壌生態系を指標とする土壌診断技術の

の確立 確立

(ｱ) グルコース吸収速度を中心とした土壌 8～11 環境保全

診断技術の確立

イ 微生物生態改善技術の確立

(ｱ) メチオニンによる微生物相の改善と土 8～11 環境保全

壌病害の抑制

(3) 連作障害を回避する新栽培技術の開 ア 連作障害発生要因の解明

発 (ｱ) 作付け体系及び土壌管理と土壌生態系 8～11 環境保全

の関係の解明

(ｲ) ダイコン萎黄病のリモートセンシング 7～9 営農技術

による発生状況簡易診断手法の検討

(ｳ)リンゴの改植障害回避法の確立 6～10 環境保全

イ 各種資材の評価と土壌病害の被害低減効

果の検討

(ｱ) 微生物資材等の効果の検討 5～ 環境保全

ウ フザリウム病の発生実態の解明 8～11 病害虫

２ 生物間相互作用を利用した生物防除技

術の開発

(1) 天敵昆虫を利用した害虫の生物防除 ア 寄生蜂による園芸作物の鱗翅目害虫の防

法の開発 除技術の確立

(ｱ) 寄生蜂によるコナガ防除技術の確立 8～12 病害虫

イ 天敵による施設果菜類の多犯性害虫防除

技術の確立

(ｱ) 寄生性天敵ｵﾝｼﾂﾂﾔｺﾊﾞﾁによるｺﾅｼﾞﾗﾐ類 9～12 環境保全

の防除法（トマト）
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(2) 微生物を利用した害虫の防除技術の ア 昆虫寄生糸状菌を利用した害虫防除技術

開発 の確立

(ｱ) 斑点米カメムシに対する有効糸状菌の 8～12 病害虫

探索と効率的施用技術の開発

(ｲ) ピ－マンのアブラムシ類に対する有効 5～9 病害虫

糸状菌の探索と施用技術の開発

(4) 作物生育促進性根圏微生物を利用し ア 作物生育促進性根圏微生物の利用技術の

た土壌病害虫の制御技術の開発 開発

(ｱ) 非病原性フザリウム等の利用による生 8～11 環境保全

育促進効果の検討

３ 作物の防御機能を利用した病害虫の制

御技術の開発

(1) 交差抵抗性誘導菌による主要病害防 ア 交差抵抗性誘導菌の利用技術 8～12 環境保全

除技術の開発 (ｱ) 非病原性ﾌｻﾞﾘｳﾑを利用したﾎｳﾚﾝｿｳ萎ち

ょう病の制御技術組み立てと現地実証

イ 多系品種利用による病害防除技術の開発 8～11 病害虫

(ｱ) レ－ス分布及び病害抵抗性を利用した

低投入型いもち防除技術の確立(ｻｻﾆｼｷBL)

(2) フェロモン等生理活性物質を利用し ア ﾌｪﾛﾓﾝを利用した害虫防除技術の確立

た害虫防除技術の開発 (ｱ) 性フェロモンを利用したアブラナ科野 8～12 環境保全

菜のコナガの総合防除技術の確立

(ｲ) 性フェロモンおよび天敵利用を基軸と 8～12 病害虫

したリンゴとモモの減農薬防除の確立

(ｳ) 性フェロモンを利用したストックの害 9～13 病害虫

虫防除技術の確立

(3) 植物が生成する生理活性物質等を利 ア 対抗植物及び作物固有の線虫増殖特性を

用した作物抵抗力向上技術の開発 利用したネグサレセンチュウの制御技術

(ｱ) 密度低下に有効な輪作作物の探索と有 4～11 環境保全

用性の評価

〔生産環境３〕

１ 未利用資源等を活用した低コスト土壌

基盤改善技術の開発

(1) 土壌蓄積養分有効利用技術の開発 ア 水田土壌における蓄積養分効率的利用法

(ｱ) 水田土壌における土壌中可給態窒素の 9～13 土壌作物栄養

簡易評価法の確立

(ｲ) 水田土壌における土壌中可給態窒素・ 9～13 土壌作物栄養

交換性カリ含量と作物生育との関係解明

(ｳ) 土壌蓄積リン酸利用による施肥リン酸 8～9 土壌作物栄養

減肥技術

イ 畑土壌における蓄積養分有効利用法

(ｱ) 畑土壌における土壌中可給態窒素の簡 9～13 土壌作物栄養

易評価法の確立

(ｲ) 畑土壌における土壌中可給態窒素含量 9～13 土壌作物栄養

と作物生育との関係解明

ウ 肥効調節型肥料等の利用による環境保全
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

型施肥

(ｱ) 土壌蓄積リン酸利用による施肥リン酸 8～10 営農技術

減肥技術

(2) 畜産由来資源の有効活用技術の開発 ア 良質堆厩肥の有効利用技術の確立

(ｱ)畜産由来資源の特性解明と有効活用技術 9～13 土壌作物栄養

の確立

イ 畜産由来肥料高度活用技術実証 10～ 土壌作物栄養

(ｱ) 製法及び品質調査 9～13 営農技術

(ｲ) 品質特性確認試験

(3) 土壌基盤改善技術の開発 ア 不良土壌基盤の簡易改良技術の開発

(ｱ) 大区画ほ場整備にともなう地力ムラの 9～ 土壌作物栄養

実態と施肥管理技術

(ｳ) 改良効果の持続性の検討 9～ 土壌作物栄養

(ｴ) 開発農地の土壌管理技術の確立 9～ 営農技術

２ 高位安定生産土壌の維持管理システム

の開発

(1) 簡易土壌診断・栄養診断法の開発と ア リモートセンシング技術等による生育栄 8～12 土壌作物栄養

要素欠乏・過剰対策の確立 養診断技術の開発

イ 農作物の要素欠乏及び過剰対策の確立

(ｱ) 要素反応と施肥改善 施肥反応と気象 38～ 土壌作物栄養（ ）

9～ 営農技術

(ｲ) 微量要素欠乏対策 54～ 土壌作物栄養

(2) 水田土壌の生産力維持管理技術の確 ア 水田地力富化の実態と適正施肥量指針策 7～11 環境保全

立 定

(3) 畑土壌、樹園地、桑園の生産力維持 ア 露地野菜・花き等の土壌管理技術の確立

管理技術の確立 (ｱ) レタス高生産性土壌管理実証 6～ 土壌作物栄養

(ｲ) りんどう高生産性土壌管理実証 4～9 土壌作物栄養

イ 果樹桑等の永年作物の土壌管理技術の確

立

(ｱ) りんご樹に対する有機物施用基準量の 3～9 土壌作物栄養

策定

(4) 施設園芸における土壌管理技術の確 ア 施設野菜栽培土壌の塩類集積予防対策と

立 土壌管理技術の確立

(ｱ) 施設栽培における有機物施用基準の策 5～ 土壌作物栄養

定

(ｲ) 雨よけほうれんそうにおける深耕の効 8～ 土壌作物栄養

果確認

３ 高品質安定生産のための生産環境管理

技術の開発

(1) 作物栄養の気象・土壌反応の解明 ア 水稲の生育予測、栄養診断に基づく対応

技術の確立

(ｱ) 水稲栄養の気象・土壌反応（作況） 47～ 土壌作物栄養

(ｲ) 水稲作物栄養モデルの作成 8～12 土壌作物栄養

イ 野菜、花きの生育予測、栄養診断技術の

確立

(ｱ) 主要野菜作物の作況調査 57～ 土壌作物栄養
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｲ) 主要畑作物栄養の気象・土壌反応 1～ 土壌作物栄養

ウ りんご、桑等永年作物の生育予測、栄養

診断技術の確立

(ｱ) りんごわい性樹の栄養診断法 3～9 土壌作物

エ 作物栄養生育予測技術の開発と対応技術

(ｱ) 生育診断予測と対応技術

a 生育栄養診断指標の作成 51～ 営農技術

(3) 環境制御による好適栽培技術の確立 イ 規模拡大に対応した超省力栽培技術の

開発（直播等）

(ｱ) 寒冷地直播における出芽・苗立ちの安 6～ 土壌作物栄養

定化要因の解明と対応技術

(ｲ) 大区画直播栽培における施肥管理技術 7～ 土壌作物栄養

(ｳ) 直播栽培を導入した大規模稲作技術体 6～ 土壌作物栄養

系の総合実証

(ｴ) 低コスト省力化生産技術実証 5～9 土壌作物栄養

ウ 野菜の省力機械化技術を基幹とした大規

模畑輪作技術

(ｲ) 機械化畑輪作導入技術の環境的評価 9～13 土壌作物栄養

(4) 合理的施肥のための新肥料の開発 ア 合理的施肥のための新肥料の開発

(ｱ)新肥料の実用化 59～ 土壌作物栄養

〔生産環境４〕

１ 農作物の品質低下や生産阻害要因とな

る各種病害虫の防除法の確立

(1) 重要病害虫の発生生態と防除技術の ア 病害虫発生予察

確立 (ｱ) 普通作物病害虫発生予察 16～ 病害虫

(ｲ) 園芸作物病害虫発生予察 35～ 病害虫

イ 水稲の重要病害虫の発生生態と防除技術

(ｱ) 育苗期に発生する種子伝染性イネ細菌 7～10 病害虫

病制御技術の開発

(ｲ) 寒冷地における苗立阻害関与菌の解明 6～10 病害虫

ウ 果樹類の重要病害虫の発生生態と防除技

術確立

(ｱ) リンゴモニリア病の防除法改善 7～9 病害虫

(ｲ) リンゴ褐斑病の生態と防除 7～9 病害虫

(ｳ) リンゴのハダニ類の発生生態と防除法 9～13 病害虫

(ｴ) リンゴのカメムシ類の発生生態と防除 9～13 病害虫

法

(2) 難防除病害虫の発生生態と防除技術 ア 土壌病害、線虫防除技術の確立

の確立 (ｲ) ピ－マン青枯病の防除法 7～ 病害虫

イ ウィルス病防除技術の開発

(ｱ) ﾘﾝﾄﾞｳウィルス病の総合防除法の確立 6～9 病害虫

(3) 新奇病害虫の防除対策確立 ア 中山間地域特産物及び花き類の新奇病害

虫の発生生態把握及び防除技術の開発

(ｱ) ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳの生育障害の原因解明と対策 7～9 病害虫

技術の確立
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｲ) リンドウこぶ症の原因究明 9～13 病害虫

(ｳ) ﾘﾝﾄﾞｳﾁﾋﾞｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴの防除技術 9～13 病害虫

(ｴ) ネギ小菌核病の発生実態 9～13 病害虫

(ｵ) ホウレンソウべと病のレ－ス検定 9～13 病害虫

(ｶ) トマト根腐萎ちょう病の診断と防除 9～13 病害虫

(ｷ) サトイモ根腐病の防除技術 9～13 病害虫

(ｸ) ダイコン白斑病の防除技術 9～13 病害虫

(ｹ) 水稲着色米関与菌の解明と防除対策 9～13 病害虫

２ 主要病害虫の発生予察法の確立と病害

虫防除管理ｼｽﾃﾑの開発

(1) 主要病害虫の発生予察法の開発 ア 水稲病害虫発生予察支援システムの確立

(ｱ) 紋枯病発生予測モデルの開発 2～9 病害虫

(ｲ) 高度情報処理によるイネいもち病の発 8～11 病害虫

生予察法の改善

(ｳ) 画像処理手法による病害虫の広域的診 9～11 病害虫

断評価技術の開発

イ 野菜花卉病害虫の発生・防除時期予測シ

ステムの開発と実証

(ｱ) リンドウホソハマキの発生生態と防除 3～9 病害虫

法の確立

(ｲ) リンドウ花腐れ菌核病の発生生態と防 3～9 病害虫

除

(ｳ) リンドウ葉枯病の防除 3～9 病害虫

(ｴ) リンドウのアザミウマ類の発生生態と 3～9 病害虫

防除

(ｵ) リンドウのハダニ類の発生生態と防除 3～9 病害虫

ウ りんご病害虫の発生・防除時期予測シス

テムの開発と実証

(ｱ) 斑点落葉病発生予察システムの開発 3～12 病害虫

(2) 診断および密度推定に基づく病害虫 ア 水稲病害虫の防除要否判定技術の確立

管理手法の開発 (ｱ) いもち病の追加防除要否判定技術 8～11 病害虫

イ 生物工学的病害診断手法の発生動態解明 9～13 病害虫

への応用性の評価

(ｱ) 種子伝染性細菌病の種子汚染程度把握

手法

(3) 高品質安定生産に向けた省力防除技 ア 水稲主要病害虫の省力防除技術の確立

術の開発 (ｱ) 残効性の長い育苗箱施用剤によるいも 6～11 病害虫

ち病防除技術

イ りんご病害虫の省農薬防除体系の確立

(ｱ) 生育期前半の体系化防除 3～ 病害虫

(ｲ) 主要病害の防除回数の削減及び防除体 7～9 病害虫

系の改善

ウ 野菜病害虫の体系防除技術の確立と実証

(ｱ) 野菜病害虫防除マニュアルの作成 7～9 病害虫

(ｲ) 野菜病害防除体系の改善 5～13 病害虫

エ 無人防除機等の新技術開発と実用化
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｲ) ＲＣヘリを利用した野菜病害虫防除技 8～ 病害虫

術

(4) 農薬抵抗性発現病害虫の実態と対策 ア 薬剤耐性菌検定

の確立 (ｱ) イネばか苗病菌 53～ 病害虫

(ｲ) リンゴ斑点落葉病菌 5～ 病害虫

イ 薬剤抵抗性発現害虫の実態と対策

(ｱ)リンゴのハダニ類 9～13 病害虫

(5) 農薬の作用性・機能の解明と実用化 ア 新農薬の効果検定と防除基準作成 49～ 病害虫

9～13 営農技術

３ 効率的な低投入型主要病害虫総合防除

技術の開発

(1) 病原菌のレ－ス変動実態と予測技術 ア レ－ス分布及び病害抵抗性を利用した低 8～11 病害虫

の開発 投入型いもち病防除技術の確立(ﾚ-ｽ検定)

(2) 主要作物品種の病害虫抵抗性評価と ア あずきウィルス病抵抗性検定試験 53～ 病害虫

利用技術の開発 イ とうもろこし煤紋病抵抗性検定試験 33～ 病害虫

ウ ソルガム煤紋病抵抗性検定試験 37～ 病害虫

エ イネいもち病圃場抵抗性変動要因の解明 8～11 病害虫

(3) 環境管理による施設野菜等の病害虫 ア 灰色かび病、葉かび病等の温湿度コント 9～11 病害虫

防除技術の確立 ロ－ルによる制御技術

(ｱ) 果菜類（ﾄﾏﾄ）

〔研究的業務〕

革新的農業技術・経営実証モデル事業 7～ 病害虫

肥料費低減対策推進事業 土壌作物栄養

〔畜産環境１〕

１ 寒冷地に対応した低コスト糞尿処理技

術の確立

(1) 低コストな良質堆肥生産技術の確立 ア 副資材を活用した良質堆肥生産技術の確 9～11 飼料生産

立

(2) 低コストな汚水処理技術の確立 ア 酪農汚水簡易処理施設の開発 9～11 飼料生産

２ 畜舎施設の衛生環境改善技術の確立

(1) 畜舎及び糞尿処理施設の臭気低減技 ア 家畜排泄物脱臭装置による臭気低減技術 8～11

術の確立 の確立

〔保鮮流通１〕

１ 農畜産物の品質評価技術および高品質

農畜産物生産技術の確立

(3) 栽培条件と収穫後品質変化との関係 ア 栽培条件が収穫後農産物の品質保持性に

の解明 及ぼす影響の解明

(ｱ) 有機肥料施用が雨よけトマトの栄養成 9～12 保鮮流通技術

分含量と日持ち性に及ぼす影響の解明

(4) 農産物の栄養成分向上に寄与する栽 ア 農産物の各種栄養成分含量と土壌環境条

培条件の解明 件との関係の解明

(ｱ) 雨よけほうれんそうの各種栄養成分含 8～9 保鮮流通技術

量と土壌窒素動態との関係の解明
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(ｲ) 雨よけトマトの各種栄養成分含量と土 9～12 保鮮流通技術

壌環境条件との関係の解明

イ 温度・土壌物理条件が農産物の食味及び

栄養成分含量に及ぼす影響の解明

(ｱ) ほうれんそうの栄養成分に及ぼす温度 8～9 保鮮流通技術

・土壌物理条件の影響の解明

ウ 肥料形態及び有機物施用が農産物の内部

及び外部品質に及ぼす影響の解明

(ｱ) 緩効性肥料の表層施肥がりんごの品質 5～9 保鮮流通技術

に及ぼす影響の解明

エ 岩手特産物の作型・栽培環境の違いによ 9～12 保鮮流通技術

る栄養成分含量の変動

オ 地帯別産米の食味関連成分向上技術

(ｱ) 地域・土壌タイプ別の食味関連成分の 8～9 保鮮流通技術

実態と食味向上のための施肥基準の設定

２ 農産物の流通技術の確立

(2) 農産物の鮮度保持技術の開発 ア ＭＡ包装資材等の利用による農産物の低

コスト貯蔵・流通技術の開発

(ｱ) りんご早生品種の保鮮技術の開発 6～10 保鮮流通技術

(ｲ) ＭＡ包装によるさやえんどう保鮮流通 8～10 保鮮流通技術

技術の開発

(ｳ) 前処理剤利用によるゆり切り花の短期 7～10 保鮮流通技術

氷蔵技術の開発

(ｴ) りんどうの需要期対応のための短期貯 9～12 保鮮流通技術

蔵技術の開発

(3) 農産物の低コスト貯蔵技術の開発 ア 農産物の低温代謝生理の把握と好適予冷

貯蔵条件の解明

(ｱ) 氷温貯蔵による西洋なし「ラ・フラン 7～10 保鮮流通技術

ス」の長期貯蔵法の開発

(ｲ) ぶどう大粒種の高品質貯蔵技術の開発 9～11 保鮮流通技術

(ｳ) 砕氷封入によるブロッコリー栄養成分 9～10 保鮮流通技術

保持技術の確立

〔保鮮流通２〕

１ 農産物高度利用のための加工技術の確

立

(1) 農産物加工適性の評価技術の確立 ア 栽培条件と農産物加工適性との関係の解 9～12 保鮮流通技術

明

イ 農産物加工品の品質評価法の確立

(ｱ) 既存特別表示食品の成分等実態分析 7～12 保鮮流通技術

(ｲ) 地域推奨品認証対象品の成分等分析 7～12 保鮮流通技術

(3) 地場農産物の特性を高度に利用した ア 地域特産物を利用した加工食品の開発 9～12 保鮮流通技術

加工食品の開発 イ 浅漬等農産物加工品の低コスト・高品質

貯蔵技術の開発

(ｱ) わさび加工品の高品質氷温貯蔵法の開 9 保鮮流通技術

発



- 52 -

主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(ｲ) 芭蕉菜浅漬の高品質氷温貯蔵法の開発 9～12 保鮮流通技術

〔研究的業務〕

地域特産物発掘導入事業 6～12 保鮮流通技術

〔乳用牛１〕

１ 胚移植及び情報解析技術を活用した高

能力牛の生産技術の確立

(1) 胚移植技術を応用した高能力牛の造 ア 胚移植技術を応用した高能力牛の造成

成 (ｱ) 胚移植技術を活用した乳成分改良牛群 8～12 家畜飼養

の調査

(4) 牛群検定等情報の解析 ア 乳用牛群検定情報利用技術 5～13 家畜飼養

２ 高能力牛群管理技術の確立

(1) 牛群構成に適応した群分け技術の確 ア 高能力牛群管理システムの確立

立 (ｱ) 高能力牛群に適応した飼養管理技術の 4～12 家畜飼養

確立

(3) 乾乳期及び分娩前後の管理技術の確 ア 高能力牛の１年１産にむけた地域飼料資

立 源を活用する栄養管理システムの確立

(ｱ) 連産性向上のための栄養管理技術の開 7～9 家畜飼養

発

(ｲ) 健康モニタリングと生産病予防技術の 7～9 家畜飼養

開発

〔乳用牛２〕

１ 簡易・低ｺｽﾄ・省力管理施設の開発

(2) 簡易乾乳・分娩施設の開発 ア 高能力牛群管理システムの確立

(ｱ) 低コスト施設における牛群省力管理技 4～12 家畜飼養

術の確立

２ 省力群管理施設の利用技術の確立 イ 酪農汚水簡易処理施設の開発 9～11 家畜飼養

(2) 完全自動(ﾛﾎﾞｯﾄ)搾乳機等を応用し ア 完全自動（ロボット）搾乳機等を応用し 9～13 家畜飼養

た超省力管理技術の開発 た超省力管理技術の確立

〔肉用牛１〕

１ 産肉能力検定方法の確立による優良種

雄牛の作出とその効率利用技術の確立

(1) 黒毛和種産肉能力検定 ア 黒毛和種産肉能力検定（間接法） 62～13 種山畜産

62～13 種山畜産

イ 県有種雄牛の能力調査 9～11 種山畜産

(3) 日本短角種産肉能力検定 ア 日本短角種産肉能力検定（直接法） 45～13 家畜育種

イ 日本短角種産肉能力検定（間接法） 48～13 家畜育種

(5) 効率的な精液生産技術の開発 ア 精液の希釈方法を中心とした高位凍結処 9～ 種山畜産

理技術の確立

〔肉用牛２〕

１ 育種価推定システムの確立と分割胚移

植技術の活用による優良種畜の大量確保

技術の開発
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(1) 個体別生涯生産情報を利用した種畜 ア 血統情報及び超音波利用による種畜評価 9～13 家畜育種

評価 技術の確立 技術の確立

(3) 分割胚移植双子による優良種雄牛作 ア 分割胚由来一卵性双子を用いた優良種畜 9～13 家畜工学

出技術の確立 作出システムの確立

〔肉用牛３〕

１ 粗飼料多給による低コスト、高品質肥

育技術の開発

(3) 微量成分等の添加及び制御による高 ア バイパス油脂給与が黒毛和種去勢牛の産 7～10 家畜育種

品質牛肉生産技術の開発 肉性に及ぼす影響

３ 肥育素牛の能力に合致した肥育技術の

開発

(1) 肥育素牛の早期能力判定技術の開発 ア 黒毛和種肥育素牛の早期能力判定技術の 8～13 家畜育種

開発

〔肉用牛4〕

１ 夏山冬里飼養方式の確立や子牛の生産 （北上山地における大規模草地の高度利用

性向上等による優良子牛の低ｺｽﾄ生産技 による放牧牛の集団繁殖・育成管理技術

の開発 の確立）

(1) 放牧を組み入れた低ｺｽﾄ黒毛和種生 ア 北上山地における黒毛和種繁殖経営の体

技術の確立 系化現地実証

(ｱ) 黒毛和種放牧牛群の省力管理及び低コ 6～10 外山畜産

スト草地管理技術の現地実証と経営経済

評価

イ 黒毛和種放牧牛の省力的牛群・繁殖管理

及び草地管理技術の開発

(ｲ) 子牛専用草地と別飼いによる子牛の発 6～10 外山畜産

育向上技術

(5) 山間高冷地における省力的衛生管理 ア 放牧牛の位置センシング等による省力安 7～11 外山畜産

法の開発 全放牧システムの開発

〔養豚１〕

１ 新たな選抜形質・選抜手法確立による

寒冷地向き優良交雑豚生産のための純粋

種豚の系統造成

(1) 肢蹄に及ぼす遺伝・飼養環境要因の ア 肢蹄の評価法の検討と健脚な豚育成のた 5～9 家畜育種

解明と評価法の確立 めの飼養管理技術の確立

(2) 繁殖性に及ぼす遺伝・飼養環境要因 ア 高能力、高品質、斉一性の高いランドレ 5～12 家畜育種

の解明と評価法の確立 －ス種の系統造成

(3) 豚の産肉性および肉質特性評価法の ア 家畜のＤＮＡマ－カ－による選抜技術の 6～10 家畜育種

確立 開発

〔養鶏１〕

１ 先端技術の活用による寒冷地向き高品

質肉用鶏の開発と飼養技術の確立

(2) 在来の日本鶏を活用した高品質肉用 ア 岩手地鶏、軍鶏の効率的利用による高品 8～12 家畜育種
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

鶏の作出 質鶏の作出

イ 高能力・高品質ロ－ド種の維持 7～13 家畜育種

ウ 優良鶏性能調査 2～13 家畜育種

エ 岩手地鶏保存事業 62～13 家畜育種

〔草地飼料１〕

１ 地域適応性に優れた粗飼料の草種・品

種の選定

(1) とうもろこし系統適応性検定試験 ア とうもろこし系統適応性検定試験 55～13 飼料生産

(2) とうもろこし奨励品種決定基本調査 ア とうもろこし奨励品種決定基本調査 54～13 飼料生産

(3) とうもろこし市販品種特性比較試験 ア うもろこし市販品種特性比較試験 54～13 飼料生産

(4) 採草用適草種・品種の選定試験 ア 採草用牧草の品種選定試験

(ｱ) リ－ドカナリ－グラス 6～9 飼料生産

(ｲ) オ－チャ－ドグラス 8～10 飼料生産

(ｳ) アカクロ－バ 7～9 飼料生産

(ｴ) アルファルファ 8～10 飼料生産

２ 地域適応性に優れた草種・品種の安定 （新品種導入等を基幹とした公共草地の高） 9～13 飼料生産

生産技術の確立 度利用技術）

(1) 利用目的に適合した草種・品種の組 ア 採草地の機能強化のための良質粗飼料生

合せ技術の確立 産技術の開発

(ｱ) 新品種導入による標高別採草地の草種 9～13 飼料生産

・品種の新組み合わせ選定

イ 黒毛和種放牧牛の省力的牛群・繁殖管理

及び草地管理技術の開発

(ｲ) 子牛専用草地の草種選定 6～10 飼料生産

ウ ﾘ-ﾄﾞｶﾅﾘ-ｸﾞﾗｽの栽培特性 6～9 飼料生産

〔草地飼料２〕

１ 牧草・飼料作物の低コスト生産・調製

技術の確立

(1) 草地・飼料畑における強害雑草防除 ア 牧草・飼料作物の耕種的方法による雑草 8～10 飼料生産

技術の確立 防除技術

(2) 牧草・飼料作物の低ｺｽﾄ肥培管理技 ア ｱﾙﾌｧﾙﾌｧを主体とした地域飼料資源の有 7～9 飼料生産

の確立 効利用技術の開発

(4) 高品質粗飼料の調製技術の確立 ア 高泌乳牛の飼養拡大に対応するアルファ 7～10 飼料生産

ルファ栽培・調整技術の実証

イ 草種の組み合わせによる適期収穫調製体 8～10 飼料生産

系の確立

(5) 粗飼料の簡易品質評価法の確率 ア 黒毛和種放牧牛の省力的牛群・繁殖管理

及び草地管理技術の開発

(ｱ) ロールペールラップサイレージの簡易 6～10 飼料生産

品質評価法の確立

２．飼料作物の生育及び生産環境情報の活

用による生育診断・制御技術の開発

(1) 牧草・飼料作物の気象感応試験 ア 牧草の気象感応試験 41～13 飼料生産

３ 低・未利用資源の高度利用技術の開発
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主 要 研 究 課 題 小課題・細目課題 期間 担当研究室

(3) 粗飼料資源である野草の有効利用技 ア ｼﾊﾞﾑｷﾞの生態特性の解明 8～12 飼料生産

術の開発

〔草地飼料３〕

１ 高標高、傾斜地に適した粗飼料の草種

・品種の選定

(3) 放牧子牛専用適草種の選定 ア 放牧子牛専用適草種の選定 6～10 外山畜産

２ 粗飼料生産基盤強化技術の確立

(2) マクロシ-ドペレット利用による簡 ア 野草地へのマクロシマ-ドペレット利用 6～10 外山畜産

牧草導入技術の確立 による簡易草地改良

３ 粗飼料安定生産技術の確定

(2) シバ型草地の長期安定利用技術の確 ア 半自然草地の遷移機構

立 (ｱ) 北上山地シバ型草地の長期安定利用技 1～10 外山畜産

術の確立

(3) 急傾斜地草地の維持管理技術の確立 イ 黒毛和種放牧牛の省力的牛群・繁殖管理

及び草地管理技術の開発

(ｱ) ラジコントラクタ-を利用した放牧地 6～10 外山畜産

の生産性向上技術の開発

(ｲ) 鶏糞の有効利用技術の確立 9～11 外山畜産

(4) 日本短角種の放牧条件による山林原 ア 中山間広葉樹林帯における肉用牛の水土 6～10 外山畜産

野の有効活用と水土保全技術の確立 保全型放牧技術の確立
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４ 共同研究の推進

(1) 地域基幹農業技術体系化促進研究

研 究
課 題 名 相手方 研 究 の 内 容 担当部所

期 間

(1)やませ常襲地帯における 青森農試 ６～10 大区画湛水直播による低コスト稲作技術体系の確立 農産部

水稲低コスト安定生産技術 宮城農セ

(2)早期多収技術を基幹とし 山形農試 ６～10 大規模リンゴ栽培地帯における省力、低コスト、高 園芸畑作部

た高品質りんごの低コスト 福島農試 品質果実の生産技術

長野中信農試生産技術

(3)機械の汎用利用・複数作 山形農試 ７～11 北上山系地域における新規導入作物を組み入れた高 園芸畑作部

業同時化による特用作物の 福島農試 品質機械化輪作栽培技術の実証

長野中信農試高品質畑輪作技術

(4)寒冷地大規模水稲作にお 宮城農セ ８～12 メッシュ土壌情報の高度化および稲作生産環境評価 生産環境部

ける省力・安定生産技術 福島農試 技術の開発

山形農試

(5)野菜の省力機械化技術を ９～13 岩手県北部山麓地帯における露地野菜を中心とした 県北農業研北海道北見農試

基幹とした大規模畑輪作技 機械化畑輪作定型の確立 究所北海道上川農試

術 福島農試

(6)放牧利用等による肉牛の ６～10 北上山地における大規模草地の高度利用による黒毛 畜産研究所北海道新得畜試

大規模低コスト生産 青森畜試 和種放牧牛の集団繁殖・育成管理技術の確立

福島畜試

(7)新品種の導入等を基幹と ９～13 北上山地における公共草地の高度利用のための貯蔵 畜産研究所北海道根釧農試

した公共草地の高度利用技 粗飼料生産・供給システムの確立北海道新得畜試

術 青森畜試

(8)牛の省力的安全放牧管理 熊本農セ ７～11 放牧牛の位置センシング等による省力安全放牧シス 畜産研究所

に関する研究開発 テムの開発

(9)新規地域特産物等の大量 三重農セ ７～11 高機能性畑作物・地域特産作物の活用等地域活性化 県北農業研

増殖、農地における斜面の 山口農試 のための新技術開発 究所

果樹試整備等に関する研究開発 徳島

高知農セ

(2) 農業関係地域重要新技術開発促進事業

研 究
課 題 名 相手方 研 究 の 内 容 担当部所

期 間

(1)性フェロモンおよび天敵 福島園試 ８～12 リンゴの主要なリン翅目害虫（ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ等）を対象 生産環境部

利用を基軸としたリンゴと 秋田 に性フェロモンによる交信攪乱技術や減農薬防除体果樹試

モモ害虫の減農薬防除技術 長野 系化での天敵の利用技術を開発する。果樹試

の開発
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研 究
課 題 名 相手方 研 究 の 内 容 担当部所

期 間

(2)寒冷地施設利用花き生産 ﾌﾗﾜｰｾﾝﾀ ９～11 ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ・ｽﾀｰﾁｽの作期拡大技術の確立と、ｽﾄｯｸ･ﾕﾘ 園芸畑作部

のスリーシーズン化に向け 21 類の高品質化技術の確立を行う。あおもり

た高品質安定生産技術の確 山形園試

立

(3) 岩手県生物工学研究所との共同研究

課 題 名 担当研究室

キチナーゼ遺伝子を導入した水稲系統のいもち病抵抗性評価 応用生物工学

いもち病抵抗性遺伝子に連鎖するＤＮＡマーカーの検出 応用生物工学

外国稲の低温抵抗性等品種特性の検定・評価 水稲育種

銘柄米開発

クローン増殖したスターチスの実用特性調査 花き

南部園芸

エゾリンドウ系の大量増殖技術の確立 応用生物工学

りんどう病原ウイルス（ＣＭＶ等）の検出・診断技術の利用 応用生物工学

ｂａｒ遺伝子を導入したりんごの薬剤耐性評価 応用生物工学

キチナーゼ遺伝子を導入したりんごの糸状菌病抵抗性評価 応用生物工学

(4) 大学との共同研究

研 究
課 題 名 相手方 研 究 の 内 容 担当研究室

期 間

(1)イオンバランスによる乳 岩手大学 ７～９ 飼料中のカリとカルシウム含有量を比較し、分娩前 家畜飼養

熱予防 家畜内科 後の血中カルシウム濃度による乳熱の発症率を比較

講座 する。

(2)リモセン技術等によるメ 岩手大学 ８～12 土壌腐食マップ作成のため、土壌タイプと腐植含量 土壌作物栄

ッシュ生産環境情報の高度 知能情報 の異なる土壌を採種し、水分を段階的に変えた場合 養

化 工学講座 の分光反射特性を検討する。

(3)バイパス油脂給与が黒毛 東北大学 ９～10 飼料の摂取量が停滞・減少する肥育末期のバイパス 家畜育種

和種去勢牛の産肉性に及ぼ 生物生産 油脂給与が産肉性に及ぼす影響を解明する。

す影響 学科
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５ 現地試験の実施

内 容 （ 試験研究課題名 ） 市町村名 地 区 名 担当部所・研究室

良質・良食味米生産技術の実証 花巻市 西宮野目 農産部水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 金ヶ崎町 高谷野原 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 江刺市 稲瀬 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 紫波町 犬吹森 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 紫波町 水分 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 雫石町 御所 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 雫石町 南田圃 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 石鳥谷町 南寺林 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 前沢町 古城 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 滝沢村 牧野林 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 胆沢町 北大畑平 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 東和町 前田 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 平泉町 長島 水田作研究室

良質・良食味米生産技術の実証 水沢市 北常磐 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 遠野市 青笹 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 花巻市 矢沢 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 玉山村 好摩 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 山田町 荒川 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 紫波町 大巻 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 紫波町 南日詰 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 雫石町 上野 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 松尾村 野駄 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 沢内村 川舟 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 沢内村 前郷 水田作研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 北上市 和賀 水田作研究室

無人ヘリ散布による水田除草剤の実用性 北上市 和賀 水田作研究室

雑草防除大規模試験（適２試験） 花巻市 西宮野目 水田作研究室

雑草防除大規模試験（適２試験） 北上市 飯豊 水田作研究室

大規模稲作経営肥培管理自動制御システムの実用化 遠野市 綾織 水田作研究室

大区画湛水直播による低コスト稲作技術の確立 花巻市 宮野目 水田作研究室

低コスト省力生産技術実証試験 紫波町 土舘 水田作研究室

不良環境地帯向け品種の開発 沢内村 高下 水稲育種研究室

穂いもちほ場抵抗性特性検定 雫石町 鶯宿 水稲育種研究室

水稲ロングマット水耕苗の育苗・移植技術の確立 紫波町 土舘 生産工学研究室

りんどう施肥機の開発改良 安代町 生産工学研究室

大区画ほ場における水稲安定生産のための省力水管理技 水沢市 佐倉河 銘柄米開発研究室

術の実証

奨励品種決定現地調査（水稲） 一関市 厳美 銘柄米開発研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 花泉町 花泉 銘柄米開発研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 胆沢町 小山 銘柄米開発研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 藤沢町 新沼 銘柄米開発研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 陸前高田市 竹駒 銘柄米開発研究室

穂いもちほ場抵抗性特性検定 金ヶ崎町 六原 銘柄米開発研究室

ぶどう新品種の高品質安定生産技術の実証 花巻市 矢沢 園芸畑作部果樹研究室

奨励品種決定現地調査（麦・豆） 玉山村 下田 野菜畑作研究室
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内 容 （ 試験研究課題名 ） 市町村名 地 区 名 担当部所・研究室

奨励品種決定現地調査（麦・豆） 前沢町 古城 園芸畑作部野菜畑作研究室

奨励品種決定現地調査（麦・豆） 東山町 長坂 野菜畑作研究室

奨励品種決定現地調査（麦・豆） 藤沢町 要害 野菜畑作研究室

高品質機械化輪作栽培技術の実証 滝沢村 姥屋敷 野菜畑作研究室

施設ピーマンを中心とした大規模経営構築のための技術 石鳥谷町 新堀 野菜畑作研究室

開発実証

いわて型養蚕の実証 花泉町 油島 蚕桑技術研究室

花き育苗施設の有効活用による産地拡大 室根村 釘子 南部園芸研究室

農漁業混在型中山間地における花き複合経営 陸前高田 小友 南部園芸研究室

三陸なばなの長期継続出荷による産地定着 大槌町 沢山 南部園芸研究室

地域特産物に対する農薬の適用性の確立 玉山村 生出 生産環境部環境保全研究室

農薬残留調査 花巻市 環境保全研究室

とびっきり環境保全型産地育成推進事業 玉山村 下田 環境保全研究室

とびっきり環境保全型産地育成推進事業 雫石町 御明神 環境保全研究室

水田地力富化の実態と適正施肥量指針策定 石鳥谷町 江曽 環境保全研究室

土壌汚染防止対策技術の確立 湯田町 下前 環境保全研究室

農薬水質影響調査 雫石町 環境保全研究室

オンシツヤコバチによるコナジラミ類の防除 江刺市 稲瀬 環境保全研究室

農薬残留対策調査 北上市 環境保全研究室

フェロモンを利用したアブラナ科野菜のコナガ総合防除 水沢市 佐倉河他 環境保全研究室

技術の確立

りんごのもも害虫の農薬防除技術の開発 花巻市 山の神 病害虫研究室

りんご病害虫の省農薬防除体系の確立 紫波町 長岡 病害虫研究室

りんご病害虫の省農薬防除体系の確立 胆沢町 病害虫研究室

新農薬の効果検定と防除基準の作成 大東町 病害虫研究室

いもち病発生予察法の改善（ほ場微気象観測） 玉山村 病害虫研究室

いもち病発生予察法の改善（ほ場微気象観測） 雫石町 赤滝 病害虫研究室

いもち病発生予察法の改善（ほ場微気象観測） 雫石町 西山 病害虫研究室

いもち病発生予察法の改善（ほ場微気象観測） 雫石町 御明神 病害虫研究室

いもち病発生予察法の改善（発生消長調査） 雫石町 御明神 病害虫研究室

いもち病防除試験 雫石町 御明神 病害虫研究室

新農薬の効果検定と防除基準の作成 金ヶ崎町 六原 病害虫研究室

新農薬の効果検定と防除基準の作成 平泉町 長島 病害虫研究室

新農薬の効果検定と防除基準の作成 北上市 後藤 病害虫研究室

ほうれんそう萎ちょう病防除試験 遠野市 砂込 病害虫研究室

無人防除機等の新技術開発と実用化 岩手町 病害虫研究室

雨よけほうれんそうの各種栄養成分含量と土壌窒素動態 松尾村 松尾 保鮮流通技術研究室

との関係の解明

雨よけほうれんそうの各種栄養成分含量と土壌窒素栄養 西根町 田頭 保鮮流通技術研究室

との関係の解明

地域・土壌タイプ別の食味関連成分の実態と食味向上の 花巻市 保鮮流通技術研究室

ための施肥基準の設定

地域・土壌タイプ別の食味関連成分の実態と食味向上の 雫石町 保鮮流通技術研究室

ための施肥基準の設定

地域・土壌タイプ別の食味関連成分の実態と食味向上の 盛岡市 保鮮流通技術研究室

ための施肥基準の設定
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内 容 （ 試験研究課題名 ） 市町村名 地 区 名 担当部所・研究室

地域・土壌タイプ別の食味関連成分の実態と食味向上の 西根町 生産環境部保線流通技術研究室

ための施肥基準の設定

血統情報及び超音波利用による種畜評価技術の確立 安代町 畜産研究所家畜育種研究室

血統情報及び超音波利用による種畜評価技術の確立 釜石市 家畜育種研究室

血統情報及び超音波利用による種畜評価技術の確立 岩泉町 家畜育種研究室

血統情報及び超音波利用による種畜評価技術の確立 玉山村 家畜育種研究室

血統情報及び超音波利用による種畜評価技術の確立 山形村 家畜育種研究室

血統情報及び超音波利用による種畜評価技術の確立 浄法寺町 家畜育種研究室

血統情報及び超音波利用による種畜評価技術の確立 盛岡市 家畜育種研究室

血統情報及び超音波利用による種畜評価技術の確立 川井村 家畜育種研究室

胚移植技術を活用した乳成分改良牛群の調査 千厩町 奥玉 家畜育種研究室

胚移植技術を活用した乳成分改良牛群の調査 千厩町 小梨 家畜育種研究室

高泌乳牛の飼養拡大に対応するアルファルファ栽培調整 滝沢村 花平 飼料生産研究室

技術の実証

北上山地における黒毛和種繁殖経営の体系化現地実証 遠野市 貞任 外山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 衣川村 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 一関市 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 遠野市 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 花巻市 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 金ヶ崎町 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 江刺市 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 紫波町 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 雫石町 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 水沢市 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 石鳥谷町 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 千厩町 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 前沢市 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 胆沢町 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 東和町 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 藤沢町 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 北上市 種山畜産研究室

超音波肉質測定装置による肉質調査 矢巾町 種山畜産研究室

ネギ病害虫発生状況調査 九戸村 川向 県北農業研究所営農技術研究室

作型を利用したレタスの無農薬栽培技術 一戸町 奥中山 営農技術研究室

施設栽培における土壌中の硝酸態窒素と品質の関係 軽米町 山内 営農技術研究室

新農薬の実用化 軽米町 円子 営農技術研究室

生育診断予測と対応技術 一戸町 中山 営農技術研究室

土地利用型野菜における省力機械化体系の確 西根町 田頭 営農技術研究室

畜産由来資源の有効活用技術の開発 軽米町 山内 営農技術研究室

畜産由来資源の有効活用技術の開発 軽米町 米田 営農技術研究室

土壌蓄積リン酸利用による施肥リン酸減肥 軽米町 高家 営農技術研究室

土壌蓄積リン酸利用による施肥リン酸減肥 久慈市 大川目 営農技術研究室

土壌蓄積リン酸利用による施肥リン酸減肥 九戸村 山根 営農技術研究室

やませ地帯に適応した花き品目の省力・安定生産技術の 久慈市 宇部 産地育成研究室

開発
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内 容 （ 試験研究課題名 ） 市町村名 地 区 名 担当部所・研究室

県北中山間地域における園芸品目の省力・高品質生産技 九戸村 伊保内 県北農業研究所産地育成研究室

術の開発

露地と施設の組み合わせによる園芸品目の周年生産技術 一戸町 小友 産地育成研究室

の確立

レタス優良品種の選定 一戸町 中山 産地育成研究室

野菜の省力機械化技術を基幹とした大規模畑輪作技術の 大野村 帯島 産地育成研究室

実証

かけはし作期試験 久慈市 大川目 やませ利用研究室

かけはし作期試験 二戸市 下斗米 やませ利用研究室

かけはし施肥法試験 久慈市 大川目 やませ利用研究室

ユメコガネ施肥法試験 一戸町 奥中山 やませ利用研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 一戸町 奥中山 やませ利用研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 種市町 宿戸 やませ利用研究室

奨励品種決定現地調査（水稲） 浄法寺町 浄法寺 やませ利用研究室

新需要穀類に適応した機械化作業体型の確立 軽米町 野場 やませ利用研究室

地域振興作物の特性評価 軽米町 野場 やませ利用研究室

地域振興作物の特性評価 千厩町 やませ利用研究室

奨励品種決定現地調査（麦・豆） 二戸市 福岡 やませ利用研究室

革新的農業技術・経営現地実証 軽米町 野場 やませ利用研究室

新規導入作物を組み入れた高品質機械化輪作栽培技術の 軽米町 野場 やませ利用研究室

実証

大規模野菜専作経営の実証と持続型産地育成 普代村 和野山 やませ利用研究室





 

 

 

 

 

 

III 試験研究の成果 
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１ 試験研究成果

区 分 農産部門 園芸畑作部門 総合部門 畜産部門 計

普 及 ６ １４ ４ ８ ３２

指 導 １０ １０ １２ ６ ３８

行 政 ４ ０ ３ １ ８

研 究 １３ ６ ５ ５ ２９

計 ３３ ３０ ２４ ２０ １０７

○ 普及（普及に移しうる成果）

農家等へ普及することによって、経済効果や経営改善等が見込ま

れる成果。

○ 指導（技術指導に参考となる成果）

普及員等指導者の技術指導上の参考として適当と認められる成果。

○ 行政（行政施策等に反映すべき成果）

行政からのニーズに対応した研究成果等で、行政施策の企画等に

参考になると認められるもの。

○ 研究（技術開発に有効な成果）

新しい技術の試みで、今後の試験研究により技術に仕上げられる

可能性のあるもの及び技術の基礎的知見、研究手法等に関するもの。

(1) 普及に移しうる成果

部門 No. 課 題 名 提案研究室 備考

１ 農業用無人ヘリコプター利用による水稲用フロアブル除草剤の散布技術 水田作

生産工学

生産工学

水田作

農 ２ 岩手県における水稲プール育苗技術 銘柄米開発

病害虫

産 やませ利用

部 ３ 平成１０年度雑草防除基準に採用した水稲除草剤 銘柄米開発

水田作

門

４ 平成１０年度成長調整剤使用基準に採用した水稲倒伏軽減剤 銘柄米開発

５ 水稲オリジナル品種「かけはし」を用いた県北地域における稚苗移植栽培 やませ利用

６ 水稲品種「ユメコガネ」の生育・栄養診断基準と栽培法 やませ利用

営農技術
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部門 No. 課 題 名 提案研究室 備考

７ 品種 ぶどう「ハニーブラック」 果樹

８ 植物生育調節剤ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ水和剤によるおうとうの新梢伸長抑制効果 果樹

９ りんご園の早期成園化のためのポット養成苗利用による大苗移植栽培法 果樹

園 10 ハウスきゅうりの遅出し作型における不耕起栽培法 野菜畑作

芸 11 ハウスピーマンの規模拡大に対応した半放任型２本仕立法 野菜畑作

畑 12 品種 切り花用りんどう「ポラーノブルー」 花き

作 13 品種 鉢物用りんどう「あおこりん」 花き

部 14 品種 鉢物用りんどう「ももこりん」 花き

門 15 ﾌﾟﾚﾙｰﾃｨﾝｸﾞ処理によるｵﾘｴﾝﾀﾙ系ゆりの品質向上技術（追補） 花き

---処理温度、処理期間---

16 短日処理による促成いちごの前進作型 南部園芸

17 短日処理による10月出しトルコギキョウの品質向上技術 南部園芸

18 品種 スィートコーン「キャンベラ９０」 産地育成

19 品種 レタス「サマーランド」 産地育成

20 アワ、ヒエ、キビの優良系統の選定 やませ利用

総 21 平成１０年度病害虫防除基準に採用した主な殺虫剤、殺菌剤 病害虫

合 22 アブラムシ忌避資材によるリンドウモザイク病の防除技術 病害虫

部 23 りんどうの出荷調整のための短期貯蔵法 保鮮流通技術

門 24 ＭＡ包装段ボール箱によるさやえんどうの鮮度保持法 保鮮流通技術

25 豚の投薬早期隔離離乳による清浄化技術 家畜育種

26 仕上げ飼料(抗生剤無添加)による南部かしわの肥育 家畜育種

畜 27 ロックウール脱臭装置による家畜糞尿悪臭防除技術 飼料生産

産 28 おが屑脱臭装置による家畜糞尿悪臭防除技術 飼料生産

部 29 品種 アカクローバ「マキミドリ」 飼料生産
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部門 No. 課 題 名 提案研究室 備考

門 30 品種 リードカナリーグラス「ベンチャー 「パラトン」 飼料生産」

31 品種 飼料用とうもろこし「ナスホマレ」 飼料生産

32 平成10年度雑草防除基準に採用した飼料用とうもろこし用除草剤「ジメテ 飼料生産

ナミド乳剤」

(2) 技術指導に参考となる成果

部門 No. 課 題 名 提案研究室 備考

水田作

１ 平成９年における水稲生育の特徴と作柄・品質に影響した要因の解析 銘柄米開発

土壌作物栄養

病害虫

やませ利用

水田作

水稲育種

生産工学

２ 指導資料「いわて純情米品質・食味向上の手引き」 銘柄米開発

農 土壌作物栄養

保鮮流通技術

産 やませ利用

部 ３ 平成９年藤沢町で発生した水稲黄化萎縮病の被害解析 水田作

銘柄米開発

門

４ 新しい水稲育苗培土の実用性 水田作

５ 表層砕土同時田植機の特徴と利用法 生産工学

土壌作物栄養

６ 野菜栽培管理ビークルの作業特性 生産工学

営農技術

７ りんどう施肥管理機の開発 生産工学

花き

８ 汎用コンバインの改良とそれを用いたアマランサス収穫法 営農技術

生産工学

９ 揺動型比重選別機の改良とそれを用いたアマランサス調製法 営農技術

生産工学
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部門 No. 課 題 名 提案研究室 備考

10 水稲オリジナル品種「かけはし」の発育指数（ＤＶＩ）パラメータの変更 やませ利用

11 訪花昆虫に影響の少ない蟻酸カルシウムの開花期散布がりんごの結実に及 果樹

ぼす影響

12 低温によるりんごの果梗障害が果実の生育に及ぼす影響 果樹

園

13 わい化りんご園の樹冠下管理に対応した果樹園用中耕除草機の作業特性 果樹

芸

14 醸造用二条大麦の春まき栽培技術 野菜畑作

畑

15 りんどうの有効積算温度による開花予測 花き

作

16 りんどう「ポラーノホワイト」の生育不良株の発生防止対策 花き

部

17 反射資材の利用によるストックの品質向上技術 花き

門 (1) 反射フィルムのマルチ利用

18 簡易調製飼料による蚕の人工飼料育期間の拡大 蚕桑技術

19 岩手県における桑の新品種の栽培特性 蚕桑技術

20 平成９年春蚕期に異常発生したカイコノウジバエによる蚕繭被害事例 蚕桑技術

21 水稲直播栽培を試験的に導入している農家の経営的評価 農業経営

22 大区画圃場整備地区における集落営農の促進方策と組織化の効果 農業経営

23 りんどうの需要動向分析 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

24 きゅうりの無農薬・無化学肥料栽培の収量性 環境保全

総

25 初期溶出抑制肥効調節型肥料による水稲育苗箱全量施肥技術の特徴 土壌作物栄養

合 銘柄米開発

営農技術

部

26 りんご樹に対する有機物施用と果実品質 土壌作物栄養

門

27 県中南部りんどう畑の土壌環境実態 土壌作物栄養

28 りんどう病害虫の発生予察調査基準 病害虫

29 りんご斑点落葉病対象の防除回数削減技術 病害虫

30 ほうれんそう土壌病害発生圃場におけるカニ殻発酵資材の使用方法と施用 病害虫

効果
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部門 No. 課 題 名 提案研究室 備考

31 りんご早生品種「さんさ」の鮮度保持 保鮮流通技術

－冷熱輻射方式貯蔵庫及びＭＡ包装段ボール箱等の効果－

32 りんご「王林」に対する初期溶出抑制肥効調節型肥料の施用効果 保鮮流通技術

33 黒毛和種放牧子牛のその後の産肉性 家畜育種

畜 34 日本短角種の遺伝的産肉能力の推移 家畜育種

産 35 日本短角種産肉能力検定（直接法）成績 家畜育種

部 36 日本短角種産肉能力検定（間接法）成績 家畜育種

門 37 受卵牛の選定および受胎に及ぼす各種要因 家畜工学

38 リードカナリーグラスの栽培と利用 飼料生産

(3) 行政施策等に反映すべき成果

部門 No. 課 題 名 提案研究室 備考

１ 比重選別機による水稲種子の精選精度向上技術 水田作

農 ２ 水稲原種・原々種生産 水田作

産 生産工学

３ ３ha区画ほ場での高性能農業機械及び省力技術体系の実証 水田作

部 土壌作物栄養

病害虫

門

銘柄米開発

４ 水稲奨励品種の年次別データ比較 水田作

やませ利用

５ 農業者の情報需要と農業情報ネットワーク整備のポイント 農業経営

総合

６ ホップのフキノメイガに対するビフェントリン水和剤の効果と残留性 環境保全

部門

７ 土壌汚染防止対策によるカドミウム濃度の低下実態 環境保全

畜産 ８ 黒毛和種産肉能力検定(間接法)成績 種山畜産

部門
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(4) 研究開発に有効な成果

部門 No. 課 題 名 提案研究室 備考

１ 平成10年度水稲奨励品種決定本調査・現地調査新規供試系統候補 水田作

銘柄米開発

やませ利用

２ 水田の除草剤成分分析のための採水法 水田作

３ 自己拡散型水稲除草剤による周縁散布法の大区画圃場への適用性 水田作

４ 発育指数（ＤＶＩ）を用いた水稲湛水直播栽培の作期策定 水田作

農 銘柄米開発

産 ５ メッシュ気象情報を利用した水田水温の推定 水田作

銘柄米開発

部

６ 平成１０年度水稲新配布系統 水稲育種

門

７ 平成９年度育成地間相互交換水稲系統適応性検定試験結果 水稲育種

やませ利用

８ 水稲の芒性の品種間差異とその冷水処理による影響 水稲育種

９ 自動追尾方式によるほ場均平度の測定法 生産工学

10 平成１０年度水稲新配布系統 銘柄米開発

11 平成９年度水稲系統適応性検定試験結果 銘柄米開発

12 エチレンジアミン四酢酸二カリウム塩を用いた水稲糯品種のアミログラム 銘柄米開発

測定法

13 水稲診断型自動水管理装置の特徴と問題点 銘柄米開発

園 14 ハウスピーマンの盛夏期遮光による収量・品質への影響 野菜畑作

芸 15 スターチス・シヌアータの有望培養系統 花き

南部園芸

畑

16 りんどうのセル苗に対するジベレリン処理効果 花き

作 (1) 処理濃度と処理回数

部 17 三眠蚕を利用した細繊度繭糸素材の生産 蚕桑技術

門 18 ＫＩＴ人工飼料を用いた蚕の１～３齢無菌飼育法 蚕桑技術
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部門 No. 課 題 名 提案研究室 備考

19 天蚕飼料樹「コウリュウ（蒿柳 」の挿木発根性 蚕桑技術）

20 営農リスクと多様な経営目標に対応したＦＡＰＳシステムの適用事例 農業経営

総

21 いもち病少発生地域の気象特性と発生量の評価 環境保全

合

22 チェーンポット苗移植栽培によるホウレンソウ萎ちょう病の発病軽減効果 環境保全

部

23 農業研究センター(本部)造成土壌の化学的諸性質 土壌作物栄養

門

24 平成９年度野菜・花き類病害虫に関する診断依頼傾向 病害虫

25 豚の肢蹄の簡易評価法 家畜育種

畜

26 低ランク胚の凍結保存技術 家畜工学

産

27 ウシ胚の性判別への新たなＹ染色体特異的配列の利用の検討 家畜工学

部

28 飼料用とうもろこしの品種特性比較(平成９年度分) 飼料生産

門

29 山間地におけるＧＰＳを利用した放牧牛の位置センシングの可能性 外山畜産

２ 東北農業試験研究成果

(1) 試験研究成果情報

１）水稲直播栽培を試験的に導入している農家の経営上の特徴（農業経営研究室）

２）水稲オリジナル品種「かけはし」を用いた県北地域における稚苗移植栽培（やませ利用研究室）

３）水稲品種「ユメコガネ」の生育・栄養診断基準と栽培法（やませ利用研究室）

４）エチレンジアミン四酢酸二カリウム塩を用いた水稲 品種のアミログラム測定（銘柄米開発研究室）糯

５）自己拡散型除草剤の周縁散布法の大区画圃場への適応性（水田作研究室）

６）水田除草剤有効成分の水中濃度分析のための採水法（水田作研究室）

７）野菜栽培管理ビークルの作業特性（生産工学研究室）

８）りんどう肥培管理機の開発（生産工学研究室）

９）汎用コンバイン、揺動型比重選別機を用いたアマランサスの収穫・調整法（営農技術研究室）

１０）岩手県における大粒種ブドウ「ハニーブラック」の特性（果樹研究室）

１１）リンゴ園の早期成園化のためのポット養成苗利用による大苗移植栽培法（果樹研究室）

１２）ハウスきゅうりの遅出し作型における不耕起栽培法（野菜畑研究室作）

１３）オリエンタル系ユリのプレルーティングによる品質向上技術（花き研究室）

１４）短日処理による10月出しトルコギキョウの品質向上技術（南部園芸研究室）

１５）アワ、ヒエ、キビの優良系統の選定（やませ利用研究室）

１６）アマランサスの収穫・調整法（営農技研究室術）

１７）簡易調製飼料による蚕の人工飼料育期間の拡大（蚕桑技術研究室）

１８）寒冷地密植桑園における桑新品種の生育特性（蚕桑技術研究室）

１９）平成９年春蚕期に異常発生したカイコノウジバエによる蚕繭被害（蚕桑技研究室術）

２０）KIT人工飼料を用いた蚕の１～３齢無菌飼育法（蚕桑技術研究室）

２１）天蚕飼料樹「コウリュウ」の挿木発根性（蚕桑技術研究室）

２２）ホウレンソウ土壌病害発生圃場におけるカニ穀発酵資材の使用方法と施用方法と効果（病害虫研究室）
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２３）イネいもち病多発地域と少発生地域の気候特性と発生量の評価（環境保全研究室）

２４）ＭＡ包装段ボール箱によるさやえんどうの鮮度保持法（保鮮流通研究室）

２５）冷温高湿貯蔵庫およびＭＡ包装段ボール箱によるりんご「さんさ」の鮮度保持（保鮮流通研究室）

２６）日本短角種の遺伝的産肉能力の推移（家畜育種研究室）

２７）黒毛和種放牧子牛のその後の産肉性（家畜育種研究室）

２８）脱臭装置による家畜糞尿悪臭防除技術（飼料生産研究室）

２９）縦型強制発酵機における木材チップ脱臭装置の脱臭効果と発酵処理豚糞の成分調査（飼料生産研究室）

(2) 東北地域新しい技術シリーズ

８）りんどう肥培管理機の開発（生産工学研究室）

９）汎用コンバイン、揺動型比重選別機を用いたアマランサスの収穫・調整法（営農技術研究室）

１１）リンゴ園の早期成園化のためのポット養成苗利用による大苗移植栽培法（果樹研究室）

１２）ハウスきゅうりの遅出し作型における不耕起栽培法（野菜畑作）

１３）オリエンタル系ユリのプレルーティングによる品質向上技術（花き研究室）

２２）ホウレンソウ土壌病害発生圃場におけるカニ穀発酵資材の使用方法と施用方法と効果（病害虫研究室）

２４）ＭＡ包装段ボール箱によるさやえんどうの鮮度保持法（保鮮流通研究室）



 
 
 
 
 
 

IV 試験研究成果の発表 
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１ 試験成績書等刊行物

資 料 番 号 表 題 名 発行年月 ページ数

岩手県立農業試験場研究報告 第31号

平成６～８年度試験研究成果［経営経済関係］ 9. 9

農業集落の類型化と集落マップの作成 10. 3 68

企画経営９－No.１ 試験研究成果 10. 3 214

農産９－No.１ 平成９年度水稲作用除草剤第２次実用性試験成績書 9.10 58

農産９－No.２ 平成８年度水稲新品種育成試験成績書 9.12 125

農産９－No.３ 平成９年度試験成績概要書 10. 3 271

農産９－No.４ 平成10年度水稲新配布系統成績書（１） 10. 3 15

農産９－No.５ 平成10年度水稲新配付系統成績書（２） 10. 3 24

畜産９－No.１ 10. 3 112平成９年度試験成績書
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２ 学会等研究報告

発 表 者 学 会 開 催
部所・研究室名 発 表 課 題 名 備考・刊行誌等

氏 名 研 究 会 名 年月日

企画経営情報部

農業経営研究 及川 浩一 第40回東北農 9.7.18 経営設計支援システム平成８年度改定版 東北農業研究

室 田中 裕一 業試験研究発 「経営くん」 第50号

表会

村上 和史 第40回東北農 9.7.18 直播栽培技術導入による効果と問題点 東北農業研究

上野 昭成 業試験研究発 第50号

表会

田中 裕一 東北農業経済 9.8.22 大区画圃場整備に対する受益農家の評価 東北農業経済研

学会 と営農意向の変化 究 第34号

中村 勝則 東北農業経済 9.8.22 稲作生産組織の展開方向に関する一考察 東北農業経済研

学会 究 第34号

マーケティン 星野 圭樹 第40回東北農 9.7.18 オリジナル水稲品種の導入条件と地域特 東北農業研究

グ研究室 小笠原義明 業試験研究発 性 第50号

表会

岡田 利之 第40回東北農 9.7.18 公共牧場経営管理のチェックポイント 東北農業研究

堀米 昭男 業試験研究発 第50号

表会

農産部

水田作研究室 一守 貴志 日本雑草学会 9.4.17 大区画水田における省力雑草防除技術 日本雑草学会誌

高橋 政夫 ～18 第１報 CH-907-1kg粒剤の額縁散布と 第42巻 別号

除草効果

日影 勝幸 日本作物学会 9.8.21 メッシュ気象情報を利用した水田水温測 日本作物学会東

畠山 均 東北支部第40 定 北支部会報 第

伊五沢正光 回講演会 40号

一守 貴志 日本雑草学会 10.3.30 大区画水田における省力雑草防除技術 日本雑草学会誌

高橋 政夫 ～31 第２報 CH-907-1kg粒剤の湛水周縁散 第43巻 別号

布法の大区画水田への適応性

高橋 政夫 日本雑草学会 10.3.30 大区画水田における省力雑草防除技術 日本雑草学会誌

一守 貴志 ～31 第３報 水田除草剤有効成分の水中濃 第43巻 別号

度分析のための採水法

水稲育種研究 小綿 寿志 日本作物学会 9.8.21 冷水処理が水稲の芒性に及ぼす影響 日本作物学会東

室 畠山 均 東北支部第40 北支部会報 第

回講演会 40号
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発 表 者 学 会 開 催
部所・研究室名 発 表 課 題 名 備考・刊行誌等

氏 名 研 究 会 名 年月日

農産部

生産工学研究 鶴田 正明 第40回東北農 9.7.18 カード型データベースによる主業型農家 東北農業研究

室 業試験研究発 データベースの構築 第50号

表会

銘柄米開発研 高橋 正樹 日本作物学会 9.8.21 EDTA･2K水溶液を用いた水稲糯品種のアミ 日本作物学会東

究室 他 会東北支部第 ログラム測定について 北支部会報 第

40回講演会 40号

園芸畑作部

果樹研究室 小原 繁 第40回東北農 9.7.18 果樹栽培における機械化 －誘導ケーブ 東北農業研究

藤根 勝栄 業試験研究発 ル式果樹無人防除機の利用法－ 第50号

石川 勝規 表会

新田 優子

鈴木 哲 第40回東北農 9.7.18 ブドウ「紅伊豆」の垣根仕立て法 東北農業研究

小野田和夫 業試験研究発 第50号

表会

藤根 勝栄 園芸学会東北 9.8.20 リンゴのわい性台木の研究 園芸学会東北支

支部講演会 部平成９年度大

会研究発表要旨

佐藤 秀継 園芸学会東北 9.8.21 リンゴ果肉由来の培養組織を利用した果 園芸学会東北支

支部講演会 肉褐変機構の検討 部平成９年度大

会研究発表要旨

野菜畑作研究 深澤 明子 第40回東北農 9.7.18 ナバナ晩生種「はるの輝」の春化処理効 東北農業研究

室 佐々木健治 業試験研究発 果 第50号

阿部 隆 表会

吉田 一衛

高橋 智宏 日本気象学会 9.8.7 水稲の発育指数（ＤＶＩ）による生育予 日本農業気象学

畠山 均 東北支部 測の寒冷地直播への適用 会支部会誌

一守 貴志 第42号

高橋 智宏 日本作物学会 9.8.21 岩手県における水稲直播の作期策定 日本作物学会東

一守 貴志 東北支部第40 北支部会報 第

畠山 均 回講演会 40号

花き研究室 高橋 寿一 東北地域農林 9.7.17 リンドウの高付加価値を創出するための 東北農業研究

水産業研究成 品種開発 別号 第10号

果発表会
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発 表 者 学 会 開 催
部所・研究室名 発 表 課 題 名 備考・刊行誌等

氏 名 研 究 会 名 年月日

園芸畑作部

花き研究室 高橋 寿一 第40回東北農 9.7.18 トルコギキョウのセル成型育苗培地の施 東北農業研究

業試験研究発 肥法 第50号

表会

中野 俊成 第40回東北農 9.7.18 スプレ－ギクの栽植様式と仕立て本数が 東北農業研究

高橋 寿一 業試験研究発 切り花品質に及ぼす影響 第50号

表会

佐々木由紀 第40回東北農 9.7.18 リンドウの挿し木増殖 東北農業研究

子 業試験研究発 第３報 母株の加温開始時期及び期間 第50号

中野 俊成 表会 が開花期と生育に及ぼす影響

阿部 隆

高橋 寿一 園芸学会東北 9.8.20 シュクコンカスミソウの若切りによる品 園芸学会東北支

支部 ～21 質への影響 部平成９年度研

究発表要旨

蚕桑技術研究 阿部 哲哉 第40回東北農 9.7.18 蚕の人工飼料無菌飼育技術 東北農業研究

室 遠藤 征彦 業試験研究発 ３ 飼料用桑葉粉末の調整法 第50号

阿部 信治 表会

橋元 進 日本蚕糸学会 9.10.30 養蚕農家における３～４齢期人工飼料育 東北蚕糸研究報

阿部 信治 東北支部第51 ～31 の実証成績（続報） 告 第22号

鈴木 繁実 回研究発表会

神山 芳典

阿部 信治 日本蚕糸学会 9.10.30 蚕の人工飼料無菌飼育技術 東北蚕糸研究報

鈴木 繁実 東北支部第51 ～31 ４ １～３齢人工飼料・４～５齢桑育 告 第22号

橋元 進 回研究発表会 の飼育成績

澤口 拓哉

鈴木 繁実 日本蚕糸学会 9.10.30 クワ枝条の基部折損倒伏症 東北蚕糸研究報

澤口 拓哉 東北支部第51 ～31 ９ 分離した糸状菌の病原性 告 第22号

回研究発表会

澤口 拓哉 日本蚕糸学会 9.10.30 天蚕飼料樹コウリュウの挿木発根性 東北蚕糸研究報

鈴木 繁実 東北支部第51 ～31 告 第22号

回研究発表会

澤口 拓哉 日本蚕糸学会 クワの子葉及び第１本葉からの不定芽形 日本蚕糸学雑誌

山之内宏昭 成に及ぼす培養条件の影響（英文） 第66巻 第5号

小山 朗夫

町井 博明
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発 表 者 学 会 開 催
部所・研究室名 発 表 課 題 名 備考・刊行誌等

氏 名 研 究 会 名 年月日

園芸畑作部

南部園芸研究 佐藤 弘 第40回東北農 9.7.18 スターチス・シヌアータの秋出し栽培法 東北農業研究

室 佐々木健治 業試験研究発 －作期・高品質 第50号

表会

生産環境部

環境保全研究 武田 眞一 北日本病害虫 10.2.9 岩手県におけるイネいもち病の多発地域 北日本病害虫研

室 研究会 と少発地域の気候特性 究会報

築地 邦晃 北日本病害虫 10.2.9 イネの出穂後日数と散布薬剤（フサライ 北日本病害虫研

研究会 ド、トリシクラゾール）の玄米における 究会報

残留量

高城 保志 北日本病害虫 10.2.9 チェーンポット苗移植栽培によるホウレ 北日本病害虫研

研究会 ンソウ萎ちょう病の発病軽減効果 究会報

病害虫研究室 勝部 和則 日本植物病理 9.4.2 プール育苗法または玄米人工被覆種子に 日本植物病理学

武田 眞一 学会大会 ～4 よるイネ苗立枯病の防除効果 会報 第63巻

笹原 剛志 第3号

内藤 秀樹

勝部 和則 日本植物病理 9.4.2 非病原性フザリウム菌利用によるホウレ 日本植物病理学

他 学会大会 ～4 ンソウ萎ちょう病の生物的防除 会報 第63巻

4.非病原性フザリウム菌培養ろ液の発 第3号

病に及ぼす影響

勝部 和則 バイオコント 9.4.5 非病原性フザリウム菌によるフザリウム バイオコントロ

ロール研究会 病の防除 ール研究会レポ

ホウレンソウ萎ちょう病の防除 ート 第5号

勝部 和則 日本植物病理 9.10.2 カニ殻発酵資材を用いたホウレンソウ萎 日本植物病理学

学会 ～3 ちょう病の発病軽減 会報 第63巻

第6号

飯村 茂之 水稲・畑作物 9.12.1 岩手県における水稲病害虫防除体系の今 水稲・畑作物病

病害虫防除研 後の展開方向 害虫防除研究会

究会 シンポジウム講

演要旨

勝部 勝則 日本植物病理 非病原性 利用による 日本植物病理学Fusarium oxyspoum

赤坂 安盛 学会 ホウレンソウ萎ちょう病の防除 会報 第63巻

第5号

保鮮流通技術 佐藤 博実 第40回東北農 9.7.18 冷熱輻射方式貯蔵庫による西洋なし「ラ 東北農業研究

研究室 武藤 和夫 業試験研究発 ・フランス」の長期貯蔵（第１報） 第50号

小川 勝美 表会
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発 表 者 学 会 開 催
部所・研究室名 発 表 課 題 名 備考・刊行誌等

氏 名 研 究 会 名 年月日

畜産研究所

系統造成途中豚の投薬早期隔離離乳（ＮＥ家畜育種研究 藤原 哲雄 養豚学会 10.3.27

Ｗ）による慢性疾病の清浄化室 ～28

家畜飼養研究 谷藤 隆志 第40回東北農 9.7.18 フリーストール牛舎における牛床素材及 東北農業研究

室 杉若 輝夫 業試験研究発 び隔柵形状による利用性比較 第50号

表会

家畜工学研究 熊谷 光洋 第13回東日本 10.1.29 牛胚性判別への新たなＹ染色体特異配列

室 家畜受精卵移 ～30 の利用の検討

植技術研究会

鈴木 暁之 第94回日本畜 10.3 30 日本短角種における成長ホルモン遺伝子

産学会大会 ～31 の多型

熊谷 光洋 獣医畜産業績 10.3.10 牛胚性判別への新たなＹ染色体特異配列

発表会 の利用の検討

飼料生産研究 東 朋也 第40回東北農 9.7.18 家畜糞尿処理における臭気軽減 東北農業研究

室 業試験研究発 第50号

表会

多田 和幸 第40回東北農 9.7.18 緩効性（被覆）肥料の牧草地への肥効 東北農業研究

東 朋也 業試験研究発 第50号

表会

東 朋也 獣医畜産業績 10.3.10 脱臭装置による家畜糞尿悪臭防除技術

発表会

外山畜産研究 村上 勝郎 第94回日本畜 10.3.30 山間地におけるＧＰＳを利用した放牧牛

室 産学会大会 ～31 の位置センシングの可能性

県北農業研究所

営農技術研究 高橋 好範 日本土壌肥料 9.4.2 火山灰畑土壌における施肥量及び施肥法 講演要旨第43集

室 学会 ～4 が硝酸態窒素の溶脱量に与える影響

高橋 好範 第40回東北農 9.7.18 粗大有機物の鋤込みが硝酸態窒素の溶脱 東北農業研究

多田 勝郎 業試験研究発 に与える影響 第50号

佐藤 千秋 表会

大里 達朗 第40回東北農 9.7.18 アマランサス用コンバインの開発 東北農業研究

他 業試験研究発 第１報 ヘッドロスの低減 第50号

表会
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発 表 者 学 会 開 催
部所・研究室名 発 表 課 題 名 備考・刊行誌等

氏 名 研 究 会 名 年月日

大友令史他 北日本病害虫 10.2.9 ネギコガの発生生態と防除 北日本病害虫研

２名 研究会 第１報 岩手県におけるネギコガの成 究会報

虫発生消長と越冬に関する２，３の知 第51回研究会要

見 旨集
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３ 雑誌等投稿

部 所 名 投稿者氏名 タ イ ト ル 掲 載 誌 名 掲載年月

企画経営情報部 小野田和夫 県政ホットナウ 農業研究センターの開設 いわてグラフ 9. 6

小野田和夫 東北初の総合農業試験研究施設 農業研究センター ザ･シグナル 9. 9

小野田和夫 「紅伊豆」の高品質生産技術 農耕と園芸 9.12

及川 浩一 北上山系地域における大規模畑作経営をモデルとした高 農業経営通信 9.12

性能機械化及び畑輪作体系の技術評価

農産部 伊五沢正光 試験場で生まれた新技術（1）稲作 農業普及 9. 5

吉田 宏 季節の農作業(水稲） 農業普及 9.4～11

鶴田 正明 県農業の動向と農業機械研究 農村ニュース 9. 6

鶴田 正明 岩手県農業の方向と機械化の対応 農村ニュース 9. 8

鶴田 正明 貯留型除湿乾燥方式の実態と利用法 グリーンレポー 9. 9

ト

小野寺忠夫 農業研究センター生産工学研究室に着任して 農業土木いわて 9. 7

小野寺忠夫 圃場整備の新しい管理の考え方 圃場と土壌 10. 2

伊藤 勝浩 水稲ロングマット水耕苗の育苗・移植技術の開発と展望 農業技術 9.9～10

（1 （2））

園芸畑作部 藤根 勝栄 大規模リンゴ栽培地帯における省力・低コスト・高品質 果樹種苗 9. 5

生産技術

藤根 勝栄 自然の産物ヤマブドウを利用したジュース・ワインづく 果実日本 10. 2

り

小原 繁 リンゴ新わい性台木「JM7」を用いた「ふじ」の生育及 今月の農業 9. 8

び果実特性

小原 繁 葉とらずりんご栽培の樹形と果実品質 農耕と園芸 9.12

小原 繁 リンゴの品質向上を目的とした植物調節剤 果実日本 10. 3

鈴木 哲 高品質果実生産のための剪定と樹形 果実日本 9. 9

石川 勝規 リンゴ新品種「きおう」の育成経過と主要特性 今月の農業 9.10
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部 所 名 投稿者氏名 タ イ ト ル 掲 載 誌 名 掲載年月

園芸畑作部 石川 勝規 リンゴのショートサイクル栽培について 落葉果樹 9.11

果樹研究室 果樹の栽培技術（連載） 果樹だより 9.4～

10.3

高橋 寿一 リンドウの栽培管理技術 農耕と園芸 9. 9

鈴木 繁実 試験場で生まれた新技術（2）養蚕 農業普及 9. 6

鈴木 繁実 シリーズ「世界の養蚕」⑫変貌する中国「走馬観花」の 蚕糸技術 10. 3

旅

吉田 達夫 試験場で生まれた新技術（1）野菜・花き 農業普及 9. 5

吉田 達夫 春化処理によるナバナ「はるの輝」の早春どり作型 今月の農業 10. 2

生産環境部 武田 眞一 岩手県における葉いもちの地域発生様相 いもち病－研究 9.12

と防除

新毛 晴夫 土壌肥料に関する研究成績 東北土壌肥料協 9. 9

議会誌

勝部 和則 岩手県における夏取りホウレンソウの土壌病害 野菜園芸技術 9. 4

－発生実態と対策－

藤沢 巧 黒星病・カメムシ防除について りんごタイムス 9. 4

藤沢 巧 ハダニ類の防除対応 果樹だより 9. 6

藤沢 巧 ナミハダニとカメムシの防除対策 りんごタイムス 9. 6

藤沢 巧 平成９年度目立った病害虫（虫害） 農業普及 9.12

石川 佳子 リンゴ斑点落葉病対策について リンゴタイムス 9. 6

石川 佳子 平成９年度に目立った園芸病害について 農業普及 10. 1

宍戸 貢 平成１０年度病害虫防除基準の改正の要点 りんごタイムス 10. 1

宍戸 貢 平成１０年度のりんご病害虫防除対策 果樹だより 10.1

石川 佳子 平成９年度りんご病害虫発生動向と防除対策 農林技術新報 9.12
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部 所 名 投稿者氏名 タ イ ト ル 掲 載 誌 名 掲載年月

生産環境部 佐藤 博実 品目別の鮮度保持「さやえんどう」 フレッシュフー 10. 2

ドシステム臨時

増刊号「野菜の

鮮度保持マニュ

アル」

畜産研究所 杉若 輝夫 岩手県農業研究センター畜産研究所の紹介 畜産技術 10. 1

小野寺 勉 時代を担う県期待の種雄牛 現代農業 10. 2

仁昌寺 博 季節の農作業（養豚） 農業普及 9.7～

藤原 哲雄 10.3

遠藤 明人 季節の農作業（飼料作物） 農業普及 10. 3

村上 勝郎 マクロシ－ドペレットを利用した簡易草生改良 農業普及 9.12

県北農業研究所 大友 令史 イネクビホソハムシの被害解析 今月の農薬 9.12
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４ 新聞等掲載

部 所 名 記 事 見 出 し （ 内 容 ） 掲 載 紙 名 掲載年月日

企画経営情報部 県農業研究センター今月から業務開始 岩手日報 9. 4.22

食糧の安定供給目指す 河北新報 9. 5. 2

消費者ニーズ探る 日本農業新聞 9. 5.27

農業研究センターにマーケティング研究室

農業情報提供あすから開始 岩手日報 9. 7. 9

農家にＦＡＸ情報を 読売新聞 9. 7.11

ＦＡＸで情報提供 毎日新聞 9. 7.11

ＦＡＸで農業情報 朝日新聞 9. 7.11

農家情報をきめ細かく 岩手日日新聞 9. 7.11

県農業研究センターあす開所 東北初の総合施設 岩手日報 9. 7.13

県農業研究センター あす開所式 ２１世紀へ期待担う 岩手日日新聞 9. 7.13

最先端農業推進へ 岩手日報 9. 7.15

最先端農業推進へ 北上 県農業研究センターが開所 岩手日日新聞 9. 5.15

最先端の技術ここから発信 農業研究センター開所 朝日新聞 9. 5.16

人 県農業研究センターの所長 田中義一さん 岩手日報 9. 7.16

バイオを使い新商品を 県農業研究センター開所式 読売新聞 9. 7.18

岩手農業の確立目指し 農経新報 9. 8.25

北上の農業研究センター ２氏迎え開所記念講演会 岩手日日新聞 9. 8.26

５、６日に参観デー 北上 県農業研究センター 岩手日日新聞 9. 9. 2

芋掘体験も 北上の県農業研究センター一般公開 岩手日報 9. 9. 7

施設を公開 参観デー イベント盛だくさん 岩手日日新聞 9. 9. 7

展示や収穫体験も

研究の成果を現地で披露 遠野でスタート 岩手日報 9.11. 8
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部 所 名 記 事 見 出 し （ 内 容 ） 掲 載 紙 名 掲載年月日

企画経営情報部 研究成果を発表 胆沢町で地域研修会 岩手日日新聞 9.11.21

ふれあい農業研究センター 玉山村で開く 盛岡タイムス 9.12.25

農産部 酒造好適米ただいま仕込み中 河北新報 9. 4.30

あす田植え試験 機械作業の省力化狙い 岩手日日新聞 9. 5.22

省力・低コスト化目指す 大区画水田で田植え 河北新報 9. 5.23

３㌶区画で田植え 省力、低コスト化実現へ 岩手日日新聞 9. 5.23

大区画水田で初の水稲移植 岩手日報 9. 5.23

稲の生育も遅れ気味 岩手日報 9. 6. 8

オリジナル酒米へ前進 ３品種を始めて醸造 岩手日報 9. 6.25

水稲の生育予測と今後の水管理 岩手日報 9. 7.18

岩手の野菜機械研究会から 農経新報 9. 9.15

省力低コストの稲作り 効率的安定農業経営へ 農林技術新報 10. 1.25

水稲除草剤（１キロ粒剤）の特徴と上手な使い方 農業共済新聞 10. 3.18

園芸畑作部 果樹園の機械化利用による省力化 農業機械新聞 9. 5.15

低樹高とショートサイクル栽培技術 日本農業新聞 9. 5.23

リンゴのわい化栽培台木の研究で園芸学会東北支部長賞を受賞 岩手日日新聞 9. 8.27

果樹園にケーブル 省力散布自在に 無人SS好発進 日本農業新聞 9. 8.31

岩手県のリンゴ生産 機械化の現状と課題 農業機械新聞 9. 9. 9

セイヨウナシ「ラフランス」へのフルメットによる果実肥大 日本農業新聞 9.10.22

切り花のスターチス 多収性に目途 岩手日報 10. 1. 8

本県独自のスターチス誕生 優良系統選抜に成功 岩手日報 10. 1.21

スタ－チス・シヌア－タの品種開発状況 共同通信社 10. 1.23

トルコギキョウ短日処理による１０月出し生産 日本農業新聞 10. 3.16
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部 所 名 記 事 見 出 し （ 内 容 ） 掲 載 紙 名 掲載年月日

園芸畑作部 ロボットで挿し木育苗技術 阿部隆さん振興奨励賞受賞 岩手日日新聞 10. 3.27

生産環境部 プール育苗が防除効果 日本農業新聞 9. 4.17

ホウレンソウの萎ちょう病対策 非病原性フザリウム菌で抑制 日本農業新聞 9. 8.29

畜産研究所 はばたけ岩手牛 岩手日報 9. 9. 4

岩手の和牛生産 岩手日報 9. 9.10
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５ テレビ、ラジオ放送等

部 所 名 出演者氏名 番 組 名 （ 内 容 ） 放 送 局 名 放送年月日

企画経営情報部 「みんなの広場」 テレビ岩手

新岩手農業の確立 県農業研究センター 9. 6.22

ファックス情報サービスの開始について テレビ岩手 9. 7.10

「おはよう今日も元気で」 ＩＢＣラジオ

田中 裕一 農業研究センターにおける「農業経営研究」の紹介 9. 5.30

星野 圭樹 農業研究センターにおける「マーケティング研究の紹 9. 8. 8

介」

斉藤 恭 圃場整備事業の農業経営への波及効果 9.12.26

佐々木健治 農業におけるマーケティングの必要性 10. 3.13

「農業最前線」 ＩＢＣラジオ

村上 和史 水稲の直播きについての研究紹介① 9. 6. 2

村上 和史 水稲の直播きについての研究紹介② 9. 6. 3

村上 和史 岩手県内の水稲直播栽培の取り組みについて 9. 8. 7

岡田 利之 畜産の経営(普及奨励・参考事項等) 9. 8.25

岡田 利之 畜産の経営(普及奨励・参考事項等) 9. 8.26

村上 和史 法人経営経理の状況 9. 9.10

村上 和史 法人経営に求められる経営者能力 9. 9.11

及川 浩一 公共牧場の取り組み事例からみた活性化方策 その１ 9.10.13

及川 浩一 公共牧場の取り組み事例からみた活性化方策 その２ 9.10.14

及川 浩一 玉山村における公共牧場の利用状況と経営実態調査 9.10.15

及川 浩一 玉山村における公共牧場利用農家の意向調査 9.10.16

星野 圭樹 都市農村交流について① 9.11.12

星野 圭樹 都市農村交流について② 9.11.13

田中 裕一 大区画水田と営農について 9.12.11

中村 勝則 農業における情報化について 10. 1. 1

中村 勝則 農産物の直売活動について 10. 2. 5

菅原 豊司 農産物の需要動向について① 10. 3. 4

菅原 豊司 農産物の需要動向について② 10. 3. 5

農産部 「おはよう今日も元気で」 ＩＢＣラジオ

日影 勝幸 水稲育苗のポイント 9. 4.18

高橋 政夫 水稲移植と初期管理 9. 5. 9

伊藤 勝浩 大区画圃場での稲作栽培について 9. 6.13

一守 貴志 水稲の水管理と追肥 9. 7.11

菅原 浩視 寒さに強い水稲品種の開発 9. 8.15

藤原 敏 雑穀収穫における汎用コンバインの利用法について 9. 9.12

小野寺忠夫 ３ha区画圃場の機能と作業体系 9.10.10

中西 商量 米の食味とは 9.11.14

多田 徹 遺伝子組み換え作物について 10.12. 5

高橋 政夫 昨年の稲作をふりかえって 10. 1. 9

畠山 均 酒用の米の育種 10. 2.13

一守 貴志 水稲の種子予措と育苗管理について 10. 3.27
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部 所 名 出演者氏名 番 組 名 （ 内 容 ） 放 送 局 名 放送年月日

農産部 「農業最前線」 ＩＢＣラジオ

吉田 宏 水稲の育苗管理について① 9. 4.28

吉田 宏 水稲の育苗管理について② 9. 4.29

吉田 宏 水稲の育苗管理について③ 9. 4.30

吉田 宏 水稲の育苗管理について④ 9. 5. 1

鶴田 正明 農業研究センター生産工学研究室の紹介① 9. 5.26

鶴田 正明 農業研究センター生産工学研究室の紹介② 9. 5.27

鶴田 正明 農業研究センター生産工学研究室の紹介③ 9. 5.28

鶴田 正明 農業研究センター生産工学研究室の紹介④ 9. 5.29

佐々木 力 稲のいもち病の抵抗性について 9. 6.23

佐々木 力 稲のいもち病の防除について 9. 6.24

中西 商量 米の食味について ～食味試験について～ 9. 6.25

中西 商量 米の食味について ～食味試験の問題点と改善方向 9. 6.26

について～

漆原 昌二 岩手県におけるバイテクの取り組み 9. 8.11

漆原 昌二 バイテクとは何か 9. 8.12

漆原 昌二 バイテクによる品種改良 9. 8.13

漆原 昌二 遺伝子組み換え農作物の安全性 9. 8.14

早川 博史 稲の収穫について 9. 9.15

早川 博史 稲の収穫について 9. 9.16

小野寺忠夫 大区画圃場整備について① 9. 9.17

小野寺忠夫 大区画圃場整備について② 9. 9.18

伊藤 勝浩 水稲の自然乾燥における収納・脱穀について 9.10.20

伊藤 勝浩 農業機械の安全利用について 9.10.21

藤原 敏 野菜関係農業機械について① 9.10.22

藤原 敏 野菜関係農業機械について② 9.10.23

星 伸枝 りんどうに組織培養技術を用いる目的について 9.12. 1

星 伸枝 組織培養について 9.12. 2

星 伸枝 りんどうの組織培養について 9.12. 3

星 伸枝 りんどう以外の花きの組織培養利用について 9.12. 4

小綿 寿志 米の食味成分と食味 １回目 食味とは 10. 1.12

小綿 寿志 米の食味成分と食味 ２回目 食味をはかる 10. 1.13

小綿 寿志 米の食味成分と食味 ３回目 食味に影響する成分 10. 1.14

小綿 寿志 米の食味成分と食味 ４回目 最近の話題 10. 1.15

早川 博史 水稲の種子予措と育苗管理① 10. 3.16

早川 博史 水稲の種子予措と育苗管理② 10. 3.17

早川 博史 水稲の種子予措と育苗管理③ 10. 3.18

早川 博史 水稲の種子予措と育苗管理④ 10. 3.19

園芸畑作部 「おはよう東北」 ＮＨＫテレビ 9. 8. 4

地ビール向け醸造用麦の研究の現状と今後の課題

「きおう」について 岩手朝日ﾃﾚﾋﾞ 9. 9. 6

花のかけはし交流事業の実施状況 めんこいﾃﾚﾋﾞ 9.10.24



- 85 -

部 所 名 出演者氏名 番 組 名 （ 内 容 ） 放 送 局 名 放送年月日

園芸畑作部 「おはよう今日も元気で」 ＩＢＣラジオ

深澤 明子 果菜類の育苗と生育初期の管理について 9. 4.25

小原 繁 りんご摘果の省力的方法 9. 5.16

高橋 昭喜 麦の収穫・乾燥のポイントについて 9. 6.20

阿部 潤 ユリのプレルーティング技術とボックス栽培 9. 7.25

鈴木 哲 「きおう」等、りんご早生種の落果防止剤散布と収穫 9. 8.22

適期

高橋 寿一 トルコギキョウの電照加温による早出し作型 9. 9.19

小原 繁 リンゴ晩生種の着色手入れと収穫 9.10.17

高橋 正広 ナバナ「はるの輝」の栽培について 9.11.21

輪達 公重 トルコギキョウの栽培について 9.12.12

鈴木 哲 りんごの剪定と今年の管理計画 10. 1.16

作山 一夫 キャベツ「いわて春みどり」の栽培について 10. 2.20

「農業最前線」 ＩＢＣラジオ

高橋 正広 雨よけトマトの生育初期の管理について 9. 5.12

阿部 弘 キャベツの作型と栽培のポイント 9. 5.13

輪達 公重 ９月切りトルコギキョウの定植後の管理 9. 5.14

小原 繁 リンゴ摘果剤 9. 5.15

鈴木 哲 ブドウの結実確保 9. 6.16

深澤 明子 果菜類生育中期の管理について 9. 6.17

高橋 昭喜 麦の品質向上対策 9. 6.18

中野 俊成 リンドウの定植及び定植後の管理 9. 6.19

高橋 正広 果菜類中後期の管理について 9. 7.14

鈴木 繁実 夏期の桑園害虫防除について 9. 7.15

阿部 潤 ストックの育苗・定植について 9. 7.16

高橋 寿一 スターチスの秋冬切栽培技術 9. 7.17

石川 勝規 「きおう」等リンゴ早生種の収穫前管理 9. 8.18

深澤 明子 三陸ナバナ「はるの輝」の栽培について 9. 8.19

阿部 信治 晩秋蚕期の飼育の要点① 9. 8.20

橋元 進 晩秋蚕期の飼育の要点② 9. 8.21

高橋 智宏 冬期間のパイプハウス利用について 9. 9.29

内藤 善美 リンドウの秋じまいについて 9. 9.30

新田 優子 中・晩生リンゴの収穫前管理 9.10. 1

内藤 善美 小ギクの親株づくり 9.10. 2

石川 勝規 りんご晩生種の着色手入れと収穫 9.10.27

高橋 正広 果菜類の栽培を振り返って 9.10.28

阿部 潤 ２、３月切り球根切り花の栽培について 9.10.29

阿部 潤 ２、３月切り球根切り花の栽培について 9.10.30

新田 優子 りんご園の改植 9.12.15

高橋 正広 ピーマンの育苗管理について 9.12.16

高橋 昭喜 麦の越冬前の管理について 9.12.17

高橋 寿一 景観形成植物について 9.12.18

小原 繁 今年のりんご生産計画（品種更新他） 10. 1.19

鈴木 哲 りんごの花芽からみた生産と剪定等 10. 1.20

高橋 正広 トマトの育苗管理について 10. 1.21
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部 所 名 出演者氏名 番 組 名 （ 内 容 ） 放 送 局 名 放送年月日

園芸畑作部 内藤 善美 小ギクの親株管理 ＩＢＣラジオ 10. 1.22

石川 勝規 りんご等果樹の仕上げ剪定と発芽期に向けた管理作業 10. 3. 9

深澤 明子 きゅうりの育苗管理について 10. 3.10

高橋 昭喜 麦の越冬後の管理ついて 10. 3.11

中野 俊成 りんどうの育苗中期までの管理 10. 3.12

生産環境部 「おはよう今日も元気で」 ＩＢＣラジオ

島 輝夫 水田の土づくりと施肥 9. 4.11

冨永 朋之 水稲いもち病対策 9. 5.23

築地 邦晃 農薬の安全な使用法 9. 7. 4

石川 佳子 野菜の病害虫防除 9. 8. 1

佐藤 博実 りんご早生品種の予冷と鮮度保持 9. 9. 5

築地 邦晃 天敵を利用したハウストマトの害虫の防除法 9.10. 3

多田 勝郎 土壌診断による土作り 9.11. 7

藤沢 巧 りんご害虫の越冬密度低減対策 9.11.28

石川美佳子 地域特産加工品の開発 10. 1. 2

高城 保志 土壌線虫のはなし 10. 2. 6

佐藤 喬 野菜畑の施肥・土壌管理 10. 3.20

「農業最前線」 ＩＢＣラジオ

多田 勝郎 有機物の利用① 9. 5.19

多田 勝郎 有機物の利用② 9. 5.20

佐藤 喬 野菜の施肥管理① 9. 5.21

佐藤 喬 野菜の施肥管理② 9. 5.22

佐藤 博実 野菜の鮮度保持(前) 9. 6.11

佐藤 博実 野菜の鮮度保持(後) 9. 6.12

石川美佳子 花の鮮度保持について 9. 7.10

伊藤 美穂 稲作における環境問題（ガス） 9. 7.21

伊藤 美穂 稲作における環境問題（水質） 9. 7.22

築地 邦晃 農薬の残留基準① 9. 7.23

築地 邦晃 農薬の残留基準② 9. 7.24

藤沢 巧 ハウスの冬作害虫（コナガ） 9. 9. 1

勝部 和則 麦の病害 9. 9. 2

島 輝夫 水田の土壌管理 9. 9. 3

島 輝夫 畑の土壌管理 9. 9. 4

石川美佳子 リンゴの鮮度保持 9.10. 6

佐藤 博実 「ラ・フランス」の追熟方法 9.10. 7

高城 保志 土壌生態系について① 9.10. 8

高城 保志 土壌生態系について② 9.10. 9

築地 邦晃 農薬のはなし① 9.11.17

築地 邦晃 農薬のはなし② 9.11.18

築地 邦晃 農薬のはなし③ 9.11.19

築地 邦晃 農薬のはなし④ 9.11.20

飯村 茂之 今年の水稲病害虫発生経過①害虫 9.12.22

飯村 茂之 今年の水稲病害虫発生経過②病害 9.12.23

勝部 和則 水稲育苗期病害の予防①細菌病 9.12.24
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部 所 名 出演者氏名 番 組 名 （ 内 容 ） 放 送 局 名 放送年月日

生産環境部 勝部 和則 水稲育苗期病害の予防②糸状菌 ＩＢＣラジオ 9.12.25

佐藤 喬 りんどうの土壌維持・施肥管理 10. 1.26

佐藤 喬 野菜畑の土づくり 10. 1.27

島 輝夫 土壌蓄積養分の利用 10. 1.28

田村 和彦 生育・栄養診断による施肥 10. 1.29

佐藤 博実 リンゴ果実の貯蔵法① 10. 2.16

佐藤 博実 リンゴ果実の貯蔵法② 10. 2.17

石川美佳子 野菜の栄養成分と肥培管理① 10. 2.18

石川美佳子 野菜の栄養成分と肥培管理② 10. 2.19

石川 佳子 春先のりんご病害虫対策①ふらん病 10. 3.23

石川 佳子 春先のりんご病害虫対策②モニリア病 10. 3.24

藤沢 巧 春先のりんご病害虫対策③ハダニ類 10. 3.25

藤沢 巧 春先のりんご病害虫対策④ハマキムシ類 10. 3.26

畜産研究所 「ネットワークセブン」

畜産研究所研究室の紹介 テレビ岩手 9. 8.23

「おはよう東北」

放牧牛の位置センシング技術（ＧＰＳ利用）について ＮＨＫテレビ 9. 8.27

鈴木 暁之 ドキュメント東北「ＷＡＧＹＵ」海を渡る ＮＨＫテレビ 9.10.26

「おはよう今日も元気で」 ＩＢＣラジオ

村上 勝郎 マクロシードペレットの利用による簡易草地改良技術 9. 6. 6

について

熊谷 光洋 畜産バイテク事情 9. 5. 2

西田 清 日本短角種の産肉能力検定について 9. 6. 6

藤原 哲雄 新しいランドレース種豚について 9. 6.27

谷藤 隆志 乳用牛群管理飼養法のポイントについて 9. 8.29

菊池 正 胚移植技術を取り入れた繁殖経営 9.10.24

大田原健二 放牧育成牛の産肉性 9.12.19

菊池 雄 産肉能力検定 10. 1.23

多田 和幸 トウモロコシの播種準備 10. 2.27

「農業最前線」 ＩＢＣラジオ

及川 綾郎 入牧準備について（種山畜産研究所） 9. 5. 7

及川 綾郎 入牧準備について（種山畜産研究所） 9. 5. 8

杉若 輝夫 畜産研究所の紹介 9. 6. 4

杉若 輝夫 畜産研究所の紹介 9. 6. 5

川村 輝雄 胚移植を応用した乳牛の改良 9. 6.30

川村 輝雄 胚移植を応用した乳牛の改良 9. 7. 1

川村 輝雄 胚移植を応用した乳牛の改良 9. 7. 2

川村 輝雄 胚移植を応用した乳牛の改良 9. 7. 3

村上 勝郎 傾斜地における草地造成・改良技術 9. 7.28

村上 勝郎 傾斜地における草地造成・改良技術 9. 7.29

村上 勝郎 傾斜地における草地造成・改良技術 9. 7.30
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部 所 名 出演者氏名 番 組 名 （ 内 容 ） 放 送 局 名 放送年月日

畜産研究所 村上 勝郎 傾斜地における草地造成・改良技術 ＩＢＣラジオ 9. 7.31

遠藤 明人 草地管理、調製作業について 9. 8.27

遠藤 明人 草地管理、調製作業について 9. 8.28

藤原 哲雄 ハヤチネの造成はここまで来た 9. 9.22

藤原 哲雄 ハヤチネの造成はここまで来た 9. 9.23

藤原 哲雄 ハヤチネの造成はここまで来た 9. 9.24

藤原 哲雄 ハヤチネの造成はここまで来た 9. 9.25

小梨 茂 酪農汚水の簡易浄化施設① 9.11.24

小梨 茂 酪農汚水の簡易浄化施設② 9.11.25

小梨 茂 酪農汚水の簡易浄化施設③ 9.11.26

小梨 茂 酪農汚水の簡易浄化施設④ 9.11.27

増田 隆晴 黒毛和種の放牧① 10. 1. 5

増田 隆晴 黒毛和種の放牧② 10. 1. 6

増田 隆晴 黒毛和種の放牧③ 10. 1. 7

増田 隆晴 黒毛和種の放牧④ 10. 1. 8

藤原 哲雄 豚の系統造成とその利用について① 10. 2. 9

藤原 哲雄 豚の系統造成とその利用について② 10. 2.10

藤原 哲雄 豚の系統造成とその利用について③ 10. 2.11

藤原 哲雄 豚の系統造成とその利用について④ 10. 2.12

県北農業研究所 「おはよう今日も元気で」 ＩＢＣラジオ

高橋 好範 畜産由来肥料 9.10.31

菅原 英範 野菜の作付け計画 10. 1.30

柏原 一成 「かけはし」の品質向上 10. 3. 6

「農業最前線」 ＩＢＣラジオ

大友 令史 減農薬に向けた病害虫管理 9.11. 3

菅原 英範 来年に向けた野菜畑の管理 9.11. 4

荻内 謙吾 越冬前小麦の栽培の要点 9.11. 5

大友 令史 来年に向けての病害虫管理 9.11. 6

佐藤 正昭 県北に適した花きの栽培 10. 2.23

荻内 謙吾 畑輪作の計画 10. 2.24

高橋 好範 岩手県内の畜産由来肥料の実態について 10. 2.25

菅原 英範 キャベツ栽培技術の要点 10. 2.26

菊地 淑子 雑穀の特性 10. 3.30

大里 達朗 新しく開発された農業機械について 10. 3.31
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６ 指導資料等掲載

執 筆 者
部所・研究室名 タ イ ト ル 掲載資料名 発行年月

氏 名

企画経営情報部

農業経営研究 斉藤 恭 小麦、大豆の集団転作における経営試算 転作作物技術マニュ 10. 2

室 アル

田中 裕一 大区画圃場における標準技術体系及び経営試算 大区画圃場における 10. 3

稲作営農技術の手引

き

及川 浩一 平成９年度酪肉基本方針啓発普及事業 同左 10. 3

肉用牛生産農家の意向等に関するアンケート調査

結果報告書

及川 浩一 農業集落の類型化と集落マップの作成 同左 10. 3

田中 裕一 畑地用水営農の展開と課題 馬淵川沿岸農業水利 10. 3

事業畑地灌漑推進方

策等検討業務報告書

農産部

水田作研究室 いわて純情米品質・食味向上の手引き 同左 9. 8

水稲育種研究

室

生産工学研究

室

銘柄米開発研

究室他

水田作研究室 稲作指導指針 －平成10年度追補版－ 同左 10. 2

水稲育種研究

室

生産工学研究

室

銘柄米開発研

究室他

水田作研究室 大区画圃場における稲作営農技術の手引き 同左 10. 3

生産工学研究

室他

園芸畑作部

野菜畑作研究 作山 一夫 品種選定と特性、マルチ栽培、べたがけ被覆、除 キャベツ栽培技術マ 9. 6

室 草剤の使用方法、作型の特徴 ニュアル
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執 筆 者
部所・研究室名 タ イ ト ル 掲載資料名 発行年月

氏 名

園芸畑作部

野菜畑作研究 高橋 昭喜 小麦、大豆の集団転作における経営試算 転作作物技術マニュ 10. 2

室 高橋 智宏 (3)技術体系表 アル

花き研究室 高橋 寿一 景観形成作物の栽培法 転作作物技術マニュ 10 .2

アル

南部園芸研究 佐藤 弘 スターチス・シヌアータの秋冬出し栽培ごよみ 同左 9. 7

室

生産環境部

土壌作物栄養 新毛 晴夫 耕起と土壌条件、水田転換畑の排水対策、土づく キャベツ栽培技術マ 9. 7

研究室 り ニュアル

新毛 晴夫 簡単なコンポストの作り方 いわての花と野菜 10. 3

佐藤 喬 野菜・花きの施肥管理、転換畑の土づくり 野菜・花き栽培指導 10. 3

指針

病害虫研究室 藤沢 巧 主要病害虫の防除、各殺虫剤の特性、薬剤使用体 キャベツ栽培技術マ 9. 6

系マニュアル及び効果適用表の活用 ニュアル

藤沢 巧 近年問題となっている病害虫（虫害 、薬剤使用 野菜・花き栽培指導 10. 3）

体系 指針

石川 佳子 近年問題となっている病害虫（病害 、薬剤使用 野菜・花き栽培指導 10. 3）

体系 指針

保鮮流通技術 佐藤 博実 キャベツの収穫と鮮度保持対策 キャベツ栽培技術マ 9. 6

研究室 ニュアル

石川美佳子 野菜・花きの鮮度保持対策 野菜・花き栽培指導 10. 3

指針





 

 

 

 

 

 

V 指導・啓発活動 
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１ 技術伝達研修等の実施

担 当 部 所 開 催 期 日 開 催 場 所 内 容 参集人員

企画経営情報部 9.11. 7 遠野市 現地ふれあい農業研究センター ９２

講演会、分科会

9.11.13 軽米町 現地ふれあい農業研究センター １６０

講演会、分科会

9.11.20 胆沢町 現地ふれあい農業研究センター ２１８

講演会、分科会

9.12. 3 陸前高田市 現地ふれあい農業研究センター ２００

講演会、分科会

9.12.17 玉山村 現地ふれあい農業研究センター ２０４

講演会、分科会

園芸畑作部 10.２.20 センター 花き技術セミナ－ ３０

生産環境部 （リンドウ圃場の土壌環境実態と栽培管理

上の課題）

畜産研究所 9. 9.19 盛岡市 ４０酪農セミナー

（搾乳牛放牧について考える）サンセール盛岡

9.12.12 畜産研究所 雌雄判別技術指導 １

10. 2. 2 畜産研究所 受精卵移植関連事業およびDNA育種基盤整 ３０

備事業に係わる研修（最近における受精卵

移植技術及びDNA連鎖解析技術の知見につ

いて）

10. 3. 6 滝沢村 第９回南部かしわ研究会 ４０

産業文化センター （10年度ﾋﾅ配布計画、飼養管理技術、販売

対策、情報交換）

県北農業研究所 9. 6.25 大野村下帯島 キャベツ機械化栽培研修会 ２０

農家圃場 （歩行型移植機、乗用移植機実演等）

9. 7.11 県北農業研究所 切花栽培技術研修会 ２０

（県北地域に適した品種、栽培法等）

9. 8.25 大野村下帯島 キャベツ機械化栽培研修会 ２４

農家圃場 （半自動収穫機、全自動収穫機実演等）

9. 9.17 一戸町 花壇苗栽培研修会 ９

小友集会所 （新品種を中心とした特性、栽培方法等）
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担 当 部 所 開 催 期 日 開 催 場 所 内 容 参集人員

県北農業研究所 9.10. 7 北上市、花巻市、 花壇苗・鉢物栽培先進地研修 ８

金ヶ崎町 （２１世紀型農業経営モデル農家対象）

10. 2.19 大船渡市、陸前高 花壇苗栽培先進地研修 ６

～20 田市、金ヶ崎町 （２１世紀型農業経営モデル農家対象）

10. 3.19 静岡県掛川市 花壇苗・切花新品種等研修 ４

～20 ㈱サカタのタネ研 （２１世紀型農業経営モデル農家対象）

究農場
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２ 現地指導等への派遣

担 当 部 所 開催期日 開 催 場 所 主 催 者 内 容

企画経営情報部 9. 5.14 茨城県 農林水産省大臣官房 ソフトウエア集中研修

（複合経営診断設計システム）

（ ）9. 7. 9 滝沢村 岩手県農協中央会 広域合併ＪＡ営農指導員研修会 農業経営

11.21 遠野市

12.15 千厩町

10. 1.23 宮古市

9. 7.16 滝沢村 岩手県農協中央会 ＪＡ職員資格認証試験研修会

7.23 〃 （農業経営）

8.26 〃 （農業経済論）

9. 8.26 一戸町 畑地農業振興会 馬淵川沿岸地区畑地かんがいセミナー

10. 2.23 〃 （営農再編と畑地かんがい）

9.12.24 滝沢村 ＪＡ岩手学園 ＪＡ営農指導士養成講習会

（農業経済論）

10. 1.19 〃 （稲作コスト低減論）

9.12.15 花巻市台 水沢地方振興局 地域農政推進課題への対応方針検討会

（ ）農林部 低コスト稲作の推進と転作対応について

10.2.12 北上市 農村振興課 農業構造改善事業等地方振興局担当者会議

（農業構造改善事業効果調査結果概要につ

いて）

10.2.20 盛岡市 農村振興課 地域農業改良普及センター経営担当者会議

（平成９年度試験研究成果について）

10.2.23 花巻市 紫波町 平成９年度２１世紀事業・担い手事業地区

生産組織実績検討会

（大区画圃場における農業経営と低コスト

稲作の推進）

10.2.24 水沢市 ㈱岩手県南クボタ 営農研修会

（大区画圃場における農業経営と低コスト

稲作の推進）

10.3.13 北上市 北上地方振興局 二子地区農業担い手研修会

農林部 大区画圃場における農業経営と低コスト稲

作の推進
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担 当 部 所 開催期日 開 催 場 所 主 催 者 内 容

農産部 9. 8.27 滝沢村 農村振興課専技班 「稲作高度技術研修」

～28 「国立岩手山 「稲作新技術の特徴と導入条件」

青年の家」

9. 9.16 水沢市農協 水沢特別表示米品質 同左

強化推進会議 「平成９年水稲の生育経過と収穫・乾燥・

調製について」

9. 9.18 農協連 (社)岩手県農産物改 平成９年度水稲種子センターオペレーター

水沢会館 良種苗センター 研修会

「水稲種子の刈取・乾燥・調製技術につい

て」

9. 9.22 江刺地区農業 水稲損害評価講習会 「平成９年水稲の生育経過」

共済

9.10.21 衣川村衣川荘 農地建設課 平成９年度農地建設課ほ場整備係所管事業

～22 担当者会議

「大区画における新しい営農技術につい

て」

9.11.28 サンセール盛 岩手県他 平成９年度試験研究機関フォーラム研究発

岡 表

「酒造好適米品種の開発をめざして－工業

技術センターとの連携－」

9.12.10 宮古合庁 宮古地域農業改良 農業経営創生セミナー

普及ｾﾝﾀｰ 農作業事故の実態と防止対策について

10. 1.13 東和町農協 農業大学校 平成９年度現地農業機械研修会

農業機械導入計画他

10. 1.19 岩手県農協講 岩手県農協中央会 平成９年度「ＪＡ岩手県営農指導士」養成

～20 習所 講習会

・米穀コース

「水稲生産技術論」

10. 1.28 水沢市農協 水沢市農協 「水沢有機減農薬米」栽培技術について

10. 1.29 岩手東和町農 花巻地方農業振興協 平成９年度冬期花巻地方低コスト稲作研究

協 議会 会

10. 2. 9 大東町農業技 農業大学校 平成９年度現地農業機械研修会

術センター 農業機械導入計画他
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担 当 部 所 開催期日 開 催 場 所 主 催 者 内 容

農産部 10. 2.23 花巻市 紫波町 ２１世紀事業・担い手育成事業生産組織実

績検討会

つい大区画ほ場における革新的農業技術に

て

10. 2.24 普代村自然休 農業大学校 平成９年度現地農業機械研修会

養村管理セン 農業機械導入計画他

ター

10. 3. 5 センター 農村振興課(専技班) プール育苗指導会

10. 3. 9 花巻市 岩手県農業会議 平成９年度岩手県農業経営者セミナー

ホテル志戸平 稲作分科会助言者

10.3.12 ホテルニュー いわて純情米推進協 いわて純情米研修懇談会（大阪）

オータニ大阪 議会 「かけはしの開発経過とひとめぼれの品種

特性について」

10. 3.13 二子地区公民 北上地方振興局 二子地区担い手基盤整備事業説明会

館 農林部 大区画ほ場の革新技術について

10. 3.16 胆沢町農協 胆沢町農協 プール育苗指導会

10. 3.27 胆沢町農協 胆沢町農協 第16回総会記念講演

稲作研究会 「食味向上のための肥培管理について」

園芸畑作部 9. 6. 1 花きセンタ－ 花きセンタ－ ユリの高品質栽培技術

プレル－ティングの理論と実際

9. 6.13 大迫町ぶどう 経済連 ぶどう栽培技術研修会

の丘農業研究

所

9. 6.19 センター 岩手県きおう研究会 きおう研究会第１回研修会

9. 6.20 花きセンタ－ 花きセンタ－ 第１回指導者研修

リンドウ、小ギクの栽培技術

9. 6.26 雫石町 落葉果樹研修所 ぶどう栽培講義

9. 6.27 安代町 安代町農協 リンドウ圃場巡回指導

9. 6.30 松尾村 松尾村教育委員会 家庭花壇の作りかた

9. 7. 3 センター 畑作振興課 麦・大豆・そば等生産流通研修会
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担 当 部 所 開催期日 開 催 場 所 主 催 者 内 容

園芸畑作部 9. 7.23 センター 岩手県きおう研究会 きおう研究会第２回研修会

9. 7.23 岩手県立農業 農村振興課 平成９年度技術向上研修（養蚕）

～24 大学校 養蚕農家経営診断システム使用法、無菌人

工飼料育技術研修

9. 7.24 大迫町ぶどう 経済連 ぶどう栽培技術研修会

の丘農業研究

所

9. 8. 6 岩手県立農業 農村振興課 中堅農業改良普及員の花き技術向上研修

大学校

9. 8. 8 雫石町 落葉果樹研修所 果樹栽培講義

9. 8.27 一関市青果連 岩手県きおう研究会 きおう研究会第３回研修会(県南会場)

9. 9. 2 センター 岩手県きおう研究会 きおう研究会第４回研修会(県央会場)

9.10. 7 盛岡市農協 盛岡市農協 花き栽培講習会

9.11.10 石鳥谷農協営 石鳥谷農協 オリエンタルユリの栽培技術

農センタ－

9.11.11 安代町花き開 盛岡地方振興局 花き指導者レベルアップ講座（りんどう）

発センタ－ 農政部

9.11.19 花巻地区合同 花巻地方振興局 平成10年度に向けた花巻地方花き生産拡大

庁舎 農林部 検討会

9.12.２ 盛岡市 盛岡地方振興局 花き生産者ネットワ－ク研修

～3 農政部

9.12. 3 沢内村 西和賀農協 平成９年度ユリの栽培反省会

～4

9.12.17 雫石町 落葉果樹研修所 ぶどう栽培講義

9.12.18 新岩手農協南 盛岡地方振興局 花き指導者レベルアップ講座（ユリ）

部営農センタ 農政部

ー

9.12.24 雫石町 落葉果樹研修所 果樹栽培講義

10. 1.27 花巻志戸平 石鳥谷町農協 花き生産部会役員研修

～28
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担 当 部 所 開催期日 開 催 場 所 主 催 者 内 容

園芸畑作部 10.２.17 大東町 大東町営農大学講座 リンドウを中心とした花き栽培技術

10. 2.17 盛岡市 岩手県 岩手県養蚕経営研修会

～18 （高品質繭の生産と複合経営の高度化）

10.２.25 一関市 一関地方農業改良普 西いわいの花品評会

及協議会

10. 3. 5 二戸市 二戸地方農業振興協 カシオペアアグリランド振興フォ－ラム

議会

10. 3.11 花巻市志戸平 岩手県農業会議 経営者セミナー

10. 3.18 二戸市農協 二戸市農協 二戸市花き生産振興協議会講演会

10. 3.24 紫波町農協 紫波町農協花き部会 紫波町農協花き部会総会・花き講演会

生産環境部 9. 6.13 水沢市 保健所及び病害虫防 農薬取扱い指導講習会

除所 農薬取締法、農薬安全使用

9. 6.17 宮古市 保健所及び病害虫防 農薬取扱い指導講習会

除所 農薬取締法、農薬安全使用

9. 6.19 久慈市 保健所及び病害虫防 農薬取扱い指導講習会

除所 農薬取締法、農薬安全使用

10. 2.12 花巻市 岩手県他 病害虫防除関係者研修会

～13 病害虫防除、農薬動態

10. 2.12 大東町農業技 大東町 大東町営農大学講座

術センター 米と雑穀の色々な加工

10. 3. 2 石鳥谷町農協 石鳥谷町農協 石鳥谷町りんどう土壌管理講習会

畜産研究所 9. 8.22 林業技術セン 矢巾町 マイクロマニピュレーター操作法

ター

超音波利用講習会9. 8.25 大野村 久慈家畜畜産物衛生

（超音波肉質測定装置を活用して、肥育牛の指導協会

適期出荷を励行する）

9. 9.11 大野村産業デ 大野村農村青年クラ 受精卵移植技術指導

ザインセンタ ブ （ダイレクト法による凍結受精卵の移植実

ー ホルスタイン改良研 習）

究会
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担 当 部 所 開催期日 開 催 場 所 主 催 者 内 容

超音波利用講習会畜産研究所 .10. 2. 4 久慈市 久慈家畜畜産物衛生

超音波肉質測定装置を活用して生体から肉指導協会

質を推定、黒毛和種の育種改良に応用

10. 2. 9 花巻市 一関地方振興局 一関管内畜産関主幹部課長等現地検討会

～10 農政部 バイテク(DNA)を利用した肉質改良の現状

と課題について

10.2.26 雫石町 岩手県畜産会 平成９年度優良畜産経営技術発表・交換会

～27

10. 3. 3 久慈市 久慈家畜畜産物衛生 平成９年度動物用生物学的製剤確保推進事

指導協会 業に係る養豚講演会

豚の投薬早期隔離離乳による清浄化技術に

ついて講演

10. 3.11 盛岡市 畜産課 公共牧場管理運営検討会

～12 放牧に関する試験研究成果について

10. 3.16 二戸市農業技 二戸家畜畜産物衛生 受精卵移植技術講習会

～17 術センター 指導協会 受精卵移植技術を活用した優良事例及び全

国の技術水準について

県北農業研究所 9. 5.19 九戸村農協 九戸村農協女性部 講演「きび、ひえの栽培について」

9.10. 9 県北研究所 大迫町農協 講演「雑穀栽培と機械対応について」

9.11.12 大迫町ふるさ 二戸地区功三事業担 講演「機械化計画の立て方について」

～13 とセンター 当者会議

9. 1.13 農業大学校 各農業改良農業改良 平成９年度新技術普及指導検討会

～14 普及センター

県北専技室 9. 6. 5 軽米町 軽米町農協 現地指導「りんどう圃場全筆巡回」

9. 7. 4 千厩町農村環 東磐井地方農林業振 現地指導「花き現地研修会」

境改善ｾﾝﾀｰ 興協議会農産部会

9. 8.23 盛岡市 農村振興課 講演「いわて農業入門塾・花き編」

9. 9.30 久慈市 園芸ｾﾝ 久慈地域農業改良普 栽培指導「花き栽培講習会」

ﾀｰ 及センター

9.10.21 県北研究所 軽米地域農業改良普 講演「専門講座：りんどうの良品生産」

及センター
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担 当 部 所 開催期日 開 催 場 所 主 催 者 内 容

県北専技室 9.11.14 紫波町農協パ 紫波地域花き振興協 講演「ストック生産の技術的課題」

ープルパレス 議会

9.11.19 久慈市園芸セ 久慈地域農業改良普 栽培指導「ちどりそう栽培指導会」

ンター 及センター

9.12. 8 石鳥谷営農セ 石鳥谷町農協花き生 講演「石鳥谷りんどう！今の現状と今後の

ンター 産部会 課題について」

10.1.29 いわい東農協 室根村立公民館 講演「単収向上による高収益栽培のポイン

室根中央支所 ト （室根村営農大学）」
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３ 研修生の受入れ

受 入 れ 部 所 氏 名 所 属 研 修 目 的 期 間

農産部

水稲育種研究室 及川 美紀 岩手大学農学部 オートアナライザーⅡによる精 10. 1.19

農業生産環境工学科 白米のアミロース含量の分析 ～1.26

農産工学研究室

園芸畑作部 菅野 千秋 自営 りんごの栽培管理 9. 4.16

果樹研究室 ～ 3.31

西館 修一 県農業共済組合(盛岡) りんごの栽培管理 ① 9. 6.23

小田島和智 県農業共済組合(北上) 〃 ～27

千田 浩太 県農業共済組合(胆江) 〃 ② 9. 9. 8

及川 亮 県農業共済組合(胆江) 〃 ～12

③ 9.11.17

～21

④ 10. 1.19

～23

野菜畑作研究室 何 寧 中国黒竜江省 施設園芸作物の栽培技術 9. 6. 1

農業科学技術院 ～

10. 3.31

生産環境部

環境保全研究室 マリアノ・キン パナマ 野菜の有機栽培 9. 6. 1

テロ・ベガ 農業開発省 ～

10. 3.31

畜産研究所

家畜飼養研究室 姚 敬明 中国山西省 家畜の飼養管理技術 9. 6. 1

農業科学院 ～

畜牧獣医研究所 10. 3.31

小川 音々 個人 乳用牛のコンピューター管理と 9.4～9.5

酪農全般にわたる知識と技術の

実践修得 .

家畜工学研究室 加藤 政敏 岩泉町酪農研究会 受精卵の雌雄判別技術 9.12.12

外山畜産研究室 Jose Javier ボリビア 受精卵移植手法及び育種手法の 9. 5.20

Ortiz Terceros カブリエル・レネ・モ 修得 ～

レノ自治大学教授 9. 6.13

Asanori Yara ボリビア 受精卵移植手法及び育種手法の 9. 5.20

農業総合試験場家畜繁 修得 ～

殖・衛生担当 9. 6.13
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４ 協議会、委員会等委員

協議会、委員会等の名称 役 職 職 名 担 当 機 関

バイオテクノロジー研究調整会議 委員 所長 農政企画課

活力ある我がむらづくりコンクール 審査委員 所長 農政企画課

新しい農業計画策定委員会 委員 所長 農政企画課

岩手県農業賞審査委員会 審査委員 所長 農村振興課

岩手県農業士選考委員会 委員 所長 農村振興課

農業振興地域整備促進連絡会議 構成員 所長 農地計画課

土地改良事業営農推進対策委員会 副委員長 所長 農地計画課

中央幹事 生産工学研究室長

土壌作物栄養研究室長

飼料生産研究室長

営農技術研究室長

岩手県主要農作物奨励品種審査委員会 委員 所長 農蚕課

幹事 水田作研究室長

幹事 水稲育種研究室長

地ビール推進懇話会 構成委員 所長 畑作振興課

岩手県特産農産物生産振興共進会 審査委員長 所長 畑作振興課

審査委員 農業経営研究室長

審査委員 野菜畑作研究室長

岩手県農林統計協会 理事 所長 岩手統計情報事務所

平成11年度全国高等学校総合体育大会実行 常任委員 所長 北上市教育委員会

委員会

日本農業賞岩手県代表審査委員 委員長 所長 農協中央会営農企画部

緊急技術開発委員会 委員 所長 生研機構

岩手県施肥合理化協議会 参与 副所長 経済連営農技術室

参与 畜産研究所長

幹事 水田作研究室長

幹事 果樹研究室長

幹事 野菜畑作研究室長

幹事 土壌作物栄養研究室長

幹事 飼料生産研究室長

幹事 営農技術研究室長
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協議会、委員会等の名称 役 職 職 名 担 当 機 関

岩手県農作業安全対策協議会 委員 副所長 農蚕課

委員 畜産研究所長

幹事 生産工学研究室長

幹事 飼料生産研究室長

岩手県特定分野選定委員会 委員 企画経営情報部長 工業振興課

岩手県農業構造改善事業等推進連絡会議 委員 企画経営情報部長 農村振興課

岩手県農業気象協議会 委員 企画経営情報部長 農蚕課

幹事 水田作研究室長

幹事 果樹研究室長

幹事 環境保全研究室長

幹事 飼料生産研究室長

幹事 やませ利用研究室長

岩手県特定農山村地域活性化対策連絡協議 委員 企画経営情報部長 地域農政推進室

会 幹事 農業経営研究室長

農村女性起業評価指標作成委員会 委員 農業経営研究室長 農村振興課

岩手県農業担い手懇談会調査検討部会 委員 農業経営研究室長 農村振興課

岩手県グリーン・ツーリズム推進協議会 幹事 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究室長 岩手県農業会議

東北農業経済学会 理事 農業経営研究室長 東北大学農学部

東北農村生活研究会 理事 農業経営研究室長 東北農業試験場

岩手県農業機械士認定委員会 委員 農産部長 農蚕課

いわて純情米推進協議会 幹事 農産部長 農蚕課

東北地域直播推進会議 幹事 農産部長 東北農政局農産普及課

東北地域水稲安定生産推進連絡協議会 委員 農産部長 東北農政局農産普及課

岩手県農業共済保険審査会 委員 農産部長 農業経済課

いわて純情米体質強化推進協議会 幹事 農産部長 経済連営農技術室

いわて純情米良質・良食味生産コンクール 審査委員長 農産部長 経済連営農技術室

水沢市農政審議会 委員 銘柄米開発研究室長 水沢市

江刺市農業賞審査委員会 委員 銘柄米開発研究室長 江刺市
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協議会、委員会等の名称 役 職 職 名 担 当 機 関

江刺市農業振興協議会 理事 銘柄米開発研究室長 江刺市

江刺市新稲作運動推進協議会 理事 銘柄米開発研究室長 江刺市

岩手県農業共済組合連合会損害評価会 県農業共済連

(農作物） 委員 水田作研究室長

委員 病害虫研究室長

（畑作物） 委員 野菜畑作研究室長

委員 環境保全研究室長

（蚕 繭） 委員 蚕桑技術研究室長

委員 病害虫研究室長

（果 樹） 委員 果樹研究室長

（園芸施設） 委員 南部園芸研究室長

（任 意） 委員 生産工学研究室長

農業共済地域対応強化対策協議会地域集団 委員 水田作研究室長 県農業共済連

引受推進専門部会 委員 果樹研究室長

病害虫研究室長

岩手県農産物改良種苗センター種子価格設 委員 水田作研究室長 種苗センター

定委員会 委員 野菜畑作部長

岩手県園芸産地コンクール 審査員 園芸畑作部長 畑作振興課

岩手県りんご産地づくりコンクール 審査員 園芸畑作部長 畑作振興課

岩手県花き産地づくりコンクール 審査委員長 園芸畑作部長 畑作振興課

審査委員 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究室長

審査委員 花き研究室長

花の国づくり推進協議会 委員 園芸畑作部長 畑作振興課

きおう研究会 副会長 園芸畑作部長 畑作振興課

幹事 果樹研究室長

出願品種現地調査員 調査員 園芸畑作部長 農産園芸局種苗課

北上市みどりのまちづくり審査会 審査員 園芸畑作部長 北上市公園緑地課

いわて純情園芸産地拡大研究会 会員 園芸畑作部長 経済連営農技術室

「果実流通改善事業」に関する委員会 委員 果樹研究室長 日本園芸農協連

技術研究会 委員 果樹研究室長 生研機構

全国わさび品評会 審査員 野菜畑作研究室長 東京青果株式会社
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協議会、委員会等の名称 役 職 職 名 担 当 機 関

岩手県わさび品評会 審査員 野菜畑作研究室長 宮守村

大船渡地方農業振興協議会 構成員 南部園芸研究室長 大船渡市

陸前高田市総合農政推進協議会 構成員 南部園芸研究室長 陸前高田市

岩手県ふるさと食品コンクール 審査員 生産環境部長 畑作振興課

農産物加工指導センター運営員会 委員 生産環境部長 畑作振興課

馬淵川沿岸地区畑地かんがい水質検討委員 委員 生産環境部長 (社)畑地農業振興会

会

岩手県植物防疫協会 運営幹事 生産環境部長 岩手県植物防疫協会

事業幹事 水田作研究室長

事業幹事 果樹研究室長

事業幹事 野菜畑作研究室長

事業幹事 病害虫研究室長

事業幹事 飼料生産研究室長

岩手県農薬管理士認定委員会 委員 環境保全研究室長 農蚕課

高度土づくり技術確立推進協議会 構成員 土壌作物栄養研究室長 農蚕課

果実生産出荷安定対策協議会 幹事 病害虫研究室長 畑作振興課

家畜改良増殖推進協議会 委員 畜産研究所長 畜産課

全国和牛能力共進会岩手県実行委員会 理事 畜産研究所長 全和共推進室

全国和牛登録協会 参与 畜産研究所長 全国和牛登録協会

酪農経営研究会 審査長 畜産研究所長 経済連

岩手県畜産会 理事 畜産研究所長 岩手県畜産会

非常勤コンサルタ 家畜育種研究室長

ント 家畜飼養研究室長

家畜工学研究室長

飼料生産研究室長

東北畜産学会 評議員 畜産研究所長 東北畜産学会

東北畜産学会学会賞候補者選考委員会 選考委員 畜産研究所長 東北畜産学会

東北草地研究会 運営委員 畜産研究所長 東北大学農学部

幹事 飼料生産研究室長
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協議会、委員会等の名称 役 職 職 名 担 当 機 関

家畜導入事業資金供給事業県協議会 委員 家畜育種研究室長 畜政課

黒毛和種牛群育種改良推進事業県協議会 委員 家畜育種研究室長 畜産課

種山畜産研究室長

畜産技術連盟 世話人 外山畜産研究室長 畜産課

畜産環境整備事業農機具導入委員会 委員 飼料生産研究室長 畜産課

盛岡地域公共牧場再編協議会 理事 外山畜産研究室長 盛岡地方振興局農政部

東日本受精卵移植技術研究会 審査員 家畜工学研究室長 農水省畜産試験場

玉山村村営牧野運営委員会 委員 外山畜産研究室 玉山村

玉山村畜産振興協議会 委員 外山畜産研究室 玉山村

全国和牛登録協会産肉能力検定委員会 参与 種山畜産研究室長 全国和牛登録協会

全国和牛能力共進会県出品対策委員会 委員 家畜育種研究室長 全和共推進室

委員 種山畜産研究室長

岩手県牛乳普及協会 行事開催実行委員 家畜飼養研究室長 岩手県牛乳普及協会

岩手県乳質改善協議会 酪農経営指導団員 家畜飼養研究室長 経済連

和牛改良専門委員会 委員 家畜育種研究室長 経済連

高性能畜産機械等普及促進協議会 委員 飼料生産研究室長 新農業機械実用促進㈱

馬淵川沿岸土地改良事業検討委員会 委員 県北農業研究所長 二戸地方振興局農政部

幹事 県北農業研究所次長

馬淵川沿岸地区農業開発促進協議会 構成員 県北農業研究所長 二戸地方振興局農政部

幹事 県北農業研究所次長

中山間地域総合整備事業釜石地区推進委員 委員 県北農業研究所長 二戸土地改良事業所

会

馬淵川沿岸営農推進技術実証調査委員会 委員 県北農業研究所長 二戸地域農業改良普及セ

ンター

農林統計協会二戸支部 会員 県北農業研究所長 岩手農林統計情報事務所

二戸出張所

一戸町農業振興協議会 委員 県北農業研究所長 一戸町
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協議会、委員会等の名称 役 職 職 名 担 当 機 関

土地改良事業営農対策推進委員会久慈地方 幹事 県北農業研究所次長 久慈地域農業改良普及セ

幹事会 幹事 営農技術研究室長 ンター

土地改良事業営農対策推進委員会軽米地方 幹事 県北農業研究所次長 軽米地域農業改良普及セ

幹事会 ンター

土地改良事業営農対策推進委員会二戸地方 幹事 県北農業研究所次長 二戸地域農業改良普及セ

幹事会 幹事 営農技術研究室長 ンター

国営八戸平原地区、軽米地区畑地かんがい 幹事 県北農業研究所次長 軽米地域農業改良普及セ

実証展示圃運営委員会 幹事 営農技術研究室長 ンター

中山間地域総合整備事業釜石地区推進委員 委員 営農技術研究室長 二戸土地改良事業所

会試験圃運営検討会

国営馬淵川沿岸地区畑地かんがい実証展示 幹事 営農技術研究室長 二戸地域農業改良普及セ

圃運営委員会 ンター

花と野菜の郷づくり産地育成試験地運営協 委員 産地育成研究室長 盛岡地域農業改良普及セ

議会（西根町） ンター

花と野菜の郷づくり産地育成試験地運営協 委員 産地育成研究室長 久慈地域農業改良普及セ

議会（久慈市） ンター

花と野菜の郷づくり産地育成試験地運営協 委員 産地育成研究室長 軽米地域農業改良普及セ

議会（九戸村） ンター



 
 
 
 
 
 

VI 職員研修 
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１ 大学院派遣研修

区 分 所属部所 職・氏名 研 修 内 容 派 遣 期 間

岩手大学連合大学院連合 農産部 専門研究員 水稲オリジナル新品種開発のため Ｈ8 ～ Ｈ10

農学科 小田中浩哉 の種子貯蔵タンパク質の質的・量

的改良に関する研究

岩手大学連合大学院連合 生産環境部 専門研究員 ホウレンソウ萎ちょう病の疫学的 Ｈ9 ～ Ｈ11

農学科 勝部 和則 研究

２ 海外研修

区 分 所属部所 職・氏名 研 修 内 容 派 遣 期 間

シーズ調査 生産環境部 専門研究員 貿易自由化に対応した保鮮流通関 10. 3. 1 ～

佐藤 博実 連研究シーズ調査（ニュージーラ 3.21

ンド農産物研究所他）

３ 国内研修への派遣

区 分 所属部所 職・氏名 研 修 内 容 派 遣 期 間

農林水産省依頼研究員研 企画経営情 専門研究員 営農技術体系評価ｼｽﾃﾑFAPSを用い 7 ～ 9月

修 報部 及川 浩一 た営農計画等

農産部 専門研究員 水稲の細胞培養・形質転換等技術 10 ～ 3月

漆原 昌二 の修得

農産部 主任専門研究員 大区画ほ場整備のための整備計画 6 ～ 8月

小野寺忠夫 ・施行技術修得

園芸畑作部 主任専門研究員 ﾘﾝｺﾞ台木・新品種の特性調査手法 9 ～ 11月

鈴木 哲 の修得

園芸畑作部 専門研究員 栽培環境の菜葉類への影響解明の 11 ～ 1月

深澤 明子 ための調査手法

園芸畑作部 専門研究員 花きの開花制御技術の修得 11 ～ 1月

中野 俊成

生産環境部 専門研究員 害虫の同定技術の修得 12 ～ 2月

藤沢 巧
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区 分 所属部所 職・氏名 研 修 内 容 派 遣 期 間

農林水産省依頼研究員研 畜産研究所 専門研究員 ＤＮＡマーカーを指標とした育種 9 ～ 12月

修 鈴木 暁之 手法の修得

畜産研究所 専門研究員 豚の系統造成への応用のための新 5 ～ 8月

藤原 哲雄 育種手法の修得

県北農業研 技師 果菜セル成形苗の生育制御技術の 1 ～ 3月

究所 菅野 史拓 修得

県北農業研 専門研究員 水稲の冷害発生機構解明のための 6 ～ 9月

究所 柏原 一成 研究手法の修得

農業中核研究員養成研修 企画経営情 上席専門研究員 総合的な試験研究の企画、立案等 11.30～12.5

報部 折坂 光臣

農産部 主任専門研究員 総合的な試験研究の企画、立案等 11.30～12.5

佐々木 力

短期集合研修 主任専門研究員 農林水産試験研究のための情報処 6.16～ 6.20

畜産研究所 熊谷 光洋 理技術

主任専門研究員 農業技術の経営評価の方法 7.14～ 7.18

企画経営情 菅原 豊司

報部

農業機械化研修 企画経営情 専門研究員 大規模営農経営管理研修 11.10～11.14

報部 村上 和史

農家体験研修 農産部 技師 採用２年目研究員の農家体験研修 7.22～ 8.5

照井 儀明 9.26～10.9

園芸畑作部 技師 採用２年目研究員の農家体験研修 7.22～ 8.5

新田 優子 9.26～10.9

生産環境部 技師 採用２年目研究員の農家体験研修 7.22～ 8.5

田村 和彦 9.26～10.9

その他の研修 生産環境部 専門研究員 土壌線虫研修会 7.7 ～ 7.11

高城 保志

県北農業研 専門研究員 線虫研修（日植防主催） 9.8 ～ 9.12

究所 大友令史
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４ 所内セミナー等の開催

名 称 開 催 期 日 内 容 参集人員

[本部]

所内セミナー 9. 8.25 「第７次試験研究推進構想のめざすところ」

講師：農政企画課課長補佐 中正 保治 氏 １００

開所記念講演会 9. 8.25 「低コスト・高品質をめざす研究開発」 ３００

生物系特定産業技術研究推進機構総括プロジェクト

リーダー 小林 仁 氏

「世界情勢から見た農業技術のあり方」

県立農業大学校長 吉岡 裕 氏

情報利用研修会 9. 9. 5 農業に情報化の夢を～総合農業情報システム講習会 ４２「 」

農産物加工研修会 9. 9. 5 「特産品の流通状況 消費者が望む特産品とは」 ８３

㈱岩手県産 常務取締役 石杜 茂 氏

「特産品開発・販売戦略のポイント」

西部開発農産 農産加工部長 照井 氏

地域おこし講演会 9. 9. 6 「みんなで取組む地域おこし」

㈱農村開発リサーチ代表取締役 田中 満 氏 ６３

第１回公開セミナー 9.10.20 「岩手県における花き栽培の流れと将来展望」 ８０

安代町花き開発センター 吉池 貞蔵 氏

「りんごのわい化栽培(M26台使用ふじの栽培特性)につ

いて」 藤根果樹研究室長

「リンドウの高付加価値を創出するための品種開発」

高橋花き研究室長

所内セミナー 9.11.21 「海外事例報告」 ６０

中国、オーストラリア・ニュージーランド

第２回公開セミナー 10. 1.27 講演「農林業と環境の調和を考える」 １２８

(財)岩手県文化振興事業団理事長 船越 昭治 氏

総合討論

農産物加工指導センター研修 10. 2.27 「岩手県特産品の機能成分について」 ７５

会 岩手大学教授 西澤 直之 氏

倉敷芸術大学教授 須見 洋行 氏

所内セミナー 10. 2.23 「農業科学院の試験研究の概要と日中技術協力につい ３０

て」

中国黒竜江省農業科学院 原子力能利用研究所長

専門セミナー 10. 3.12 「農産物マーケティングの必要性と需要の捉え方」 ３５

マーケティングプロデューサー 平岡 豊 氏
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名 称 開 催 期 日 内 容 参集人員

第３回公開セミナー 10. 3.13 講演 本物へのこだわり－オンリーワンを目指して－ ９０「 」

八木澤商店 代表取締役社長 河野 和義 氏

[県北農業研究所]

第１回職員ゼミナール 9. 6.10 (1) 昆虫寿命タンパクについて ９

(2) 東北ＮＯＣの利用及び画像ファイルの管理方法

現地試験地巡回研修 9.7.28～29 一戸町～西根町～久慈市～普代村～大野村 １０

第２回職員ゼミナール 9. 8.25 気象観測装置のシステムと利用の実際 １１

第３回職員ゼミナール 9.10.24 新統計ソフトのシステムと利用法 ６

所内特別ゼミナール 10. 3. 2 講師 エッセイスト 澤口 たまみ 氏 ２５



Ⅶ　人事、予算、財産
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１ 農業研究センター予算

（単位 千円）

区 分 予 算 額

（農業振興費）

人件費（本部・県北） ９４５，８９３

庁舎管理費（本部） １４５，３８６

ほ場管理費（本部） ７４，５４０

庁舎管理費（県北） ２９，１９６

ほ場管理費（県北） ６，２６２

試験研究費 １３９，１１０

(1)特定研究開発等促進事業 ４２，９００

(2)地域先端技術等研究開発促進事業 ５，７００

(3)植物防疫研究費 ４０，５００

(4)土壌対策研究費 ９，５６２

(5)農業関係試験研究委託事業 ８，９８９

(6)民間委託試験研究費 ２９，６１１

(7)主要農作物等生産対策費 １，８４８

高生産性農業新技術開発促進事業 １０７，３００

(1)基盤的・先導的農業技術開発研究事業 ３３，０３４

(2)バイオテクノロジー実用化事業 １６，９７８

(3)先端的農業技術実用化研究事業 ３６，７２３

(4)中山間地域活性化戦略研究事業 ４，４１５

(5)農業新技術緊急開発実用化推進研究事業 ９，０２７

(6)農業新技術現地実用化開発・実証研究事業 ７，１２３

令達事業（本部) ２０２，２３６

令達事業（県北） ２４，７７４

合 計 １，６７４，６９７

（畜産業費）

人件費（畜産） ５３７，３９２

庁舎管理費 ５１，３３９

飼育管理費 １０２，１６０

種山畜産研究室管理費 ９７，４１５

外山畜産研究室隔障物整備事業 １８，５１５

試験研究費 ４０，２３０

(1)県単試験研究費 ８，６５２

(2)農業関係試験研究委託事業 ７１２

(3)主要農作物等生産対策費 ２７２

(4)地域先端技術等研究開発促進事業 ３，３００

(5)特定研究開発促進事業 ２１，７００

(6)委託試験研究費 ５，５９４

令達事業 １１２，７９８

合 計 ９５９，８４９

全 体 計 ２，６３４，５４６
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２ 建物、用地

用 地 （ hａ） 建 物 （ ）㎡

耕 地 施

林 総 棟 廷

採 設

水 樹 草 小 野 面 面 備 考

畑 園 放 用

田 地 牧 計 等 積 数 積

地 地

本部 32.2 2.3 29.2 79.7 39.9 119.6 70 25,387

北上 25.8 18.0 21.3 65.1 36.2 101.3 29 18,809

銘柄米開発研究室 4.4 0.7 5.1 2.2 7.3 26 4,805

南部園芸研究室 1.6 1.6 1.1 2.7 12 932

旧蚕業試験場 7.9 7.9 0.4 8.3 3 841

県北農業研究所 1.0 10.7 0.3 12.0 8.2 20.2 16 6,746

畜産研究所 159.2 1,493.8 1,653.0 703.2 37.8 2.394.0 156 39,228

滝沢 67.7 23.1 90.8 41.2 32.9 164.9 98 24,964

種山畜産研究室 5.8 1,470.7 1,476.5 241.3 4.5 1.722.3 35 5,972

外山畜産研究室 85.7 85.7 420.7 0.4 506.8 23 8,292

合 計 33.2 172.2 29.5 1,493.8 1,744.7 703.2 85.9 2,533.8 242 71,361
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３ 種苗登録、特許等

(1) 種苗登録

種 類 登録(出願)品種の名称 登 録 番 号 登 録 年 月 日

りんどう いわて乙女 第 ５４４号 昭和５９年３月１９日

りんどう ジョバンニ 第１１０１号 昭和６１年８月８日

りんどう イーハトーヴォ 第１１００号 昭和６１年８月８日

大豆 緑良 第２５１７号 平成２年１２月５日

大豆 緑翠 第２５１６号 平成２年１２月５日

りんどう アルビレオ 第２５５３号 平成２年１２月５日

りんどう マシリィ 第３０７３号 平成４年２月２９日

りんどう ホモイ 第３０７４号 平成４年２月２９日

ぶどう エーデルアーリー 第３４０４号 平成５年３月１０日

りんご きおう 第３９４７号 平成６年３月１４日

りんどう アルタ 第４０８５号 平成６年８月２２日

稲 かけはし 第４４１０号 平成７年３月２３日

稲 ゆめさんさ 第４４１１号 平成７年３月２３日

りんどう ポラーノ ホワイト 第４９９９号 平成８年３月１８日

(2) 特許、実用新案

名 称 出願番号･年月日 登録番号･年月日

米を原料とした飲料の製造方法 2-71571 (H2.3.19) 1990534(H7.11.8)

牧草種子の播種方法及び牧草種子の散布用の複合肥料ペ 9-344679 (H9.4.9) （出願中）

レット

マクロシードペレットの散布装置 9-106758 (H9.4.9) （出願中）
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４ 表彰

表彰内容（表彰団体） 表彰の対象者 組織 表彰の対象となった研究成果等 年 月 日（ ）

園芸学会東北支部長賞 園芸畑作部果樹研究 リンゴのわい性台木の研究功績 9. 8.20

室長 藤根勝栄

感謝状（仙台管区気象台） 農産部銘柄米開発研 多年にわたり地域気象観測業務に協力し気 9.11. 1

究室 象業務の発展に寄与

県北農業研究所

岩手県事績顕著者表彰 畜産研究所種山畜産 県産優良種雄牛の造成に努め本県畜産業の 9.11. 6

研究室 振興に貢献した功績

H自治大臣表彰 岩手県農業研究セン 職員一同一致協力してその職務を遂行し住 9.11.20

ター 民福祉の向上に寄与した功績

園芸振興奨励賞（財団法人園芸 園芸畑作部長 阿部 岩手県における接木ロボットによる片葉切 10. 3.27

振興松島財団） 隆 断接ぎ苗の挿し木セル育苗技術の導入と普

及の功績

(内部表彰)

最優秀研究成果賞 畜産研究所 専門研究 豚の投薬早期隔離離乳による清浄化技術 10. 3.23

員 藤原哲雄 上席専

門研究員 仁昌寺博

優秀研究成果賞 園芸畑作部 主任専門 プレルーティング処理によるオリエンタル 10. 3.23

研究員 阿部潤 系ゆりの品質向上技術

生産環境部 専門研究 MA包装段ボール箱によるさやえんどうの鮮

員 佐藤博実 度保持法

研究成果賞 企画経営情報部 技師 担い手農業者育成・経営発展のための農業 10. 3.23

中村勝則 情報需要の分析

企画経営情報部 主任 りんどうの需要動向分析

専門研究員 菅原豊司

農産部 主任専門研究 岩手県における水稲プール育苗

員 伊藤勝浩

農産部 専門研究員 を用いた水稲糯品種のアエチレンジアミン四酢酸二カリウム塩

高橋正樹 専門研究員 ミログラム測定法

小田中浩哉
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表彰内容（表彰団体） 表彰の対象者 組織 表彰の対象となった研究成果等 年月日（ ）

研究成果賞 農産部 主任専門研究 水田の除草剤成分分析のための採水法 10. 3.23

員 一守貫志

園芸畑作部 専門研究 りんご園の早期成園化技術（ポット養成大

員 石川勝則 主任専 苗利用による移植栽培）

門研究員 小原繁 技

師 新田優子

園芸畑作部 主任専門 短日処理による１０月出しトルコギキョウ

研究員 佐藤弘 の品質向上技術

生産環境部 上席専門 カルバミド粒剤箱施用によるいもち病防除

研究員 飯村茂之 専 回数の低減

門研究員 富永朋之

畜産研究所 主任専門 ウシ胚の性判別への新たなY染色体特異配列

研究員 熊谷光洋 専 の利用の検討

門研究員 鈴木暁之

専門研究員 野口龍生

畜産研究所 上席専門 リードカナリーグラスの品種の選定と利用

研究員 落合昭吾 専 技術

門研究員 多田和幸

専門研究員 村上勝郎

県北農業研究所 専門 水稲オリジナル品種「かけはし」

研究員 柏原一成 を用いた県北地域における稚苗移植栽培法

県北農業研究所 専門 新需要雑穀「アマランサス」の収穫・調整

研究員 大里達郎 機改良開発

研究功労賞 生産環境部 上席専門 農業研究センター土壌生産基盤の解明 10. 3.23

研究員 多田勝郎 専

門研究員 島輝夫

畜産研究所 主任技能 牧草・飼料作物の生産品質の向上と試験研

員 白沢重夫 究補助員としての献身的な業務の遂行

県北農業研究所 主任 農業研究センター県北農業研究所造成土壌

専門研究員 高橋好範 の科学的諸性質
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５ 職員名簿

職 名 氏 名 職 名 氏 名

農産部所 長 田中 義一

副 所 長 藤巻 正耕 部 長 荻原 武雄

水田作研究室長 伊五沢正光

上席専門研究員 高橋 政夫総務部

部 長 鈴木 康之 主任専門研究員 一守 貴志

総務課長 金崎 義久 専門研究員 日影 勝幸

副主幹兼課長補佐 高橋 義明 専門研究員 吉田 宏

主 任 小笠原 智 専門研究員 早川 博史

主 事 菊池 泉 水稲育種研究室長 畠山 均

主 事 日脇香奈恵 主任専門研究員 佐々木 力

主 事 高橋 義博 主任専門研究員 菅原 浩視

管理課長 猫塚 晃 専門研究員 小綿 寿志

課長補佐 菊池 芳孝 専門研究員 中西 商量

主 任 吉田 直人 応用生物工学研究室長 仲谷 房治

主 事 菊地 由樹 専門研究員 多田 徹

運転技士兼技能員 砂子沢 武 専門研究員 漆原 昌二

運転技士兼技能員 佐藤 栄恒 技 師 星 伸枝

運転技士兼技能員 中島 秋人 生産工学研究室長 鶴田 正明

主任技能員 杉澤 竹雄 主任専門研究員 小野寺忠夫

主任技能員兼運転技士 浅沼 達也 主任専門研究員 伊藤 勝浩

主任技能員 駒場正一郎 専門研究員 丹内 利彦

技能員 西野 哲仁 専門研究員 藤原 敏

技能員 小黒沢清人 銘柄米開発研究室長 神山 芳典

技能員 佐藤 広昭 主任専門研究員 扇 良明

専門研究員 小田中浩哉

専門研究員 中野 央子企画経営情報部

部 長 馬場 明雄 専門研究員 尾形 茂

企画情報室長 宮下慶一郎 専門研究員 高橋 正樹

上席専門研究員 小野田和夫 技 師 照井 儀明

上席専門研究員 折坂 光臣 技能員 菊地 徳章

上席専門技術員 及川 一也 技能員 管野 輝彦

主任専門研究員 長内 幸一

園芸畑作部主 任 渋谷昌二郎

専門研究員 町屋 宜亨 部 長 阿部 隆

農業経営研究室長 斉藤 恭 果樹研究室長 藤根 勝栄

上席専門研究員 田中 裕一 主任専門研究員 小原 繁

専門研究員 及川 浩一 主任専門研究員 鈴木 哲

専門研究員 村上 和史 専門研究員 石川 勝視

技 師 中村 勝則 技 師 新田 優子

マーケティング研究室長 佐々木健治 技 師 佐藤 秀継

主任専門研究員 星野 圭樹 野菜畑作研究室長 作山 一夫

主任専門研究員 菅原 豊司 主任専門研究員 高橋 正広

専門研究員 岡田 利之 専門研究員 阿部 弘

専門研究員 高橋 昭喜
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職 名 氏 名 職 名 氏 名

専門研究員 深澤 明子 運転技士技能員 中村 長三

専門研究員 高橋 智宏 運転技士技能員 吉田 正弘

花き研究室長 高橋 寿一 主任技能員 白沢 重男

主任専門研究員 阿部 潤 主任技能員 伊藤 仁吉

専門研究員 中野 俊成 主任技能員 小笠原幸一郎

専門研究員 輪達 公重 主任技能員 室坂 光榮

専門研究員 内藤 善美 主任技能員 佐々木紀好

蚕桑技術研究室長 鈴木 繁実 技能員 岩崎 春見

上席専門研究員 橋元 進 技能員 石川 勝美

主任専門研究員 阿部 信治 技能員 関村 武志

専門研究員 澤口 拓哉 技能員 三上 宏

南部園芸研究室長 吉田 達夫 技能員 米沢 健治

上席専門研究員 菅原 和仁 技能員 竹田 政則

主任専門研究員 佐藤 弘 技能員 小林 雄二

技能員 右京 隆二

技能員 荒木田俊一生産環境部

部 長 小川 勝美 技能員 上野 由克

環境保全研究室長 武田 眞一 技能員 中村 健

主任専門研究員 築地 邦晃 技能員 永洞 俊司

専門研究員 伊藤 美穂 技能員 菅原 薫

専門研究員 高城 保志 技能員 鷲見 義信

技 師 池田 昌晃 技能員 水澤 博征

土壌作物栄養研究室長 新毛 晴夫 技能員 細野 貴樹

上席専門研究員 多田 勝郎 技能員 鳴海 茂揮

専門研究員 佐藤 喬 技能員 上澤 賢輝

専門研究員 島 輝夫 家畜育種研究室長 小野寺 勉

技 師 田村 和彦 上席専門研究員 仁昌寺 博

病害虫研究室長 宍戸 貢 専門研究員 藤原 哲雄

上席専門研究員 飯村 茂之 専門研究員 西田 清

専門研究員 冨永 朋之 専門研究員 太田原健二

専門研究員 藤澤 巧 家畜飼養研究室長 高橋 達典

専門研究員 勝部 和則 上席専門研究員 谷藤 隆志

専門研究員 川村 亮二 専門研究員 川村 輝雄

専門研究員 石川 佳子 技 師 小梨 茂

保鮮流通技術研究室長 武藤 和夫 家畜工学研究室長 田中 修一

上席専門研究員 八重樫誠次 主任専門研究員 熊谷 光洋

専門研究員 佐藤 博実 専門研究員 鈴木 暁之

専門研究員 石川美佳子 専門研究員 野口 龍生

飼料生産研究室長 東 朋也

上席専門研究員 落合 昭吾畜産研究所

所 長 菊地 茂樹 専門研究員 遠藤 明人

次 長 杉若 輝夫 専門研究員 多田 和幸

総務課長 南幅 正治 外山畜産研究室長 佐藤 彰芳

副主幹兼課長補佐 三国 義雄 上席専門研究員兼室長補佐 菊池 正

主 事 千葉 浩 専門研究員 村上 勝郎

主 事 中家 武雄 専門研究員 増田 隆晴
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技 師 高橋 公子

技 師 木村 和博

主任技能員 藤原 昭義

技能員 中村 長悦

技能員 藤原 時夫

技能員 工藤 明彦

技能員 畠山 博文

種山畜産研究室長 谷地 仁

上席専門研究員兼室長補佐 及川 稜郎

上席専門研究員 橘 千太郎

主任専門研専門研究員 菊池 雄

専門研究員 大宮 元

専門研究員 大和 貢

主任技能員 田村 昭栄

主任技能員 菊池 敬郎

技能員 齊藤 和一

技能員 佐藤 洋貴

技能員 松本 徹

県北農業研究所

所 長 岡島 正昭

首席専門研究員兼次長 千葉 武勝

総務課長 田屋 慶一

主 事 千葉 寛満

運転技師兼技能員 小滝 一男

運転技師兼技能員 日山千代司

技能員 清水 賢一

営農技術研究室長 遠藤 征彦

主任専門研究員 高橋 好範

専門研究員 大里 達朗

専門研究員 大友 令史

産地育成研究室長 児玉 勝雄

主任専門研究員 佐藤 正昭

主任専門研究員 本田 孝子

主任専門研究員 菅原 英範

技 師 菅野 史拓

やませ利用研究室長 石山 伸悦

専門研究員 柏原 一成

専門研究員 荻内 謙吾

専門研究員 菊地 淑子

上席専門技術員 菊池 利行

専門技術員 高橋 晋
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沿 革
明治31年 種馬厩を盛岡市に設置。

明治34年 農事試験場（３部制：庶務・種芸・分析）を本宮村向中野（現盛岡市）に設置。

種馬厩を種畜場と改称。

明治35年 種畜場を盛岡市から滝沢村に移転。

明治36年 農事試験場に園芸部（４部制）を新設。

大正２年 原蚕種製造所を胆沢郡水沢町（現水沢市）に設置。

大正８年 農事試験場胆江分場を江刺郡愛宕村（現江刺市）に設置。

大正11年 原蚕種製造所を蚕業試験場（４係制：庶務・蚕種・試験・桑園）と改称。

大正12年 農事試験場に病虫部（５部制）を新設。

外山御料牧場を種畜場に移管し、種畜場本場を玉山村に移転 （滝沢は支場となる ）。 。

昭和２年 種鶏場を岩手郡巻掘村（現玉山村）に設置。

昭和５年 農事試験場軽米農場を九戸郡軽米町に設置。

蚕業試験場一戸桑園を二戸郡一戸町に設置。

昭和10年 農事試験場遠野試験地を上閉伊郡松崎村（現遠野市）に設置。

昭和12年 種畜場本場を滝沢村に移転。玉山は外山支場となる。

蚕業試験場六原桑樹試験地を金ヶ崎町に設置。

昭和13年 蚕業試験場一戸桑園を一戸支場と改称。

昭和15年 農事試験場軽米農場を九戸分場と改称。

昭和21年 農事試験場高冷地試験地を二戸郡小鳥谷村（現一戸町）に設置。

昭和22年 農事試験場遠野試験地が国営に移管。

昭和23年 種鶏場を紫波郡日詰町（現紫波町）に移転。

昭和25年 農事試験場を農業試験場（４部制：総務・営農・農産・畜産）と改称。

農業試験場畜産部を種畜場と併設。

農業試験場葡萄試験地を稗貫郡大迫町に設置。

農業試験場沿岸作物試験地を九戸郡長内村（現久慈市 、下閉伊郡豊間根村（現山田町）及び気仙郡）

小友村（現陸前高田市）に委託設置。

昭和26年 農業試験場南部試験地を気仙郡米崎村（現陸前高田市）に設置。

農業試験場に遠野試験地が国から移管。

農業試験場に農業経営研究部門設置。

工芸作物原種農場を雫石町に設置。

昭和18年 蚕業試験場を水沢市柳馬場に移転。

昭和30年 農業試験場本場機構改革 （８部制：庶務・種芸・化学・園芸・病虫・経営・農機具・畜産）。

蚕業試験場本場機構改革 （４部制：庶務・栽桑・養蚕・病理化学）。

昭和32年 蚕業試験場一戸支場を一戸分場と改称。

昭和36年 蚕業試験場一戸分場を二戸郡一戸町上野に新築移転。

昭和37年 農業試験場の園芸部、南部試験地及びぶどう試験地を分離して園芸試験場（３部制：庶務・果樹・蔬

菜花卉）を北上市に設置。南部試験地及びぶどう試験地をそれぞれ、南部分場、大迫ほ場と改称。

農業試験場胆江分場及び九戸分場をそれぞれ、県南分場、県北分場と改称。

種畜場に種鶏場及び農業試験場畜産部を併合して畜産試験場を滝沢村に設置。

農業試験場遠野試験地及び沿岸試験地を廃止。

工芸作物原種農場を農業試験場に統合し、原種部を設置。

昭和38年 農業試験場本場を盛岡市から滝沢村に移転。

昭和39年 畜産試験場外山支場を外山試験地と改称。

昭和41年 農業試験場本場機構改革 （４部制：庶務２係・技術・環境・経営）。

昭和44年 園芸試験場蔬菜花卉部を野菜花き部に改称。

昭和46年 農業試験場本場機構改革 （科制導入。技術部：水田作科・畑作科・作業技術科、環境部：施肥改善。

科・土壌改良科、病害虫科、経営部：経営科・流通経済科）

農業試験場県南分場および県北分場に分場次長を設置。
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農業試験場高冷地試験地を園芸試験場へ移管し、高冷地分場とする。

園芸試験場に環境部を設置。

園芸試験場大迫ほ場を大迫試験地と改称。

畜産試験場外山試験地を外山分場と改称。

昭和48年 蚕業試験場六原桑樹試験地を六原試験地と改称。

昭和51年 農業試験場作業機械科を農業機械科に改称。

昭和53年 蚕業試験場六原試験地を廃止。

蚕業試験場養蚕部、病理化学部をそれぞれ養蚕経営部、環境部に改称。

昭和56年 園芸試験場高冷地分場を高冷地開発センターに改組。

昭和57年 蚕業試験場整備計画実施（～昭和58年）

平成３年 農業試験場に水稲育種科を設置。

平成８年 畜産試験場種山肉用牛改良センターを住田町に設置。

平成９年 農業試験場、蚕業試験場、園芸試験場及び畜産試験場を農業研究センターに再編整備。

農業試験場本場、園芸試験場本場、同大迫試験地及び蚕業試験場本場を統合し、北上市にセンター本

部を設置。

農業試験場県南分場及び園芸試験場南部分場をそれぞれ銘柄米開発研究室、南部園芸研究室と改称。

農業試験場県北分場、園芸試験場高冷地開発センター及び蚕業試験場一戸分場を統合し、軽米町に県

北農業研究所を設置。

畜産試験場を畜産研究所に改組。

、 。畜産試験場外山分場及び種山肉用牛改良センターをそれぞれ外山畜産研究室 種山畜産研究室に改称


